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　炎が消えることなく燃え続けている。

　墜おちたる宮殿──かつて、異世界ソーディアから落下してきた巨大な砦とりでは、周囲を取り囲む壁が半壊し、崩れた建物は炎の中に消えつつある。

「う……熱っ……」

　炎のそばで、一人の少女が右腕を顔の前に掲げ、熱から逃れようとしている。

　ベージュのブレザーにミニスカート。金色の髪を頭の左側で結んだ、目もくらむような美少女──ソーディの姫君、セフィである。

「こんな凄すごい術じゆつ法ほう……マナカや死し剣けん使つかい以上かも……」

　これほどの破壊をもたらしたのは、大だい剣けん聖せいジルンシェードの術法だった。

　大剣聖は宿敵との戦いの果てに、己の命を懸けて術法を放った。既にソーディからは失われたはずの術法の能力がよみがえっていたのだ。

　元々、ソーディの術法は七十年前に空の扉が閉じた直後に失われていった。逆に言えば、七十年以上生きているソーディの多くは、かつて術法を使えたということだ。

　ここ数すうヶか月げつで、小さいものながらも空の扉がいくつも開いている。空の扉の向こう──ソーディたちの故郷ソーディアと地球が繋つながり、術法の能力が回復したに違いない。

「でも、これ……凄すごすぎでしょ……」

　セフィは、炎の熱さに顔をしかめる。

　大だい剣けん聖せいが剣を振るうと同時に炎が噴き上がり、爆発まで起こった。爆発自体は小規模だったようだが、炎は燃え広がり続けている。

「さすがは大剣聖……といったところでしょうか。九十年の研けん鑽さんと、七十年前の激戦を生き抜いた経験は伊だ達てではなかったようですね」

「ソーシャ……」

　セフィのそばに立っているのは、最強の七しち剣けんの一人、〝天てん剣けん〟ソーシャだ。

　黒髪をポニーテールにして、羽織に似ただぼっとした上着に、膝ひざ丈たけの白いスカートをはいている。

「……あっ！　ロ、ロウは!?　リンネもいたわよね！」

　周りは炎と煙のせいで、ほとんど見通しが利かない。大剣聖とブレイズの女王リーゼベルの戦いを傍観していた剣けん士したちの姿は、どこにも見えなかった。

「心配しなくとも、全員無事でしょう。大剣聖は、たった一人の敵にすべてをぶつけたはずですから。炎に巻き込まれるような間の抜けた人は、ここにはいなかったでしょう」

「そ、そう……よね」

　ソーシャが言うなら間違いないだろう。セフィは安心するとともに──あることを思い出した。

　ついさきほど、この天剣ソーシャがクロウに剣を向けたことを。

「姫君。私に言いたいことはあるでしょうけど、来ますよ」

「え？　来るってなにが──」

「あははははははははははははははははっ！」

　突然の甲高い笑い声とともに──

　炎と煙が渦を巻いたかと思うと、その中心部から小柄な人影が飛び出してきた。

「あー、熱かった！　煙たいし、もう最悪ね！」

　長く伸ばした灰色の髪に、ベレー帽。ピンクと白の、フリルだらけのドレス。

　顔かたちも服装も、アンティークドールのような少女だった。彼女は、地上一メートルほどのところに浮いている。

　八やツ首くびの蛇──多くの術を操る最強の術じゆつ法ほう使いにして、死し剣けん使つかいの一人でもある、最悪のブレイズだ。

「さすがは大剣聖……凄い凄い！　あの炎と爆発の術法！　範囲は絞ってたけど、威力だけなら私の術法にも劣らない！　まったく、とんでもない年寄りだわ！」

「……あいつ、テンション高いわね」

「割と鬱うつ陶とうしいですね。なかなか可愛かわいいのに、性格がアレではもったいない」

「ソーシャが言う？」

　この美しい黒髪の剣士は、穏やかそうな見た目に似合わず、何人もの若い女の子を愛人として囲っている。そういう趣味なのだ。

「で、あのおばあさんはどこ？　ちょっと、そこの二人。大だい剣けん聖せい、どこに行ったか知らない？」

「し、知らないわよ。知ってどうする気なのよ？」

　セフィが動揺しつつ答える。

「ぶち殺すに決まってるじゃないの」

「────！」

　八やツ首くびの蛇から恐るべき殺気が放たれ、セフィはとっさに愛剣の星ほし崩くずしを構えた。

「私たちの女王にあんなことしておいて、生かしておけるわけないでしょ。ふ、ふは、ふはははは、死なない程度に徹底的にいたぶり尽くしてから、八つ裂きにしてかけら一つ残らないくらい丁寧にこんがりと焼いてやるわ！」

「それより、女王の安否を確認したらどうです？」

　ソーシャは冷静そのものだった。

「ふん、女王を傷つけた者を許しておけるわけがないでしょ……！」

「これはダメですね。徹底的に戦うことしか考えてないようです、このロリロリフリルさんは。死し剣けん使つかいというのは、度し難いですね」

「死剣使い……そうだよ、ボクだって死剣使いなんだ……」

　突如、炎の向こうからふらりと少女が現れた。

　ピンク色の髪に、羽の形をした髪留どめ。セーターとミニのプリーツスカート。

　うつろな目をしたその少女は、死剣使いの一人、リンネだった。

「リーゼちゃん……どこに行っちゃったの……リーゼちゃん……」

「リ、リンネ!?　あんた、どうしたの!?」

　セフィは思わずぎょっとしてしまう。

　いつも活発で明るかったリンネが、魂の抜けたような顔をしている。目は完全に濁っていて、言葉にも力がない。

「セフィちゃん……どうしよう。女王が……女王が……」

「し、しっかりしなさ──」

　駆け寄ろうとして、セフィは身体からだを強こわばらせた。

　横にいたソーシャが、愛剣の閃影絶晶刀ハイデイング・ソウル──透明な刀身を持つ剣をセフィの首筋に突きつけていたからだ。

「下がってください、姫君」

「ソーシャ!?　あんたまで、なにを──」

「ああ、鬱うつ陶とうしい！　リンネ、あなたはそれでも死剣使いなの!?　目障りだわ！」

　八ツ首の蛇が突然叫ぶと、さっと左腕を振るった。

　嵐のような風が巻き起こり、リンネの華きや奢しやな身体が木の葉のように舞い上がる。

「……あうっ……！」

　リンネは受け身も取れず、数メートルの高さからそのまま落下してしまう。

「リンネっ……！」

「姫君、敵の心配をしている場合ではありませんよ」

「ソーシャ、さっきからなに言ってんのよ！　リンネは敵なんかじゃ──！」

「言い直しましょう。そのピンクの子はどうでもいいです。下がっていないと、死にますよ」

「死ぬ……？」

　セフィがぼんやりつぶやいたのと同時に。

「はっはっはー！　ようやく出番かよー！」

　驚くほどのんきな笑い声が響いた。

　セフィの背後から、巨大な斧おのを担いだ女性が歩いてくる。

　可愛かわいらしい童顔に、ショートにした濃い緑色の髪。黒を基調とした上着に、太もももあらわなミニスカート。

　小柄な身体からだに似合わない巨大な斧と、それを持つ剣けん士しの名を、セフィは知っていた。

　彗星瀑布グレイトフオール──七しち剣けんの一人にして、ソーディ政府正規軍の自由剣士団を率いる剣けん王おうジーネルの愛剣である。

「はー、やれやれですわ。結局出番があるのですね。支払いは前金でいただいているので、このまま出番なしでもよかったのですが」

「これはまた大変なことになってるな。セフィ様、リンネ、無事でよかっ──リンネはあまり無事じゃなさそうだな」

　続いて現れた女性は、薄茶色の髪を三つ編みにして、黒を基調にした七剣の正装、腰には立派な拵こしらえの小刀を差している。

　彼女もまた、七剣の一人。絶ぜつ剣けんシュナークだ。

　そして、もう一人はセフィが通う〝剣の学院〟の生徒会長にして、ほんの少し前に七剣の称号の一つ〝剣けん将しよう〟を継いだイシュトだ。

　グリーンの髪を長く伸ばし、後ろにバレッタをつけている。黒い上着に、同じ色のミニスカート。セイバーズの制服姿だった。

　手に持っているのは、愛剣の雷狼牙ライロウガ。いわゆるランスに似た形の、突きに特化した剣である。

「なんで、七剣たちが……」

　セフィは驚きを隠せなかった。

　七剣たちは、イシュトに剣将継承を伝えるために、剣の学院を訪れていた。その後、セフィとソーシャだけが、偵察のために墜おちたる宮殿に来たのだ。セフィは、他の七剣たちは、まだ待機しているものかと思っていた。

「はい、リドさん。そんなところで寝転がってないで」

「え～、ソーシャ姉ねえ。もう座ってるのもだるい～」

　いつからいたのか、セフィの近くからのんびりした声が聞こえた。

　周囲が燃えているにもかかわらず、地面に寝転がっている小柄な女の子は、竜りゆう剣けんリドだ。

　ネコミミのついたパーカーを着て、太ももが剥むき出だしになったホットパンツをはいている。

「リド、久しぶりだなー。相変わらず元気じゃなさそうだなー」

「あ～……誰だれだっけ？」

「ジーネルだよ、剣けん王おうジーネル！　おまえの竜剣継承にも立ち会っただろーよ！」

「そうだっけ～。覚えてないや～。覚えてるのもかったる～い～」

「ダメだこいつ」

　セフィも、剣王ジーネルに同意しそうになった。

　七しち剣けんは変わり者ばかりだが、竜剣リドはその中でも抜きん出ている。

「リドさん、あなたにも協力してもらいますよ。千載一遇のチャンスなんです。女王と死し剣けん使つかいの一人は行方不明、リンネさんは茫ぼう然ぜん自じ失しつ。この機を逃すわけにはいきません」

「は～、ソーシャ姉ねえは相変わらずめんどくさいな～。愛人だらけのビッチのくせに、時々真面目まじめぶるからな～。口答えするのも疲れるし、やったるか～」

　セフィにはよく理解できない理由で、リドはぴょんと跳んで立ち上がった。

「え……？　でも、ちょっと待って？」

　考えてみれば──これはとんでもない状況だ。セフィは、ぞくりと背筋が寒くなるのを感じた。

　死んだという噂うわさの剣けん帝ていアミラルと、表向きは行方不明ということになっている剣けん聖せいヒョウカ。その二人を除き、五人の七剣が揃そろっているのだ。

　これは──確かにソーシャの言うとおり、後ろに下がっていなければまずい。七剣たちの剣の余波に巻き込まれたら、ケガでは済まないだろう。

「そんじゃー、始めるかよー、八やツ首くびの蛇さんよ！」

　ドガッ、と轟ごう音おんを立てて剣王ジーネルの彗星瀑布グレイトフオールの巨大な刃が地面にめり込む。地面が大きく削れ、土が柱のように噴き上がる。剣王ジーネルは、爆走する列車を素す手でで止めてしまうような、ソーディの中でもずば抜けたパワーの持ち主なのだ。

「悪いが、五人がかりでいかせてもらうぞ、蛇さんよー！」

「私は悪いなんて言ってないじゃない」

　八ツ首の蛇はくすりと笑い、ジーネルの正面に降り立つ。

「ソーディの戦いは一対一サシが原則だよなー。けど、蛇さんよ、おまえさんは宣戦布告をしたんだよなー？」

　それは、セフィも話を聞いていた。

　以前、墜おちたる宮殿に偵察に向かったイシュトとシュナークが、八ツ首の蛇からの政府への宣戦布告を受けているのだ。

「だったら、もうこいつは戦争だよなー？　というわけで、数人がかりだろうと卑ひ怯きようなマネだろうとやらせてもらう」

「もちろんもちろん、どうそどうぞ。あなた、意外によさそうね。剣けん王おうジーネル、あなた面おも白しろそうだわ」

「はははっ、アタシは自由剣けん士し団の団長だからよー。戦争となりゃ、軍人のアタシが先陣を切るのが当然だろーよ」

　ジーネルは自分の身体からだよりも巨大な彗星瀑布グレイトフオールを、軽く振った。

「そういうわけだからよー。ここは、七しち剣けんと八やツ首くびの蛇の戦場さ。戦争する気がない奴やつは、とっととどっか行ってくれ」

　ジーネルは、ちらりと横に視線を送った。そこにいるのは──リンネだった。

　なんとか起き上がってはいるが、まだぼーっとしている。

「ふふん、いいわよ。そんな役立たずはいらない。どっか行っちゃいなさいよ、リンネ」

「……うん。バイバイ、蛇ちゃん……」

　リンネは呆ぼう然ぜんとしたまま頷うなずいて、大きく跳び上がった。まるで逃げるようにしてその場を去って行ってしまう。

「リンネ……」

　セフィは、ぼそりとつぶやいた。リンネを追いかける気力はなかった。彼女がここから去りたいならそうさせてやりたいと思った。

「つーわけで、敵も死し剣けん使つかい一人に絞られた、と。そんじゃ始めよーか！」

　彗星瀑布に〝光こう刃じん〟の白い輝きが宿り始める。

　それを合図に、シュナーク、ソーシャ、リド、そしてイシュトの四人もそれぞれの愛剣に『光コウ』を伝わらせていく。

「七十年ぶりの戦争だ。徹底的にやってやろーよ！」

　剣王ジーネルが大きく彗星瀑布を振りかぶった。彼女の身体から、強烈な『光』の波動が放たれ、土煙が舞う。

「くっ……！」

　他の七剣たちも同じく『光』を全開にし、セフィは身体が潰つぶされそうな圧迫感を覚えた。

　自分はここにいるべきではない、と理解はしている。いたところで、足を引っ張ってしまうだけだ。少なくとも、ソーシャはセフィを守ろうとするだろう。

　しかし、セフィはリンネのようにここを去る気にもなれなかった。彼女はまだ心を決めかねているのだ。

　クロウは──あの少年は、セフィとの別れを決意しているようだった。

　セフィは彼から離れたくないと願っている。だが、本当にそれでいいのだろうか。彼を追いかけたところで、覚悟の定まっていない自分は足手まといにしかならないのではないか。

　こんな迷いがあるうちは──！

　セフィは、ギリっと奥歯を噛かんだ。

　目の前では、五人の七しち剣けんと最強の術じゆつ法ほう使いにして死し剣けん使つかいとの戦いが始まろうとしている。

　この戦いで、セフィがなにか役に立てるわけでもない。

　あたし、なにがしたいの──？

　セフィは、ただ自問することしかできなかった。














　　　　１章　最強との再会






　その殺気は、あまりに圧倒的だった──

　墜おちたる宮殿から数キロ離れた、山々を縫うように通っている車道で、一人の女性と二人の少年が対たい峙じしていた。

　女性は青い髪を背中まで伸ばし、黒いコートをまとい、日本刀に似た反りのある片刃の長刀を片手で構えている。

　容よう貌ぼうは整っており、身体からだはすらりと細い。

　剣けん聖せいヒョウカ──伝説の大だい剣けん聖せいの後を継ぎ、七しち剣けん最強の称号を持つ剣けん士し。

　年齢は二十九歳。まだまだ充分に若いが、彼女は既に剣の頂点を極めた身だ。

　いや、彼女はもう剣聖ではない。

　つい先ほど、剣聖の継承者の一人だったラーシュに称号を継がせている。

「師匠せんせい……あんた、どういうつもりなんだよ」

「同感だね。いきなり現れて、なにしてくれてるの？」

　クロウに続いて、ラーシュが師を睨にらみながら言った。

　二人とも抜刀し、まったく同じ中段の構えを取っている。ラーシュが握っているのは、分厚く長い愛剣、獣じゆう斬ざんだ。

　クロウが抜いているのは、大剣聖が使っていた日本刀そっくりの剣。さっき、手に入れたばかりの剣だ。突然現れたヒョウカに、クロウはほぼ反射的に剣を振り、その際にずっと使っていた日本刀を折られてしまったのだ。

　だが、大剣聖の剣は不思議なほど手に馴な染じんでいる。拵こしらえもなにもない、白木の柄つかなのに、手に吸いつくように握りやすかった。

「いや……どういうつもりかなんて、どうでもいい。なんで……なんで生きてるんだ！」

　クロウは叫ぶようにバカげた質問をしてしまう。

　一年──いや、既に一年半以上前のこと。

　クロウは剣聖ヒョウカと立ち会い、彼女を斬きり殺した。その際の記憶はほとんど失ってしまっていたが、ここ数すうヶか月げつで不完全ながらも思い出している。

　師匠である剣聖ヒョウカを斬ったときの手応えを、クロウは覚えている。彼はこれまでに多くのソーディや人間を斬ってきた。だから、手応えだけでわかるのだ。斬った相手が死んだかどうか──

「師匠、俺おれがあんたを殺したはずだ……」

「クロウ、極めて不愉快だな」

　ヒョウカは、冷たい視線を向けながら言った。

　クロウは、突然の言葉にきょとんとしてしまう。

「そなたに七年も叩たたき込こんだことが、まるで身についていないではないか。どんなときにも冷静であれ、と口をすっぱくして教えたであろう」

「……死人と会ったときの対処まで教わってねぇよ」

　どんな怪物と対面しようと、クロウは冷静に戦うことができる。しかし、こんな事態に遭遇して落ち着いていられるほど心は鍛えられていない。

「ていうか、久遠クオン彼方カナタか。結局、師匠が持ってたんだね」

「ああ、こいつは剣けん聖せいを継いだそなたに渡すべきか？」

　ヒョウカは剣を軽く持ち上げ、にやりと笑った。

　彼女の愛剣、久遠彼方は剣聖に代々受け継がれてきた名剣である。

　数すうヶか月げつ前の夏頃、ラーシュは剣聖を継ぐために久遠彼方が必要だと大だい剣けん聖せいに言われ、探し回ったことがあったのだ。

「だが、まだ私にはこれが必要でな。悪いが、もう少し持たせておいてくれ」

「……いいけどね。俺おれには獣じゆう斬ざんがあるし」

「おい、ラーシュ」

　クロウは、ラーシュをじろりと睨にらんだ。

「おまえ、なんか知ってた風だな」

「あ、バレた？」

　クロウは、じろりと横目でラーシュを睨む。

「まあ、俺たちの周りでちょろちょろしてる奴やつがいるなって気づいてただけだよ」

「ホントかよ……」

　どうにも、嘘うそっぽかった。とはいえ、今はラーシュの言葉を疑っている場合でもない。

　経緯がどうあれ──あのヒョウカが目の前にいる。

「では始めるか。クロウ、慣れない剣を握っている分、加減してもらえる──などとは思うなよ！」

「…………っ！」

　すうっと滑るようにヒョウカが動いていた。クロウは一瞬たりとも目を離していなかったのに、気がついたときにはヒョウカの間合いの中にいた。

「くっ……！」

　クロウの胴を薙なぐように振られたヒョウカの剣を、刃をぶつけるようにして受け流す。

　さらに、クロウは刃を返してヒョウカの首筋を狙ねらう。切っ先がギリギリかすらないところで、ヒョウカはのけぞりつつその斬ざん撃げきをかわし、後ろに下がった。

　古流コリユウ──他でもないヒョウカに教え込まれた剣術である。ソーディが剣を振る際に放たれる〝斬ざん気き〟を感知し、動きを読み切って威力をゼロにして受け流す。

　攻撃の際は予備動作を消し、斬撃の速度を調整して、さらに下段かと思えば上段、首かと思えば胴を狙う。変幻自在の攻撃を繰り出す剣術だ。

「ほう、古流のキレもずいぶんマシになっているではないか」

「……そういや、師匠。あんた、実は俺の両親のことも知ってて、古流の開発にも一枚噛かんでたらしいな？」

「なるほど、我が師が話したか。あの方もおしゃべりになったものだ」

　ヒョウカは微笑とともに答え、ちらりと視線を横に向けた。そこには、偉大なる大だい剣けん聖せいジルンシェードの遺体が横たえられている。

「そんなことは、たいした問題ではあるまい。クロウよ、私はそなたと思い出話をしに来たのではない」

「だったら！」

　クロウは剣の柄つかを痛いほど握り締めながら言った。

「だったら、なにしに現れたんだ！　生きてたんなら、さっさと姿を見せりゃよかっただろ！　あんたを斬きった俺おれへの復ふく讐しゆうでもなんでも──いいから！」

　不覚なことに、クロウは目の奥が熱くなるのを感じていた。

　かつて斬ったとはいえ、クロウはヒョウカを憎んでいるわけでもなんでもない。正面切って言ったことはないが、剣けん士しとして心から尊敬していた。

　なにより、幼い頃から教えを受けていたのだ。特に母の顔を知らないクロウには、ヒョウカは母親同然の存在だった。

　そのヒョウカを斬ったことが、クロウには重い十字架となっていたのだ。

「こちらにも事情があったのだよ、クロウ」

「……って、それだけかよ！」

　だんだん、クロウは自分だけ本気になっているのがバカバカしくなってきた。

　死んだはずの、殺したはずの師匠が生きて現れただけで混乱しているのだ。この上、ややこしい話などしていられない。

「それに、なにをしに来たのか──というなら、もうわかっているだろう？」

「ちっ……！」

　クロウは舌打ちして、剣を構え直す。そのときには、またヒョウカが肉薄してきていた。

　二人の剣が交錯し、火花を散らす。クロウはヒョウカの斬ざん撃げきを受け流し、剣を止めることなく反撃を加える。しかし、ヒョウカはまたもや刃を合わせることなく、わずかな動きのみでかわす。久しぶりに見たが、師匠の動きは無駄がなく踊るように軽やかだ。

　まるで、自分から当たらないように剣を振っているようにも思えてしまう。

「なっ……!?」

　クロウは大きく目を瞠みはった。ヒョウカの剣が、閃せん光こうのようにいくつも走ったのだ。クロウの剣に、続けて何度も打ち込まれてくる。

「花散乱撃カサンランゲキ──!?」

　古流コリユウの技の一つで、大勢を相手にする際に、複数の剣をさばくための技だ。敵の剣を受け流す古流の剣を、ほぼ同時に幾いく閃せんも放つ。

　クロウはかろうじて古流でその斬撃をすべて受け流し、それでもヒョウカの剣の勢いに押され、後ろに跳ばされてしまう。

　着地し、クロウは砂煙を上げながら数メートル後ろに下がっていく。

「くっ……！　古流コリユウの技かよ……！」

「我が師から話を聞いたのだろう。私と師も、未完成ながら古流を身につけているのだよ」

　確かに、クロウはその話は聞いていたし、大だい剣けん聖せいが古流を使うところも目撃している。

　だが、花散乱撃カサンランゲキのような難度の高い技まで使えるとは思いもしなかった。

「遊んでんのかよ、ちくしょう。いったい、なんなんだよ、あんたは」

　クロウは動揺しつつも、かろうじてヒョウカと渡り合っている。ここ数すうヶか月げつで剣の腕を大幅に上げ、多くの修羅場をくぐってきたからだろう。ブレイズとの戦いが始まる前のクロウならば、今の花散乱撃も防げなかったかもしれない。

「遊んでほしければ、これはどうだ！」

「────！」

　クロウの眼前で、ヒョウカの身体からだが──六つに分裂する。

　分身──断続的な高速移動による残像現象である。いくらソーディの身体能力がずば抜けていても、分身ができるソーディなどこの世に五人といないだろう。

「くっ……！」

　クロウは、残像の中から本物のヒョウカを見つけ出す。ヒョウカの分身は、あの剣士と比べれば完成度が低い。一瞬で見抜くことは難しくなかった。

　右手一本で握り直した大剣聖の剣でヒョウカの剣を弾き、同時に左手で腰に差したもう一本の剣──舞まい姫ひめを引き抜き、胴をめがけて振り抜く。

「ふっ……！」

　ヒョウカは短く笑って、後ろにステップしてクロウの斬ざん撃げきをかわす。

「……マナカの舞姫か。我が妹ながら、よくそんなぺらぺらの剣で戦えるものだと感心していたよ」

　クロウが持っているもう一本の剣は、ヒョウカの妹にして剣けん将しようの称号を持っていたマナカの愛剣である。そのマナカは──他でもないクロウが斬きった。

「どうだった、クロウ。私の妹は強かっただろう？」

「んなことを訊きくのかよ。妹を斬られたんだぞ。恨み言の一つも……言えよ」

「マナカは可愛かわいい妹だ。酒を飲みすぎるところを除けば欠点もなかったしな。もちろん、そなたは憎い」

「……はっきり言ってもらえて嬉うれしいよ」

　クロウは、思わず皮肉めいた口調で言ってしまう。

　だが、同時に少しばかりほっとしていた。ヒョウカに「死んだ？　それがどうした？」などと言われては、マナカに救いがない。

　いつも冷静沈着、人をくったような女性だったマナカも、姉を殺したクロウに対して激高していたのだから。

　マナカは、心から姉を敬愛していたのだ──

「だがあの子は、最後の最後でソーディの限界を超えた。つまり、剣神に限りなく近づいたということだ。誇らしい妹だよ」

「見てたのかよ……」

　クロウとマナカの戦いは二人きりで繰り広げられた。セフィやラーシュには顛てん末まつを話しているが、その二人から聞いたわけでもないだろう。

「マナカは正々堂々、正面から戦って、そなたに斬きられたのだ。ならば、恨むこともあるまい」

　憎しみと恨みは別の感情──そういうことなのだろうか。クロウには、よく理解できなかった。

「そうかよ。でもよ、あんたは──」

「そなた、よくしゃべるな」

「俺おれもおしゃべりに交ぜてもらいたいね」

　口を挟んできたのはラーシュだった。さっきまで中段に構えていた獣じゆう斬ざんを、抜き身のままで肩に担いでいる。

「師匠、冷たいじゃないか。こっちは無視かな？　さっきは俺にも殺気をぶつけてきてたくせに」

「そなたには、剣けん聖せいを継がせた。これからも剣聖は継承されなければならない。そなたを斬ってしまって、どうする？」

「つまらない建前はいいんだよ、師匠」

　ラーシュは、すぱっと切り捨てるようにして言った。

「剣聖は俺が継いだ。ああ、それはまあいい。剣聖ラーシュ。四よん将しようの継承者よりずっといい響きだ。でも、あなたは俺を相手にしていない。相手にする価値がないとでも……？」

「…………っ！」

　クロウは思わず、切っ先をラーシュのほうへと向けてしまう。

　ラーシュの全身から凄すさまじい圧力が放たれている。斬ざん気きの奔ほん流りゆう──実体もなくエネルギーでもないはずの斬気に押し流されそうなほどだ。

　ラーシュ自身が、エネルギーのかたまりになってしまったかのような──

「斬流ザンリユウ、だよ。自分を斬気そのものと化して、相手の斬気をも呑のみ込こんでしまう」

「……おまえ、知らないうちにとんでもねぇ芸を身につけてんな」

　クロウが夏にラーシュと立ち会ったときには、そんな技は使っていなかった。もちろん、ヒョウカに学んだ技術でもないはずだ。

「面おも白しろい技だ。あの蛇ですら呑まれていたほどだしな」

「師匠、蛇とやり合ってたところも見てたの？」

「ああ、見させてもらった。ラーシュよ、面白くはあるが──未熟だな」

「…………」

　ラーシュが、ぐっと唇を一文字に結んだ。彼にしては珍しく、苛いら立だちが顔に出ている。

「わかっているはずだ、ラーシュ。いや、クロウもだ。この場にいる者、誰だれもがわかっているだろう。ラーシュ、ここに集った三人で、そなたがもっとも弱い」

「…………！」

　クロウとラーシュが、同時に身体からだを強こわばらせる。

　あまりに直ちよく截せつな物言い。誤解や楽観的解釈を許さない、死刑宣告のような言葉だった。

「うちの弟子たちはボケていないようだな。自分と他者の技量の判断は、剣けん士しにとってもっとも大切と言ってもいいくらいだ。勝てない戦いをするほど、愚かなことはない。そなたたちがわかっていて安心した。だが、もっと言うならクロウよ。今や、そなたのほうがラーシュの力量を大きく上回っている」

「師匠……」

　クロウは師にそれ以上の言葉を告げられなかった。

　実のところ、ヒョウカに言われるまでクロウは気づいていなかった。斬流ザンリユウは充分すぎるほどの脅威だったからだ。

　だが──クロウは、師の言葉で、自分が斬流に勝てることも理解してしまった。

　ラーシュの斬ざん気きは強烈だが──恐ろしくはない。

　剣を交えるまでもなく、負ける気がしない。

　つい数すうヶか月げつ前まではかったように互角だった二人の剣けん聖せいの継承者は、既に遠く隔てられた場所にいる。

「ラーシュよ」

　ヒョウカは、さらに続ける。

「クロウはアミラルを倒したのだろう。偶然の要素も大きいとは思うがな。だが、クロウは十回やれば三回はアミラルに勝てるだろう。ラーシュ、そなたは十回どころか百回やってもアミラルには勝てん。斬流を使ってもな」

　久遠クオン彼方カナタの鋭い切っ先が、ラーシュに向けられる。

「それがそなたの現実だ、ラーシュ。クロウとならば、十回やって一回は勝てるかもしれんな。だが、真剣勝負ならば強いほうが勝つ。そなたはクロウに斬きり殺されるだろうよ。しかし、剣聖を継いだそなたには次の継承者を育ててもらわねばならん。ここから去れ。もう戦いは、そなたではついていけない次元に達している」

「あんたもよくしゃべるなあ、師匠……！」

　ラーシュの全身から『光コウ』の波動が放たれる。彼の顔には、いつもと変わらない軽薄な笑みが浮かんでいるが、その奥に激情が秘められているのは明らかだ。

「だったら、見せてあげるよ、師匠！」

「なっ……!?」

　斬気の奔ほん流りゆうが、クロウの身体を覆うように襲ってくる。なかば反射的に、クロウは構えを取り、襲いかかってきた剣を弾はじき飛とばしていた。

「ラーシュ！　いきなりなんだ!?」

「おまえが俺おれより強いっていうなら！」

「俺が言ったんじゃねぇよ！」

　言い返しながら、クロウはすぐに自分の違和感に気づいた。身体の動きが鈍い。油が切れたロボットのような、ぎこちない動きだった。

　リンネと斬きり合い、八やツ首くびの蛇の術じゆつ法ほうで吹き飛ばされかけたりもしたが、大きなケガなどはしていない。

　なのに、水中で剣を振るっているかのように身体からだが重く、まともに動かない。

「これが──斬流ザンリユウかよ！」

「斬ざん気きがない人間にも通じるみたいだね！」

　クロウは斬気を読んで敵の剣をかわす。つまり、斬気を感覚で捉とらえているのだ。斬流という、斬気の奔ほん流りゆうのせいで感覚を狂わされているのかもしれない。

　ラーシュは続けて、剣を振るう。重く鋭い獣じゆう斬ざんの刃が、暴風のように襲いかかってくる。動きを先読みするクロウでも、ギリギリでかわすのが精一杯だった。やはり動きは鈍いままで、一歩どころか半歩間違えるだけで死ぬ。

「…………っ」

　不意に、前触れもなく、意識もせずに──クロウの心が沈んでいく。

　無想ムソウ──もとより殺気を発しない古流コリユウをさらに研ぎ澄まし、クロウ自身が無となってしまう。自分ですら意識しないままに相手の攻撃をかわし、剣を振り、敵の命を断つ。

　敵から見れば、目の前にいるクロウが消えたように感じるらしい。

　無想を使い始めた頃は、クロウは完全に無になってしまっていた。気がついたときには、相手を斬っていたのだ。今は慣れたのか、思考を巡らす程度のことはできる。だが、自分では動きを止めることも、手加減することも不可能だ。

「くっ……!?」

　ラーシュが大きく目を瞠みはった。クロウに向けて振り下ろそうとしていた剣を引き、刃を立てるようにして首を狙ねらってきた斬ざん撃げきを防いだ。

　クロウは右の剣による初太刀を止められつつも、左の舞まい姫ひめで胴払いをかける。むろん、その斬撃もまた無意識のうちに放たれている。容赦なく内臓をえぐる一撃だった。

　ガッ、と鈍い音がして獣斬の柄つか頭がしらに舞姫の刀身がめり込んでいた。

　やはり、斬流のせいで動きが遅い──しかし、クロウはそんなことにはかまわなかった。いや、かまったところで今の彼には自分の肉体を制御できない。

「クロウっ……！」

　ラーシュが跳躍しつつ、上段から振りかぶった一撃を放ってくる。全身から放たれる斬気の圧力で、クロウは指先すら動かせないほどだった。

　しかし、クロウは──クロウの身体は一歩前へ進んだ。斬気の奔流をすり抜けるようにして前へ進み、右手の剣を無造作に振るう。

「くっ!?」

　ラーシュが驚きよう愕がくする。クロウの剣がラーシュの体重を乗せた一撃を、虫でも払うかのように受け流したのだ。ラーシュは空中で横に飛ばされ、なんとか着地するも体勢を崩してしまう。

　そのとき、クロウは既にラーシュに張りつくような位置に移動していた。身体からだを屈かがめ、下からすくい上げるような斬ざん撃げきを放つ。

　ラーシュはクロウの剣が肌に触れる直前まで、斬撃が放たれていたことに気づいていなかっただろう。それでも、反射の限界を超えたかのような速さで、わずかに身体をひねってクロウの刃から逃れる。

「つっ……！」

　しかし、さすがに体勢を崩した状態だったためか、腹部から胸にかけて一直線の傷が走った。血が噴き出し、ラーシュは逃れながら体勢を整えた。

「クロウっ……！」

　ラーシュが獣じゆう斬ざんを構え直したそのとき、またもやクロウは次の攻撃を放っていた。左手の舞まい姫ひめの切っ先をラーシュの喉のどへと──つい先ほど見た、天てん剣けんソーシャの突きとは鋭さでは比べものにならないが、やはり〝無〟の状態で放たれている。

　斬ざん気きの奔ほん流りゆうの中のわずかな隙すき間まを通るように、舞姫の薄い刀身がまっすぐ向かう。

「ちぃっ……！」

　ラーシュは舌打ちして、少しだけ身体をずらした。しかし、クロウの突きをかわしきれず、鈍い音とともに彼の右肩に切っ先がめり込んだ。

「うっ……くっ……！」

　クロウの突きの勢いに押されるようにして、ラーシュは後ろに跳んだ。今度は、クロウは追撃をかけなかった。

　一いつ旦たん、無想ムソウを解除。全身の感覚が戻ってくる。

「ふう……」

「嘘うそ、だ……」

　クロウがため息をついたのと同時に、ラーシュがつぶやいた。右肩の傷に触れ、呆ぼう然ぜんとした顔をしている。

「そなたらしくもない台詞せりふだな、ラーシュ。剣けん聖せいを継いだ者が現実も認められないでどうする？」

　クロウすら、完全に存在を忘れていたヒョウカが口を挟んできた。面おも白しろがっているでもなく、冷酷に事実を突きつけている。

「これでわからなければ、そなたは死んだほうがいい。ラーシュ、そなたの斬流ザンリユウは面白い剣だ。だが、クロウの無想には届かぬよ。私は、そなたたち二人が対等となるように育ててきた。完かん璧ぺきだったはずだ。たとえ、私がいなくなっても、その拮きつ抗こう状態はそう簡単には変えられないほどにな」

「…………」

　クロウも、それは理解していた。少なくとも、太陽の乙女の村でラーシュと戦ったときは、完全といってもいいほど互角だったのだから。

　ラーシュのほうは、ヒョウカに目を向けず、右肩からぽたぽたとこぼれる血を無表情で見つめている。

「だが、もう終わりだ、ラーシュ。そなたとクロウはもう対等ではない。二度と、対等にはなれぬ。これからは剣けん聖せいとして、四よん将しようの継承者として生きていくがいい」

　あまりにも冷酷で、曲げようのない真実。

　それは──かつて師であったヒョウカからラーシュへ渡された、引導だった。







　そのとき、クロウは気づいた。

　ラーシュとヒョウカを気にしながらも、周囲への警戒も怠おこたっていない。なにしろ、ここは墜おちたる宮殿からさほど離れていないのだ。危険なブレイズたちがいつ現れても不思議はない。

「クロちゃん……？」

「リンネ……か？」

　ふらふらと、道路の向こうから歩いてきたのは、リンネだった。

　彼女も大だい剣けん聖せいの術じゆつ法ほうのあと、姿が見えなくなっていたが、ケガなどはないようだ。しかし、クロウが一瞬誰だれなのか疑ってしまったのは──

「おまえ、どうしたんだ……？」

　いつもらんらんと輝いていたリンネの目が、どこかうつろに見えたからだ。愛剣の銀翼ギンヨクを握ってはいるが、手に力が入っていないのは明白で、今にも柄つかが滑り落ちてしまいそうだ。

「あはは、なんでもないよ……あれ、ラー君がいる。ケガしてるね。ん？　そこのお姉さん、誰？　なんかマナカちゃんに似てるね。ああ、もしかして剣聖ヒョウカさん？　って、そんなわけないか。死んじゃったんだもんね。でも凄すごく強そう。サーラお姉ちゃんにも勝っちゃいそう。それって最強だー……だー……」

　リンネは早口でまくし立てたかと思うと、最後は力なく意味不明な繰り返しをした。やはり、彼女の目にはまったく力がない。

「……クロウ、もうよい」

「は？」

　クロウは、両手に持った剣を構えたまま首を傾かしげる。

「そなた、もう行け。そなたの剣はとりあえず見せてもらった。それに……一つ頼みたいこともあるしな」

「頼み……？」

　ラーシュにあれほど非情な言葉をぶつけておいて、クロウには普通に話しかけている。どうにも、クロウは師の思惑が読めなかった。

「我が師のことだ」

　ヒョウカはそう言うと、久遠クオン彼方カナタを鞘さやに収め、ゆっくりと大だい剣けん聖せいの遺体に近づき、そっと両手で抱え上げた。

「ここに寝かせておくわけにもいくまい。連れて行って、丁重に葬ってあげてほしい」

「……弟子のあんたが葬ってやりゃいいだろ」

「マナカと同じようにはいかん。この方は、しかるべきところに眠っていただかなければな。そうだ、言い忘れていたがマナカは私が葬った。いずれ、墓の場所を教えよう。花はいいから酒でも供えてやってくれ」

　今教えろ、とクロウは当たり前のことを突っ込む気にもなれなかった。

「あんた、いったいなんなんだよ。いきなり現れて、斬きりかかってきて、ラーシュを挑発して──」

「私はヒョウカだ。それ以上の何者でもない。それ以上になるために生きてはいるがな」

「…………」

　クロウは、黙って二本の剣を収め、大剣聖の遺体を受け取る。これ以上、ヒョウカと話してもまともな答えは得られないとわかったからだ。

　大剣聖の身体からだは、信じられないほどに軽かった。決して小柄というほどでもなかったが、やはり歳としを取って筋肉も落ちていたのだろう。

「……師匠。マナカの墓、ちゃんと教えてもらうぞ」

　クロウはそれだけ言って、返事を待たずに身を翻した。

　まだまだ、ヒョウカと話したいことはいくらでもある。しかし、偉大なる剣けん士しをこのまま道ばたに寝かせておくわけにもいかない。

　ヒョウカは師でありながら得体の知れない存在だが、マナカのことでクロウを裏切るとも思えなかった。

「リンネ」

　クロウは、リンネを呼んだ。大剣聖を葬るのはもちろん、異常な様子のリンネも放っておけなかった。なにより、大剣聖はリンネを連れ戻すためにクロウに力を貸してくれたのだ。偉大な剣士の気持ちを無駄にはできない。

「おまえも一緒に来い」

「……おばーちゃん、死んじゃったんだね」

　リンネは、クロウが抱えている大剣聖の遺体を見つめながら、ぼそりと言った。

「あはは、夏休みに一生懸命おばーちゃんのお屋敷、掃除したのになあ。もうあそこ、帰ってくる人はいないんだね……」

「ばあさんを、あの屋敷に帰らせてやろう」

　クロウもぼそりと答えて、歩き出した。

　一瞬、ラーシュの顔がちらりと視界に入った。しかし、なにも言わなかった。彼がクロウの言葉を欲しているとは思えなかったからだ。

　クロウはリンネの少し前を歩いていく。

　たった二人の、葬送の列だった。







　クロウとリンネが、何事もなく歩いていたのは、十分ほど。

　墜おちたる宮殿の周辺が政府によって封鎖されているため、彼らが歩いている山中の道路に車や人はまったく通らない。

　だが突然、道路の正面から歩いてくる、複数の人影が見えた。

　人数は二十名ほど。全員が、忍者のような格好だ。真っ黒な着物のようなものを着て、顔の下半分を布で覆っている。わずかに見える顔や、身体からだのラインから察するに全員女性のようだ。

「まさか、また会うとはな。いや、そう意外でもねぇか」

　クロウは苦笑いする。リンネはいかにも怪しい忍者もどきも気にならないらしく、無言のままだ。

　忍者もどき──いや、黒い剣けん士したちは、クロウが夏休みに入った訓練施設〝牙きばの道〟で戦った相手たちだ。剣けん仙せん衆しゆうの里で育てられた孤児たちで、牙の道に入った身の程知らずたちの相手をするために剣を叩たたき込こまれている。

　一人だけ左の二の腕に赤い布を巻いた黒い剣士が、クロウの前に進み出てくる。

「お疲れ様でした……」

　その黒い剣士は、大だい剣けん聖せいの遺体に深々と頭を下げた。後ろの剣士たちも同じようにする。何人かは、ぶるぶると肩を震わせている。

　彼女たちは、大剣聖をはじめとする剣仙衆の剣士に育てられたのだ。大剣聖は、親代わりの一人だったのだろう。

「剣聖の継承者、クロウ殿」

　赤い布を巻いた黒い剣士が、頭を上げた。

「もう剣聖の継承者じゃねぇんだけどな。まあ、それはいい」

「大剣聖様のお身体はこちらで預からせていただきます。我らが、責任を持って剣仙衆の里へお連れいたします」

「……任せていいのか？」

「我らはただの使者でございます。ここから里まで、剣仙衆が持てるすべての権限を用いて道を用意しました。偉大なる剣士を速やかにお送りするためです」

「そうか……」

　ヒョウカが言っていた「しかるべきところ」とは、長野にある剣仙衆の里のことだ。

　どのみち、このまま大剣聖を抱えて東京ソーディアから長野まで行くのは難しい。クロウはお尋ね者の身でもある。

　ならば、クロウが連れて行くことにこだわる必要はないだろう。

「じゃあ、あんたたちに任せる」

「はい、間違いなくお連れいたします」

　赤い布の剣けん士しは、丁重すぎるほどの動作で大だい剣けん聖せいの遺体を受け取った。そのとき、赤い布の剣士の目にかすかに涙が浮かんでいるのが見えた。

「あなた方もご同行されますか？　大剣聖様からお話は伺っております。自分にもしものことがあれば、クロウ殿とその同行者の方々に最大限の便宜を払えと」

「……まったく、あのばあさんは」

　クロウはまた苦笑してしまう。大剣聖はクロウを「孫のようなもの」と呼びながらも、厳しい態度は崩さなかったが、裏で手を回していてくれたようだ。

　感謝してもしきれない。だが、感謝したくなったときにはこの世にいないとは、大剣聖らしい気もする。

「ありがたいが、遠慮しておく。俺おれたちにも、やることがあってな。ばあさんのこと、くれぐれも頼む」

　赤い布の剣士は頷うなずき、一礼してから踵きびすを返した。二十人の剣士たちとともに、去っていく。その先に、車両かヘリでも用意してあるのだろう。

「ばあさんのことは、あいつらに任せておけば大丈夫だろ。あちこちから狙ねらわれてる俺が運ぶより安心だしな」

「うん……」

「……リンネ、俺は日ひ奈な子こたちと合流する。ウィニアも一緒だが、あいつらのことも心配だしな」

「ひーちゃん……ニアちゃん……」

　リンネは、やはり魂が抜けたように呆ぼう然ぜんとしたままだ。なにを言っても無駄なようだが、話さないわけにもいかない。

「行くぞ」

　クロウは、リンネの腕を強引に引っ張った。

　大剣聖は死んだが、リーゼの生死は不明のままだ。クロウは敵のボスである彼女にも生きていてほしいと願っている。しかし、リーゼが生きていれば、リンネがまた死し剣けん使つかいの呪じゆ縛ばくに捕らえられてしまう。クロウは、それを恐れてもいる。

　今は、その呪縛が解除されているようだ。問題を先送りにしているだけだが、その間に少しでもリンネをブレイズたちから引き離したかった。

　これで、あとは日奈子たちと合流できれば──

　そこまで考えて、一瞬だけセフィの姿が脳裏に浮かぶ。

　もう別離を決め、彼女自身にもその決意を告げた。振り返ってはならない。

　クロウは、リンネの腕をしっかり掴つかんだまま歩き続けた。







「あー、もうっ！　しつこい、イヤです！」

　ウィニアは、大型の鎌かまの形をした愛剣──〝ディースシーズ〟の柄つかを振るい、白いローブをまとった太たい陽よう教きよう徒とをまとめて五人吹き飛ばした。

　胸元が大きく開いた薄手のチュニック、首にマフラー、腰にはベルトを巻いている。金色の髪をお下げにした、いかにも可愛かわいらしい少女なのだが、戦闘能力は人間など比べものにならない。

　なにしろ、彼女は──ソーディアの〝剣けん聖せい〟なのだ。

「向こうも、ウィニアは相当イヤだと思うのです……」

　日ひ奈な子こは走りながら後ろを振り向き、つぶやいた。

　東京ソーディア西部、外層人類区ダウンタウン。さらにその外れの田舎道を、四人の少女がほぼ一列になって走っている。

　先頭は灰色の髪を肩のところで揃そろえ、シスター服をノースリーブ、ミニスカートに改造した涼しげな服装の少女だ。年齢は十代前半くらい。サイボーグ少女のスノウホワイトである。無表情のまま前を見据えて走っているが、センサーで感知しているのか、すぐ後ろの人物との距離を一定のまま保っている。

　二番目を走っているのが、太陽教のシスターである木き戸ど明あか里りだ。青いシスター服にベールをかぶっている。手には拳けん銃じゆうを握っているが、撃つ気はなさそうだ。

「はー、もう疲れました……今日一日の走行距離が、わたしの一年分の運動量を越えているのです……」

　三番目、全員に守られるようにして走っているのが、桜さくら井い日奈子だ。先代の太陽教教祖の娘にして、現教祖の妹。そして、ソーディアへと繋つながる〝空の扉〟を開く鍵となる太陽の乙女だ。

　明里と同じ太陽教のシスター服を着ているが、ベールは邪魔なので外してしまった。肩には、弓矢が入った弓袋を担いでいる。

　日奈子は絶望的に体力がないため、今日のマラソンは相当な負担らしい。

　しんがりを務めるウィニアを加えた四人が、桜井日奈子とそのご一行だ。

　彼女たちは、太陽教の本部に潜入し、教団が有する〝レギオン〟たちに追われる形で逃げ出してきたところだ。

　レギオンは、アメリカの軍事企業〝ダイナスト〟が開発した戦闘兵器である。サイボーグに、ソーディアに生息する怪物〝エイジン〟の細胞を注入して強化し、高い戦闘能力と生命力を持たせた怪物だ。頭を撃たれようと内臓を破壊されようと、ものともせずに動き続ける。

　今、日奈子たちを追っているのは教団の戦闘要員たちだ。既に太陽教の支配領域を抜けている。教団は、レギオンを衆目に晒さらすつもりはないらしい。

　もっとも、田舎道には他に人影は見当たらない。片道一車線の道路と、その道沿いには収穫を終えた畑や田んぼがあるだけだ。

「ちょ、ちょっと……お休みしないですか」

　日ひ奈な子こは、息も絶え絶えになって言った。追いかけてきていた教徒は、さっきの五人で最後だったようだ。

「太陽の乙女、気持ちはわかるけど、休むわけにはいかないわよ。どうせ、すぐに新あら手てが来るに決まってるんだから」

「明あか里りは鬼なのです……悪あつ鬼き羅ら刹せつです。クローと明里が育った町内の水と土は、鬼を育てるのに最適だったに違いないのです……」

「さりげなく、クロウもバカにしてるわね」

　明里は呆あきれて言った。その明里は、あまり疲れている様子はない。彼女は太たい陽よう教きようで戦闘訓練を受けていたからだろう。

「私、いい思います。お休みです」

　ウィニアが、ぶんっと無意味にディースシーズを振り回してから言う。ちなみに、このディースシーズは教団本部潜入のときには目立ちすぎるので隠してあったが、もう見つかってしまった以上は──と回収して堂々と使っているのだ。

「どうせ、また来るです。だから、追いつかれるまで、休む、ありです」

「……逆転の発想ね」

　明里は呆れつつも頷うなずいた。

「では、ウィニアのお許しも出たのでお休みです。修羅場慣れしているウィニアの意見は尊重するべきなのです」

「太陽の乙女が休憩したいだけでしょ……」

　日奈子は、明里のツッコミは聞かなかったことにして、すぐ近くにあるバス停のベンチに腰掛けた。かなりの距離を走ったので、もう一歩も動きたくなかった。

「はー、本当に疲れたのです……おのれ、太陽教。やはり、教団はわたしの敵なのです」

「そんなことで、今さら教団を敵認定しないで……」

　今は太陽教から距離を取っているとはいえ、教徒である明里が嫌そうな顔をする。

「休んでいる場合、違います！」

「えぇっ!?」

　日奈子が彼女らしくなく、大声を出した。

　唐突に方針を転換したウィニアは、ディースシーズを油断なく構えている。

「炎の嵐よ、吹き荒れよ！」

　ディースシーズの鎌かま状の刃から、炎が広がっていく。ソーディア生まれのウィニアは、普通に術じゆつ法ほうが使用可能なのだ。

　放たれた炎は空へ向かってまっすぐに飛んでいき──

「わー」

　日奈子ののんびりしたつぶやきとともに、炎は上空に急接近していたヘリコプターへとぶつかり、爆発炎上する。

「ウィニア……なにをいきなり、ヘリを撃墜しちゃってるのです……？」

「殺気、もの凄すごかったです。空飛ぶ変なの、私たち、攻撃、でした」

　ウィニアは殺意に反応して、反射的に術じゆつ法ほうで攻撃したらしい。容赦がないにもほどがあるが、エイジンという怪物が暴れ回るソーディアで育った女の子だ。危険があれば即座に対応、脅威を徹底的に叩たたき潰つぶすのだ。

「ＡＧＭ－１１４ヘルファイアミサイルからのレーザー照射を確認済み。ウィニアの対処は正しい」

「……いきなりミサイル？　どっちも容赦なしね……」

　スノウホワイトと明あか里りが危機感に欠けるトーンで話している。その間に、炎上したヘリが百メートルほど先の田んぼに墜落してさらに派手に燃え上がった。

「太たい陽よう教きよう、ヘリなど持っているのですか。壊さずに奪ってしまえば、お金になりそうなのです」

「空飛ぶ変なの、捕まえる、無理です。おっきくて速い、です。あと、数多いです」

「数……？」

　日ひ奈な子こが見上げた空に、田園地帯の山々を越えて、十数機のヘリの編隊が現れる。ヘリはホバリングを始めると、ロープを投げ下ろし、そこから次々に武装した兵士たちが懸ラ垂ペ下降リングしてくる。

　いや──それだけではない。

「日奈子さんっ！」

「ひゃう」

　ウィニアが片手で日奈子を抱え、跳躍した。巨大なディースシーズと、軽量とはいえ人間一人を抱えているとは思えない、高いジャンプだった。

　つい一瞬前まで日奈子がいた地点に、ヘリが滑空しつつ突っ込んでいた。ヘリの先端が地面にめり込んだかと思うと、機体が一回転し、今度はローターが地面にぶつかり、煙を上げ始めた。

「……なんなのです、今の自爆は？」

「人間、考える、難しいです」

　ウィニアにはヘリの特攻が理解できないようだが、人間である日奈子にも同様だ。なぜ、わざわざ命を捨てるようなマネを──

「ふふふふふっ！」

　唐突に、燃え上がったヘリからなにかが飛び出してきた。不気味な笑い声を上げ、ウィニアが構えたディースシーズの刃を蹴けり、まっすぐに──スノウホワイトへと向かう。

「スノウホワイト！」

　そう叫びながらスノウホワイトに襲いかかったのは、若い女性だった。

　黒髪を二つのお団子シニヨンにまとめ、東洋系の整った顔立ちに不敵な笑みを浮かべている。年齢は、二十代前半くらいだろう。

　豊かな胸と、あらわな太もも。メリハリの利いたスタイルで、真っ赤なチャイナドレスを着ていて、裾すそには深いスリットが入っている。色気たっぷりの美女だ。

　武器の一つも持っておらず、完全な素す手でである。その美女は、脇目もふらずにスノウホワイトに飛びかかり、右足を大きく上げ、そのまま振り下ろした。

「…………っ！」

　スノウホワイトは、無言でそのカカト落としを両腕を交差させて受け止めた。ずしっ、と鈍い音がしてスノウホワイトの両足が地面に沈み込む。

「いい反応ですね、スノウホワイト！」

　美女は、空中でくるりと一回転し、スノウホワイトの数メートル前に着地した。

「ローズ……」

　スノウホワイトが、非常に珍しく敵意を剥むき出だしにした目をしている。

　ローズという名は日ひ奈な子こも知っていた。正確には、ブライア・ローズいばら姫。以前、イシュトがブレイズの居留地で戦ったという、ダイナストのサイボーグの名前だ。

　つまり、スノウホワイトの同類だ。旧型でありながら、機械の肉体を完全にコントロールし、高い戦闘能力を持っているという。さらに、ローズはダイナストの中核にいるのではないかと、イシュトは推測していた。

　要するに、ただ強いだけでなく、敵に回すには厄介な立場にいるようだ。

「よかったですよ、ワタシのことは覚えていたみたいですね、スノウホワイト。記憶の長期維持は難しいでしょうが……」

　スノウホワイトは、機械の身体からだと肉体の調整のために大量の投薬を受けている。その影響で、記憶を長く維持できないのだ。

「さすがに、お世話になったお姉さんは忘れませんでしたか」

「おまえのようなエロチャイナは忘れたくても忘れられないだろ、このビッチ」

「…………」

　日奈子は、顔色一つ変えなかった。だが、スノウホワイトの台詞せりふに、有り体ていに言って死ぬほど驚いていた。

　ウィニアほどではないにしろ、かなりカタコトに近い話し方をするスノウホワイトが流りゆう暢ちようにしゃべったからだ。しかも、ずいぶんと乱暴な口調で。

「……さすがのワタシも、機械のハートが傷つきましたよ」

「おまえに会ったら言ってやろうと用意していた台詞なんだよ、ビッチ」

　スノウホワイトが、追い打ちをかける。それもあらかじめ用意していた台詞なのだろう。どうやら、無口なサイボーグっ子はクロウだけではなく、この美人なお姉さんのことも嫌いらしい。

「サ、サイボーグ女ってことは、あんたらはダイナストね！　道理で戦力が多すぎると思ったわ！　太たい陽よう教きように協力して、私たちを追って来たのね！」

　びしり、と明あか里りがローズを指差して偉そうに言う。

「……いえ、明里。わたし、そんなことかなりどうでもいいのです。スノウホワイトの発言が意外すぎて……」

「私は聞かなかったことにしたの」

　明里は、きっぱり言った。彼女は夏から数すうヶか月げつ、スノウホワイトと行動をともにしていただけに、この事態に対処できない──というか、理解するのをあきらめたようだ。

「あ、あのですね、スノウホワイト。ビッチはないでしょう、ビッチは。ワタシは、ワタシは──これでも慎つつしみ深いんです！」

　ローズは振り絞るように叫ぶと、再び跳び上がった。空中で右後ろ回し蹴げり──スノウホワイトは、わずかにのけぞってかわす。しかし、続けてローズはコマのように身体からだを回転させつつ、今度は左での蹴りを放っていた。

「あう！」

　スノウホワイトは側頭部を蹴られ、短い悲鳴を漏らして吹き飛んでいく。

「日ひ奈な子こさん！　見物、ダメです！　私、後ろ、いてください！」

「ああ、そうでした……」

　日奈子は、とてとてとウィニアの後ろに回る。

　ヘリから降りてきた兵士たち数十人は、日奈子たちを完全に取り囲んでいた。全員がアサルトライフルを構えている。

　鈍い日奈子でもわかるほど、兵士たちの雰囲気は異様だった。呼吸もしていないのではないかと疑うほど、気配が薄い。おそらく──全員、サイボーグだ。ウィニアがいるとわかっていれば、普通の兵士は投入してこないだろうから当然である。

「はうっ！」

　また、スノウホワイトの悲鳴が響いた。スノウホワイトは右手に握った軍用ナイフを何度も振るっているが、かすりもせず、ローズの素す手ででの攻撃は面おも白しろいように当たっている。

「ウィニア、スノウホワイトを──」

「わかって、ます。ですが──こいつら、邪魔、です。私、離れたら、撃ちます」

　ウィニアは、ディースシーズを高く構え、サイボーグ兵士たちを威圧している。

　日奈子にもウィニアの言わんとしていることはわかった。ウィニアならば、ここにいる数十人のサイボーグを薙なぎ払はらうのは簡単だろう。しかし、さすがに一歩も動かずというわけにはいかないはずだ。広範囲を攻撃するような技を使えば、明里やスノウホワイトも巻き込みかねない。

　スノウホワイトは、ローズに追い込まれている。さっきからやられる一方だ。

　このままでは、まずい。明里もサイボーグ兵たちに囲まれ、今すぐにでも撃たれてしまいそうだ。

「クロー……」

　日奈子は祈るような気持ちでクロウの名をつぶやいた。どんな危機が訪れても、いつでも彼が現れて、バカなことをやらかしつつも解決してくれた。

　だが、彼はここにはいない。クロウにも自分にもやるべきことがあったからだ。いつまでも、クロウを頼ってばかりはいられない。

　それでも、祈らずにはいられなかった。クロー……お願いです、と。

「はっはっは！　なかなか盛り上がってるじゃないか！」

　突然の声に──日ひ奈な子こは、ばっと顔を上げた。

　日奈子たちを包囲していたサイボーグ兵の数人が、木の葉のように空中に舞い上がっていた。

　そこにいたのは──

「なんだ、おっさんなのです……」

「おっさん!?　太陽の乙女、あんた口悪いな！」

　幹みき原はら条じよう一いち郎ろう──ジョーという通称を持つ、太たい陽よう教きようの戦闘部隊の元リーダーである。まだ二十代であるにもかかわらず、短く刈り込んだ髪は真っ白だ。カトリックの司祭が着る祭服に似た、ブルーの服を着ている。

　敬けい虔けんな信徒という雰囲気はまったくなく、大柄な肉体は歴戦の勇士の雰囲気を漂わせている。実際、彼は陸上自衛軍の優秀な兵隊だったらしい。

　日奈子は二度も、彼に拉ら致ちされている。スノウホワイトには優しかったりと、それほど悪い人間ではなさそうだが、好印象を持つ理由は一つもなかった。

「幹原条一郎！　あなたが、なぜ！」

「よーう、ニセ弁護士の姉ちゃん！　あんときゃ世話になったなあ！　恩を仇あだで返しに来たぜ！」

　ジョーはローズに叫んだ。それから、さらに数人のサイボーグ兵を容赦なく素す手でで叩たたきのめし、一直線にローズへと駆け寄り──

「おらぁ！」

　左腕を大きく振りかぶって拳こぶしをぶつけ、ローズは両腕でガードしながらも後ろに跳ばされてしまう。

「来い、スノウホワイト！　木き戸ど明あか里り、あんたも！」

　ジョーはそれぞれの腕で、スノウホワイトと明里を軽々と抱えて走り出した。

「今です！」

　ウィニアは叫んで、片腕一本でディースシーズを振るった。竜巻のような衝撃波が起こり、近くにいたサイボーグ兵たちが舞い上がった。

　その隙すきを逃さず、ウィニアも日奈子を荷物のように片腕で抱えて、走り出した。まるで物を運ぶかのようだが、楽ができるなら日奈子には文句はない。

「嬢ちゃん、こっちだ！」

　ウィニアに呼びかけつつ、ジョーは、複数の缶のようなものを投げた。今まさにライフルを発砲しようとしていたサイボーグ兵たちのすぐ前に落ち──爆発する。

　バリッ、と電流が流れる音が響き、サイボーグ兵たちがびくんと反応して、動かなくなる。

「電磁パルスＥＭＰグレネードだ。人体にはほぼ無害だが、電磁波を浴びせて一時的に機械に機能障害を起こせる。サイボーグにはよーく効くだろうよ。まだ試作品で、けっこう高いんだぜ」

　どうでもいいことを説明しながら、ジョーは二人の少女を抱えて走り続ける。百メートルほど走った先に、一台の車両が停とめてあった。

　軍用の車両らしく、ボディもドアも分厚く、ずいぶんと頑丈そうだ。

「全員乗れ！　グズグズすんな！」

　ジョーは乱暴にスノウホワイトと明あか里りを下ろし、自分は運転席に滑り込んだ。ウィニアも即座に判断し、後部座席のドアを開け、日ひ奈な子こを放り込む。ソーディアからの来訪者も、ずいぶん現代文明に馴な染じんだようだ。

「よっしゃ、行く──」

「甘く見ないでもらいたいですね、幹みき原はらさん！」

　ドッ、と車内が大きく揺れた。車のボンネットに、ローズが着地している。

「すのう・どろっぷ！」

　謎なぞの掛け声とともに、まだ車外にいたスノウホワイトがドロップキックを放ち、ローズを蹴けり飛ばす。今度はスノウホワイトがボンネットに着地する。

「スノウホワイト、振り落とされんなよ！」

「らじゃ」

　タイヤを軋きしませながら、車両が急発進する。日奈子はまだシートベルトを締めていなかったため転びそうになったが、ウィニアが素早く支えてくれた。

「ありがとうなのです」

　日奈子はウィニアに礼を言った。持ち運んでもらい、危険があれば即座に守ってもらえる。至れり尽くせりだった。

「まったく、ゾンビか、あの姉ちゃんは。あんなの相手してられないよなあ」

　ジョーがぶつぶつ言っている間に、スノウホワイトが器用に車外を伝い、窓から入ってくる。

「スノウホワイトもお疲れさん。つーか、俺おれのこと忘れてないよなあ？」

「ジョーのような熱いロリコンは忘れない」

「……ありがとよ」

　ジョーが答えると、スノウホワイトは助手席にいた明里の膝ひざの上にちょこんと座った。

「さあて、太陽の乙女よ。これから、どうする？」

「……わたしに訊きくのですか？」

「あんたがリーダーだろ。みんな、あんたのために動いてんだからな」

「あなたも、わたしのために動くのですか？」

「俺おれはもう、誰だれのためでもいいのさ。ま、あんたには迷惑かけたからなあ。ワビも兼ねて、ちょいと働いてやるさ」

　ジョーは、法定速度など完全に無視で、田舎道を全速で飛ばしている。後部座席の日ひ奈な子こからは彼の表情は見えないが、今さら疑う必要もなさそうだ。

「だったら……わたしは、クローと合流したいです」

「あのガキ、どこにいるんだ？」

「ここからそう遠くないはずなのです。墜おちたる宮殿です」

「……あいつ、ブレイズの本拠地に乗り込んでるのか。マジでイカレてるなあ」

「ダメですか？」

　日奈子は、小さく首を傾かしげる。

　確かに、危険であることは間違いない。ジョーに、命を懸けてくれとは言えない。

「ま、いいか。俺には、もう居場所なんぞないしな。危地だろうが死地だろうが、おともしよう」

　ジョーは、あっさりそう言うと、ちらりと横を向いた。

　そこにいるのは明あか里り──いや、スノウホワイトだ。

　香か苗なえ──日奈子は、かつての自分の世話係で、十五年間閉じ込められていた部屋から出してくれた女性のことを思い出した。

　その香苗は、ジョーの妹で、スノウホワイトは彼女に生き写しだ。おそらく、今のジョーにとって守る価値があるのは、もうスノウホワイトしかいないのではないか。

　危険に飛び込むとしても、スノウホワイトだけは守るつもりだろう。

　それでも、日奈子はかまわなかった。

　ジョーの思惑がどうあれ、クロウと合流できればいい。

　日奈子は、太たい陽よう教きよう本部への潜入で自分の姉、桜さくら井い美み月つきを〝敵〟とはっきり認識した。だが、戦うためにはどうしても彼が必要だ。

　クロウがそばにいなければ、戦えない。日奈子は、今さらながら自分の気持ちに気づいていた。







「さて、ラーシュ。そなたはどうする？」

　ヒョウカは、片手を腰に当て、胸を張って言った。

　久遠クオン彼方カナタは握ったまま。中段の構えにこだわるヒョウカだが、ただ立っているだけでもまるで隙すきがない。

「ふっ……」

　ラーシュも獣じゆう斬ざんを握り締めたまま──不意に笑ってしまう。

「ふっ、ふはは、ははははははっ、あははははははははははははははっ！」

「なんだ、この格好がおかしいか？　いつもの着物姿では目立つのでな。お気に入りをクロウに斬きられて台無しにされてしまったし」

「はははっ、まったく……そんなわけないでしょ。あなたのその姿は、マナカが斬られたときにも見てるし。ま、おかしな格好ではあるけど、笑うほどではないね」

「ならば、なにを笑う？」

「安心したよ、師匠。あなたにもわからないことがあったんだね」

　ラーシュは、伏せていた顔を上げ、じっとヒョウカの目を見据える。

「おかしいのは、あなたの真意だよ。なんとなく察してはいたけどね。ようやく、はっきりしたよ」

「ほう、私の真意か。それは興味深いじゃないか」

　ヒョウカは、にやにやと笑っている。どこか、その表情がマナカと似ているのはさすがに姉妹ということか。

「少し遡さかのぼろうか。一年──いや、もう一年半前かな。クロウとあなたが戦ったのは」

「どれくらい前かは忘れたな。私にとって、もう意味のない過去だ」

「あなたは嘘うそばかりだね。これ以上ないくらい、意味のあることだろうに」

　ラーシュも、にやりと笑った。肩からはまだ血が流れ出ているが、痛みはほとんど感じていない。

「師匠、あなたがクロウと命を懸けて戦ったのは事実だ。クロウもあなたも、お互いに相手を殺すつもりだった。そうでしょう？」

「……クロウの額ひたいの傷はそなたも見ているな？　見てのとおり、あれは殺すつもりで斬りつけた傷跡だ」

　ラーシュは頷うなずいた。マナカが、姉がクロウに殺されたと確信したのもあの額の傷が決め手になったという。ラーシュも、マナカと同意見だった。

「そういえば、マナカもクロウの額に傷をつけてたね。あれと同じような傷だった。師匠が本気だったのはわかるよ。もちろん、師匠が本気ならクロウも応じなければ、あっさり殺されてただろうね」

　もし、クロウだけが稽けい古この気分だったら勝負にすらならなかったに違いない。

「師匠と戦う前の──あの頃のクロウは、どうにも妙だった。いつも笑っていて、まるでケダモノみたいに剣を振るってたね。リンネとやり合ったときも、そんなんだっけ。最後に見たのは、スイサーラに絶望的な戦いを挑んだときかな」

　そう、あの異様なクロウは修行時代から存在していた。ならば、生み出したのは、疑いなくヒョウカだ。

「クロウの心には獣が棲んでいる、というだけだ。あまりに激しすぎる闘争本能を持っているのだよ。ソーディにも人にも、稀まれにそういう者がいる」

「ふうん、獣ね……」

「クロウは、今やその獣を飼い慣らし、限界まで抑え込んでいる。獣の力と動きはそのままにな」

「まあ、確かにクロウは技術だけじゃなくて身のこなしもパワーもなかなかのもんだけどね。師匠、ずいぶん周到な育て方をしたよなあ」

「普通のやり方では、ソーディに勝てる人間など生み出せるわけがないだろう？」

　ヒョウカは久遠クオン彼方カナタの峰で、ぽんぽんと肩を叩たたいた。

「まあ、よかろう。教えてやろう。あの日──一年半前に、クロウに斬きり合いを挑んだあのとき──私は、獣のクロウと立ち会うつもりだった。あの子が、獣を飼い慣らせるところまでいければとな」

「……そこに、あなたの誤算があったわけだ」

「ふふっ」

　ヒョウカは、ただ笑っただけだった。

　肯定も否定もせず、ラーシュの言葉の続きを待っている。

「クロウは獣を飼い慣らし、自分そのものを無とする無想ムソウを完成させて、あなたを斬ってしまった──と。ひどいオチだね。剣けん聖せいともあろう者が、笑えない」

「あのときのクロウの無想は完かん璧ぺきであったよ。この私が──いつ斬られたのかすら気づかなかった」

「完璧な無想で斬られたくせに、まだ生きてるの？　さすがに化け物だね、師匠は」

「さあ……生きていると言えるのかな」

　ヒョウカは、まるで他人事のように言った。意味不明なとぼけ方だが、ラーシュは気にしなかった。師匠のこういう言い回しにも慣れている。

「まあ、未熟な弟子に斬られるようじゃ、なにが剣聖かって話だよね。師匠が姿を隠したくなったのもわかるよ」

「ふふ、そういう気持ちがなかったとは言わぬよ。そなたならば、クロウに斬られることを恥とは思わないだろうが」

「クロウに──置き去りにされて、あなたに無視されるのは恥だよ。いや、恥なんかどうでもいい。これだけ事態が面おも白しろくなったのに、俺おれだけのけ者にされるのはたまらないよ」

　ラーシュは、獣じゆう斬ざんを中段に構える。

　それに応じて、ヒョウカもまた同じ構えを取った。

「師匠、あなたはまた同じことを繰り返そうとしている。俺を追い詰め、斬流ザンリユウを完成させようとしているんでしょ？」

「……そなたは、このままでは役に立たぬからな。現実を教えてやったまでだ。そなたがクロウに及んでいないのは間違いのない事実だよ」

「わかってるさ」

　ラーシュは、ようやく血が止まり始めている肩の傷をちらりと見た。

　クロウの無想は凄すさまじく、ラーシュの今の斬流では到底太刀打ちできない。

「あなたは、俺を利用しようとしているだけだ。斬流を完成させた俺を倒すことで、剣神に近づこうとしている」

「なにか問題があるか？」

　ヒョウカは、くすりと微笑ほほえむ。

「いーや。問題があるとすれば──師匠、あなたが俺おれの挑戦を受けてくれるかだね」

「よかろう。そなたの斬流ザンリユウ、楽しませてもらおう。そうだ、ラーシュ。そなたが勝てば、この久遠クオン彼方カナタもそなたに譲るぞ」

「譲るのが当然なのに、なにを偉そうに」

　ラーシュは、苦笑してしまう。ヒョウカは、以前とはどこか違っているようにも思えるが、性格はそのままだ。重要なところで、いい加減で自分勝手だ。

　もっとも──ラーシュも充分に自由気ままだ。こんな状況でも、ブレイズの女王、死し剣けん使つかい、ソーディ政府もどうでもいい。

　興味があるのは、目の前にいる、最強の剣けん士しとの戦いだけだ。

「では、始めようか、師匠」

「来るがいい、弟子よ」

　ラーシュとヒョウカは、同時に駆け出す。

　二人は同時に剣を振り、刃が交錯して火花が散り、世界を揺るがすような衝撃波が走っていく──






　　　　２章　生き抜く力






　日ひ奈な子こたちが乗った軍用車両は、走り続けていた。

　まっすぐに墜おちたる宮殿に向かいたいところだったが、ダイナストの追っ手は執しつ拗ようだった。

　車両とヘリを惜しみなく投入し、軍用車両の屋根に乗ったウィニアがビルをも切り刻む剣技と術じゆつ法ほうで次々に破壊しても、すぐに新あら手てがやってくる。

　いくらウィニアでも、墜落したヘリや炎上した車の処理まではできない。無関係の者たちを巻き込むわけにもいかず、ひたすら人ひと気けがないほうへと走り続けているのだ。

「公園だ！　あそこに入るぞ！」

　ジョーは宣言すると、アクセルを踏み抜かんばかりの勢いで車両を加速させ、道路の先に現れた公園のゲートへと突っ込む。

　墜ちたる宮殿周辺の封鎖の影響によるものか、その公園も入り口の鉄柵が閉じられていた。だがジョーはかまわずに車両をさらに加速させて、ゲートをぶち破った。

「おおっ、さすが軍用車両だ！　俺たちを止めるものはなにもない！」

「……なんだか楽しそうなのです」

　日奈子は、恨めしい目でジョーを見た。さっきから散々、映画顔負けのカーチェイスを演じられて、日ひ奈な子この軟弱な身体からだはずいぶんとダメージを受けていた。ウィニアが車両の屋根に上がってからは、自分で身体を支えるしかなかったからだ。

「いやー、別に楽しいってわけじゃないがなあ。ほら、こういうカーチェイスって男の憧あこがれだろ？」

「わたしは少女なので、憧れないのです……」

　日奈子は、揺さぶられてぼさぼさになった髪を手で直しながら言う。

　さっきから、無口なスノウホワイトはともかく、明あか里りも無言のままだ。彼女も、カーチェイスのせいで相当に参っているのだろう。

「そいつは残念だなあ。このまま、公園を抜けるか。あー、かなり広いな、ここ。自然公園ってやつか。別の出口から抜けりゃ、ナントカ宮殿までショートカットできそうだ」

　ジョーは、カーナビを操作している。日奈子には特に文句はなかった。

「止まれ、です！」

　突如、ウィニアが屋根を叩たたき、鋭く声を発した。

　それに反応し、ジョーがガツンと鈍い音を響かせながらブレーキを踏み、車体が滑るように横に流れていく。

「…………っ！」

　一瞬、日奈子は目を閉じ、すぐに開いた瞳に飛び込んで来たのは──

「お姉……さん……」

　車両から、ほんの十メートルほど先、公園内にある池のほとりに桜さくら井い美み月つきの姿があった。

　太たい陽よう教きようの新たな教祖にして、実の両親である先代、先々代の教祖を殺した張本人。

　自分の目的のためなら、妹である日奈子の命も利用して使い捨てると明言している。

　今、日奈子が着ているのと同じシスター服を着用し、その上に白いロングコートを羽織っている。ベールはかぶっていない。

「……ソーディアの嬢ちゃん、さすがに鋭いなあ」

　ジョーが呆あきれたように言った。

　その言葉の意味を、日奈子もすぐに理解する。ウィニアが止まれと言ったのは、美月に気づいたからではなかったようだ。

　美月の背後から、殺気を放ちつつ黒い影がいくつも現れる。全身黒ずくめの、まったく同じ姿をした兵隊たち──レギオンだ。

「おいおい、とんでもない数だぜ……こりゃ、上う手まいこと誘い込まれたか」

　ジョーは苦笑している。ダイナストは、この自然公園に日奈子たちを追い込んだのだ。

「熱探知完了。敵性個体、五百を確認」

「……ちょっと、冗談でしょ」

　スノウホワイトと明里が小さく言った。

　日奈子も冗談だと思いたかったが、事実らしい。美月の背後だけではなく、周囲から次々とレギオンたちが現れる。日奈子たちは──完全に包囲されている。

「おじさん、レギオンたちをはね飛ばして逃げられないのですか？」

「いやー、一体や二体ならともかく、あんなにはねたら車が横転するなあ」

「……なるほど」

　さすがに経験豊富なだけあって、ジョーの判断は正しいようだ。

「では、降ります」

　日ひ奈な子こはそう言うと、いきなり後部ドアを開けた。

　車外に出ると、美み月つきが親しげに手を振ってくる。

「久しぶり、でもないですねー。どうも、日奈子。お姉ちゃんですよー」

「ええ、妹なのですよ、お姉さん」

　日奈子は、肩にかけたままだった弓袋を下ろす。

「今日もあの弓矢持ってるんですねー。お姉ちゃん、また射うたれちゃうんですかねー？」

「それは、あなた次第なのです……」

　日奈子は既に美月を〝敵〟と認識しているが──ここには、ウィニアたちがいる。五百体ものレギオンを敵に回して、彼女たちを巻き込むわけにはいかない。

「日奈子さん、お話、ダメです……！」

　いきなりウィニアはそう言うと、バネ仕掛けのように跳び上がり、ディースシーズを振りかぶった。まったく容赦もためらいもなく、美月の首を狙ねらっている。

「ウィニア！　待っ──」

　日奈子が止められるわけがなかった。飛びかかったウィニアのディースシーズは、刹せつ那なもかからずに美月の首に──

「クアァァァァァァッ！」

「…………っ!?」

　ディースシーズの刃が、美月の首に触れようとしたその瞬間に、甲高い声が響いた。ウィニアはびくんと身体からだを震わせ、その場に落下する。

「白いレギオン……」

　日奈子はつぶやいた。黒ずくめのレギオンの群れの中から、真っ白なレギオンが現れる。

　それも──全部で七体。

　日奈子たちが太たい陽よう教きよう本部に潜入したときにも、あの白いレギオンは姿を見せた。彼らの口から発せられた高い叫びは、ウィニアの動きを止めてしまった。

　そのときと同じ現象が起きている。

　鳴めい弦げん──日奈子は、弓の弦を甲高く鳴らすことでソーディが体内に持つ不可視のエネルギー『光コウ』を揺さぶり、動きを封じることができる。

　白いレギオンの叫びは、それと同じ現象を起こせるようだ。しかも、教団本部にいたのは一体だけだったが、今回は七体。

「うっ……くっ……」

　一体だけの鳴弦ならば、ウィニアはすぐに動けるようになっていたが、七体分はよほど強力だったらしく、完全に身動きできなくなっている。

「おやおや、困ったなあ。こっちの最強戦力がいきなり戦力外だよ」

「あら、幹みき原はらさん。あなた、生きていたんですねー」

　美み月つきがくすくすと笑っている。

「言っておきますけど、この子たちは幹原さんの左腕のエイジンには従いませんよー。プログラムし直していますからー」

「そいつは残念。楽してヒーローになれると思ったのになあ」

　ジョーも、にやにやしている。彼の左腕はエイジンの腕を移植したもので、かなり強力な個体だったらしい。レギオンの体内に注入されたエイジンの細胞は、ジョーの左腕を上位個体とみなし、命令に従っていたのだが──

「ヒーローになる必要はありませんよー。ぶっちゃけ、こっちは幹原さんには興味ナッシングです」

「おやおや、冷たいこと言うじゃないか、導師さんよ」

「ソーディアの女の子もどうでもいいですねー。木き戸ど明あか里りさんは教団に必要ですし、スノウホワイトは借り物ですからね。できれば確保したいですけど、なんなら見逃してもいいですよー」

「……目的は、わたしだけですか」

　日ひ奈な子こは、じっと姉の目を見つめる。

「どうやら、だいぶ事態が進行しているようですからねー。ブレイズのほうで、大きな動きがあったようです。今がチャンスですね。もうこれ以上は、日奈子を遊ばせておけなくなりました」

「もっと、遊んでいたかったのです。ずっと遊んでいたかったのです」

「あはは、日奈子は困った子ですね」

　美月に笑われてしまう。日奈子は、冗談を言ったつもりはなかったのだが。

「唐突で悪いですが、お遊びはもう終わりなんですよー。私がただのお姉ちゃんだったら、もっと遊んであげられたんですけど、なにせ導師ですからねー」

「……あなたには誰だれも導けないのです。お姉さんは、一人で進もうとしています」

　日奈子は、弓袋から弓矢を取り出す。弓の全体はあざやかな白で、優美なカーブを描いている。

「おおっと！　太陽の乙女さんよ、ちょいと待ちな！」

「……おじさん？」

　矢をつがえようとした日奈子の前に、ジョーが片手を広げて立ちはだかっていた。

「あんたには不思議な力があるんだろうけどさ、レギオンどもの大軍には勝てない。こういう力任せの連中を相手にするなら、俺おれみたいな暴力に生きてきた男の出番さ」

「まったく、あなたもしょうがないですねー、幹原さん」

　やれやれと、美月はため息をついた。歴戦の猛も者さであるジョーを微み塵じんも恐れていない。

「もう長くもない命を粗末にすることはないでしょう？」

「はて？」

　ジョーはふざけて言って、首を傾かしげた。

「あなたは、失った左腕の代わりにエイジンの腕を繋つなぎました。エイジンの細胞が全身に流れ込み、次第に全身を支配されようとしているはずですー」

「はははっ、そういやあ、そんな設定だったなあ」

「ですが、人間の身体からだはエイジンの細胞がもたらす負荷に耐えられない。元々、あなたの余命はせいぜい二年といったところでしょうねー」

「はんっ」

　美み月つきの言葉に、ジョーは鼻で笑っただけだった。

「それなのに、あなたは剣けん聖せいの継承者さんとの戦いでエイジンの力を使いすぎました。おまけに、エイジンの細胞を活性化させる薬剤まで投与してますよねー？」

「そりゃ、あんたがくれたんじゃないか」

「使えなんて強制はしませんでしたよー。というか、さらに命を縮めておいて、あっさり負けてたじゃないですかー。見てましたけど、私笑っちゃいそうでしたよー」

「ああ、笑うがいいさ。今の俺おれは、笑ってもらうために生きてるようなもんでなあ」

　ジョーは、ゆっくりと美月に向かって歩き出した。

「……意地っ張りですねー。見逃してあげると言ってるのに」

「はっ、あんたこそ笑かすなよ、お嬢ちゃん」

　そのとき、美月のそばにいた黒いレギオンが二体、いきなり跳躍した。両手首から湾曲した刃を飛び出させている。

「笑わせんなって言ってるだろう！」

　ジョーもまた、左腕の手首から同じ刃を飛び出させ──一いつ閃せんさせる。ヒュッと鋭い音が鳴り、白い剣閃が走った。

　二体のレギオンは、胴体を横に両断され、どさりと倒れ込む。

「あのなあ、お嬢ちゃん！　妹の命も利用しようとしてるあんたに見逃してもらうなんざ、最悪に格好悪いぜ！」

「…………！」

　日ひ奈な子こは大きく目を見開いた。

　ジョーが本当に自分を守ってくれたことに驚いたのではない。

　彼の叫びが、あまりに切実に感じられたからだ。妹──ジョーにも妹がいた。日奈子の世話係だった香か苗なえ。

　ジョーの妹は死んだ。もう二度と戻らない。しかし、美月はみずから進んで妹を失おうとしている。

　きっとそれは、この大男には許せないことで。

　それを止めるためなら、命を懸けるのもためらわないのだろう。

　ジョーに対しては、日ひ奈な子こも思うところがあまりに多すぎる。しかし、はっきりと確信できたことがあった。

　彼もまた、クロウのように大切なもののために戦える男なのだ。







「うらあああぁっ！」

　ジョーは、左腕の刃を立て続けに振るい、襲いかかってきたレギオン二体を一瞬で斬きり伏せた。エイジンの左腕のパワーは凄すさまじい。骨を硬質化させた刃の斬れ味はさほどでもないのだが、力任せに叩たたき斬ることが可能だ。

　レギオンは、ソーディでも致命傷になるようなダメージを負っても、何事もなかったかのように動き続ける。だが、ジョーの左腕のパワーならば、強引に傷口の周囲の肉体組織を巻き込んで破壊してしまう。

「どんどん来いや、化け物ども！　恐怖がないのがてめえらの取り柄だろうが！」

　レギオンは、ある程度の命令を解するが、普通に言語を理解しているかは定かではない。だが、ジョーの発する殺気には反応するはずだ。

　あえて、ジョーは五百体のレギオンすべての標的となるつもりだった。

　ほんの数メートル後ろには、少女たちがいる。

　悪いが、木き戸ど明あか里りやウィニアにはたいして興味はなかった。それより、あとの二人だ。

　妹が命を懸けて逃がし、守ろうとした桜さくら井い日奈子。

　その妹の子供の頃に生き写しのスノウホワイト。この二人にだけは、絶対に手出しさせない。

　自分はあまりに過去にこだわりすぎている。後悔を少しでも消そうと必死すぎる。ジョーはみずからの滑こつ稽けいさに気づいている。

　それでも──二人のためなら、みずからの命を的にすることなど、なんでもない。

「しゃあっ！」

　ジョーは左腕の刃でレギオンの首をはね、右の拳こぶしでもう一体のレギオンの頭を叩たたき潰つぶす。

　エイジンの細胞が全身に流れ込んでいる彼の身体能力は、人間をはるかに超えているのだ。

　回し蹴げりでレギオンの首をへし折り、それでも立ち向かってくるその個体の頭を左腕の刃で斬り飛ばす。素早く刃を返し、別のレギオンの心臓に突き刺し内臓をかき回して、ずたずたにする。

　さらに、左腕の刃で、拳で、蹴りで、次々とレギオンたちを破壊していく。

「うおおおおおおおおおおっ！」

　ジョーの体内で、エイジンの細胞が活性化していくのがわかる。全身に力がみなぎり、感覚が研ぎ澄まされていく。

　エイジンの細胞を活性化させる薬物など、もう必要なかった。怪物の細胞は、既にジョーの肉体の一部となり、彼の意思で自在に操れるまでになっている。

　彼が望めば、エイジンの細胞は応えてくれる。むろん、残り少ない命と引き替えにだ。

「なるほどー。思った以上にやりますねー、幹みき原はらさん」

「……お褒めの言葉はまだ早いっての！」

　レギオンの波状攻撃が、止やんだ。美み月つきの言葉に反応したのだろうか。

「正直、あなたを軽く見ていましたよー。あなたも、そこのスノウホワイトもどうにでも料理できると思ってました。ウィニアさんさえ、封じればそれで終わりだと」

「はっ、おっさんの意地をナメてもらっちゃ困るなあ」

「ええ、私もまだまだ小娘ですねー。でも、こう見えても私もただの可愛かわいらしい少女ではないのですよー。それでは、始めましょう」

　美月は、スマートフォンスマホを取り出し、なにやら操作した。

　すると──

「ウ、ア、アア……アアアアアアアアアアアアアアアアアアッ！」

「……なんだぁ!?」

　美月のそばにいた、五体の黒いレギオンの肉体がふくらみ始めた。大きく開いた口には牙きばがびっしりと生え、両手の指も肥大化し、爪つめが刃のように鋭くなっている。

　この現象に──ジョーには覚えがあった。みずからの肉体を傷つけることで、体内に宿るエイジンの生存本能を呼び覚まし、細胞を活性化させる。あるいは、薬物によって強制的に同じ現象を起こす。

　それらと同じことが、五体のレギオンの体内で起こっている──！

「ダメ！　逃げる、です！　あれ、エイジン、です！」

「…………!?」

　ジョーは思わず背後を振り向いた。まだ身動きできず、地面に座り込んでいるウィニアが、警戒心をあらわにしている。

　カタコトなのでわかりにくかったが──あの五体のレギオンは、エイジンそのものだと言いたいのだろうか？

　そういえば、あのウィニアはソーディアでエイジンとの修羅場をくぐってきている──

「グアアアアァッ！」

　五体のレギオンは、鋭く跳び上がり、まっすぐジョーに襲いかかってくる。獲物を捕らえる肉食獣のように、両手でジョーに掴つかみかかろうとしている。

「くっ！」

　ジョーは左腕の刃を振るい、一体目のレギオンを袈け裟さ懸がけに斬きった。しかし、二体目の襲撃は防ぎきれない──

　レギオンの長く鋭い爪がジョーの両肩に深々とめり込んだ。さらに、三体目のレギオンが口を開いて右腕に噛かみついてくる。二体の攻撃の勢いで、ジョーは後ろによろめく。

「このっ……化け物に押し倒される趣味はないんだよなあ！」

　ジョーは右腕を大きく振るって、噛かみついてきたレギオンを振り払う。しかし、また新あら手てが迫っていた。鋭い爪つめが、脇腹に深々と突き刺さる。ジョーは苦痛に顔を歪ゆがめながらも、左腕の刃で新手のレギオンの首をはね飛ばした。

「ちっ……！」

　それでも、レギオンが突き刺した爪は外れなかった。むしろ、さらに力を込めて深く突き刺そうとしてくる。

「このっ、デタラメだなあ！　頭もないのに動くな！」

　ジョーは右足を振り上げて、レギオンの胴体に蹴けりを叩たたき込こんだ。人間が相手ならば、内臓が破裂するほどの威力だった。さすがに、レギオンも引きはがされ、脇腹に刺さっていた爪が抜ける。

「…………っ！」

　しかし、ジョーの抵抗もそこまでだった。爪が抜けるとともに、血が噴き出し、力が抜けていく。生命力まで、一気に奪われたかのようだった。

「はーい、レギオンのみなさん、そこまでです」

　ぱんぱん、と美み月つきが軽く手を叩いた。それに応じて、レギオンたちが後ろに引いた。

「……おやあ？　なんだ、ショータイムはここまでかなあ？」

「強がらないでください、幹みき原はらさん。もうあなたはおしまいですよー」

「ははっ、そいつはどうかなあ？」

　ジョーは力を込め、傷口を筋肉で締めて塞ふさぐ。

「まだ望みはあると思うがなあ。なあ、導師さんよ。そのレギオンどもの裏技モードは、持続できないんだろう？　エイジンの細胞を活性化させてるんだろうが、長くその状態を続けると制御を外れちゃうんじゃないか？」

「なにを偉そうにおっしゃってるんです？　その程度のこと、誰だれにでもわかりますよー」

　美月は、くすくすと笑う。否定しないところを見ると、正解らしい。

「強化型の子たちが制御を外れても、他のレギオンたちで処理できますからねー。ただ、レギオンは一体だけでも高いんですよー。強化型の子たちは特にー」

「ま、トップともなれば予算に配慮しないとなあ」

「強化型レギオンたちは、ウィニアさんが言ったとおり、限りなくエイジンに近い怪物です。『今時、巨大兵器なんかナンセンス。省エネとコンパクトの時代なんですよ。そこでエイジンを限りなく薄型軽量に仕上げてみました！』と、売りつけてきたシルクハットの変な人がおっしゃってましたねー」

「電器製品じゃないんだからなあ。どんな営業さんだ、そいつは」

　一度会ってみたい気もするが、どうせダイナストのろくでなしだろう。

「まあ、強化型の子たちのテストもできて、ちょうどよかったですよー。でも、今度こそお遊びは終わり。ウィニアさんもいますからねー。あまり長く遊んでるのも危険です」

　美月は、すうっと表情を引き締めると右手を軽く挙げた。

　数十体のレギオンたちがそれに反応し、膝ひざを屈かがめる。命令が下れば、即座にレギオンがジョーに群がり──蹂じゆう躙りんし尽くすのだろう。

　さてさて、防ぎきれるかなあ？

　ジョーは、どこか他人事のように考えながら、腰を落として構えを取る。ダメージを負った状態で、一斉に数十体に襲いかかられたら──

「もらった」

　そのときだった。棒読みのような台詞せりふとともに、美み月つきの真横に小さな人影が現れていた。

　スノウホワイトだった。右の手首が外れ、三本の銃身が飛び出している。スノウホワイトの隠し武器、ショットガンだ。同時に、数十発の散弾を吐き出す。

　美月は、肉体的には普通の人間だ。かわせるはずがない──

「いけない子ですね」

「…………っ！」

　ガキンッと鈍い音がして、スノウホワイトの銃身が大きく弾かれ、真上を向いた。吐き出された散弾は、空へ向かって飛んでいく。

「ローズ……！」

　スノウホワイトが、ぎらりと睨にらみつけた相手は──ローズだった。彼女もしつこく追って来ていたようだ。

　ローズの右手首が外れ、そこから細い刀身が飛び出している。あの刃で、スノウホワイトの銃身を弾いたのだろう。

「判断はよかったですよ。最高のタイミングで飛び出しました……ね！」

「うっ！」

　ローズの左の肘ひじ打うちがスノウホワイトの腹部を貫く勢いでめり込み、小さな身体からだがくの字に折れる。

　倒れたスノウホワイトの頭を、ローズは容赦なく蹴けった。ゴッ、となにかが砕けたような音が響いた。さらに、倒れかけた少女に向かってローズは右の刀身を振りかぶる。

「スノウホワイト！」

　ジョーは、なにも考えずに飛び出した。戦略も戦術もなく、ただあの小さな少女を救いたいという思いしかなかった。

　もう二度と──俺の妹を失ってたまるか！

「…………っ！」

　ズン、と奇妙な音とともに──ローズの刀身がジョーの脇腹に突き刺さっていた。傷口が燃えるように熱く、全身に激痛が走る。

「ぐ……うっ……うおおおおおおおっ！」

「っと！」

　ジョーが力任せに振るった左腕の刃を、ローズは軽々とかわした。彼女の右の刀身が肉と内臓をえぐりながら引き抜かれる。

「まったく、揃そろって油断ならない人たちですね！　ダイナストうちの技術の賜たま物ものだと思っておきましょうか！」

「勝手な理屈をほざいてんじゃない！」

　ジョーは、血を吐きながら叫んだ。

　彼の左腕も、エイジンの細胞もダイナストの研究によるもの。スノウホワイトは、ダイナストが開発したサイボーグだ。しかし──

「この戦いは、俺おれの──俺たちの意志だ！　てめえらには、人の心はつくれねえよ！」

「ご立派なことで！」

　ローズが不敵な笑みとともに、右腕の刀身を振るった。ジョーの首が斬きり裂かれ、血しぶきが上がる。

「ぐおお……ぐっ、ううっ……まだだ！　まだ──！」

「もちろん、まだまだいきますよー……この裏切り者め」

　黙って見ていた美み月つきが冷たく言って、ぱちんと指を鳴らした。

　数十体のレギオンたちが両腕の刃をひらめかせ、ジョーに殺到する。ドドドッ、と次々に刃がジョーの全身に突き刺さる。

「がはっ……」

　レギオンたちが一斉に後ろに下がり、引き抜かれた刃とともに、血が大量に噴き出る。

「人の心とやらもたいしたことないですねー。ま、こんなものですよ。幹みき原はらさん、あなた一人では、その小さな女の子一人助けられないんですよー」

「……ははっ」

　ジョーは、小さく笑った。

「……なにを笑ってるんですー？　嫌ですよ、壊れちゃったとか。そんなの面おも白しろくないじゃないですかー」

「心配すんな、導師さん。まだだって言ったろう。まだ終わってないんだよ。へへ……」

「…………」

　美月は、ちらりとローズに視線を向けた。ローズはなにも応えず、肩をすくめただけだ。

「立っているのがやっと……というか、なぜまだ立っていられるのかわかりませんけどー。いったい、なにを企たくらんでるんですー？」

「企みってほどじゃないさ。俺はただ、待つだけでよかったんだよなあ。待ってる間、スノウを……お嬢さんたちを守ってりゃよかったんだよ」

「なにを言って……」

「すぐに……わかる、さ……」

　美月に答え、ジョーは急速に身体からだから力が抜けていくのを感じた。エイジンの細胞で強化された肉体にも、限界が訪れている。

　既にジョーの肉体は、エイジンの細胞の活性化、それに二度の彼との戦いで激しく消耗していた。本来ならば、戦うどころか──歩くことすら難しかったのだ。だからこそ、彼との二度目の戦いのあと、すぐにスノウホワイトに会いに行けなかった──

「……あとは任せるぜ。時間だけは……稼いでおいたからよ」

「充分だ、おっさん。いや……ジョー」

　どこからか、少年の声が聞こえてきた。

　この左腕を斬きり落とし、仲間たちを皆殺しにした剣けん士しの弟子。

　二度に亘わたってジョーと戦い、人のままで人を超えた力を見せつけた少年。

　あの少年が来ることは、わかっていた。彼が、桜さくら井い日ひ奈な子この危機に駆けつけないわけがない。彼は、妹も戦友たちも救えなかった自分とは違う。

　だから、ジョーは彼が到着するまでの時間を稼げればよかったのだ。

「ジョー……」

　後ろから、スノウホワイトが抱きついてきている。

　ローズにやられたダメージは大きいようで、抱きついている腕に力が入っていない。それでも、スノウホワイトは生きている。あたたかな体温が伝わってくる。

「スノウホワイト……おまえ、自分にはなにもないって言ってたよな」

「ジョー……？」

「今はそれでもいいさ。でも、おまえは生きてる。生きていれば……なにかができるさ。なにかが手に入るさ。俺おれにだってできたんだ。おまえたちを……守れた」

　ジョーは、もう目が見えなかった。姿は見えないが──右手をゆっくり動かして、しがみついているスノウホワイトの柔らかな頬ほおに優しく触れた。

「じゃあな、スノウホワイト」

　それだけ言うと──ジョーはいきなり走り出した。まっすぐに、美み月つきに向かって。

「幹みき原はらさん、まだそんな力が……呆あきれたものですねー」

　美月が再び指を鳴らし、レギオンたちがジョーに向かって駆け出す。

「へへっ……！」

　ジョーは不敵に笑い、左腕を大きく振りかぶった。

「うおりゃあああああああっ！」

　エイジンの腕が、まるで丸太のように太くふくらみ──ジョーは、レギオンたちに向かって勢いよく振り下ろした。

　数体のレギオンがまとめて肉体を打ち砕かれ、ばらばらになっていく。

　そして──

「幹原条じよう一いち郎ろう軍曹、任務完了、だ……」

　ジョーの左腕がさらにふくらんでいき──風船のように破裂し、真っ赤な血をまき散らす。

　同時に、ジョーの全身も内部から引き裂かれるように千切れていく──

　極限まで引き出されたエイジンの力が、ジョーの肉体を内部から破壊し始めているのだ。

　ああ、やっと会えるな──香か苗なえ、みんな。

　ジョーは後ろに倒れ込みながら、空を見上げた。

　先に逝った、妹の香か苗なえと、剣けん聖せいヒョウカに斬きられた戦友たちが待っている。

　これから、ジョーは行くべきところに行けるのだ。

　心残りがないわけでもない。スノウホワイトも、桜さくら井い日ひ奈な子こも心配ではある。

　だが、あとを任せられる者がいる。だから──逝ってもいいのだ。

　これで、俺おれの戦争はおしまい。

　さよならだ──







　じゃあな、おっさん──

　クロウは鮮血とともに散っていったジョーに、最後の言葉を心の中で送った。

「ジョー……」

　スノウホワイトが、小さくつぶやいた。

　ジョーの肉体は内部から爆発したかのように消えてしまっている。スノウホワイトは、地面に落ちた信教服の切れ端を見つめたまま動かない。

　クロウにとって、ジョーは二度も命懸けで剣を交えた相手で、日奈子をさらった敵だった。憎むべき相手ではあるが、どこか憎みきれない。

　彼は、日奈子を監禁から救った香苗の兄で、その香苗に想おもいを残していた。香苗に似たスノウホワイトにも、優しかった。













　元軍人で、戦いに生きた男。だが、弱さを捨てきれなかった。太たい陽よう教きように与くみしての戦いは、まさに戦争だったはずだ。それでも、彼は戦場で優しさを持っていた。

「クロー……」

「よう、日ひ奈な子こ。相変わらず、歩けばトラブルに遭うみたいだな」

　クロウはジョーから目を離し、日奈子のそばまで歩いて行って、その前に立った。

　なんとなく予想はしていたが、太陽教の教団本部に潜入するだけでは済まなかったようだ。

　太陽教の新教祖、桜さくら井い美み月つきにレギオンたち、さらにダイナストのサイボーグらしきエロいお姉さんまでいる。

「明あか里り、スノウホワイトを連れ戻せ。おまえの役目だ」

「……わかってるわよ」

　明里は小走りにスノウホワイトに近づき、抱き寄せた。小さなサイボーグ少女は抵抗せず、されるがままになっていた。それから、明里はスノウホワイトをだっこするようにして、クロウの後ろに連れて行く。

「す、すみません、です。私、なにもできない、でした……」

　ウィニアが地面に座り込んだまま、心から申し訳なさそうに言う。

「……ウィニア、おまえなにをされた？」

「あの白いレギオンたちなのです……。アレが叫ぶと、鳴めい弦げんと同じ効果があるようなのです……」

　日奈子が静かに答えた。彼女は普段から無感情だが、どこか落ち込んでいるように見えた。かつて自分をさらった相手とはいえ、ジョーの死がこたえているらしい。

「鳴弦か。相変わらず、ダイナストと太陽教はオモシロ兵器を次々に投入してくるな」

「ワタシどもは商売ですから。剣けん聖せいの継承者さんも、ご所望のものがお有りでしたらご用意いたしますよ」

「あー、じゃあセクハラされたら適度に嫌がりつつもなんとなく受け入れてくれて、告訴したりしない巨乳美少女を一人──いてっ！」

　クロウが振り向くと、日奈子の弓、明里の拳けん銃じゆう、ウィニアのディースシーズが足下に落ちていた。

「いきなりなにすんだよ、おまえら！　つーか、ウィニア！　こんな重たいもんをソーディのパワーで投げるなよ！」

「……はっ。なぜ、でしょう。身体からだ、いつの間にか、動いたです」

「…………」

　クロウは、思わず黙ってしまう。ほんの少し、別行動を取っていた間に、自分を取り巻く女性関係は微妙に変化したのだろうか。

「……いいから、ちゃんと武器を持っとけ。ウィニア、動けるのか？」

「す、少しは……」

「あら、意外と早いですねー。あちらのソーディさんはタフなんでしょうかー」

「日ひ奈な子この姉ちゃん。久しぶりだな」

　白いロングコートを羽織っている以外は、日奈子とほぼ同じ格好をした少女。体型も胸のふくらみでやや勝っているところを除けば、よく似ている。

「ちょこっとお久しぶりですかねー、クロウさん。すっかりお尋ね者らしいじゃないですか。なんでしたら、太陽教うちに来ます？　巨乳美少女もここにいますよー？」

「あんたはちょっと怖こえぇな。セクハラしようもんなら、どんな復ふく讐しゆうをされるかわかったもんじゃねぇ」

「あらら、残念。殿方とは縁のない人生だったものでー。少し楽しみだったんですが」

「……しかし、あんたちっとも動じてねぇな。いろいろあって、剣けん聖せいの継承者じゃなくなったんだが、これでもそこそこ強いぞ、俺おれ？」

「幹みき原はらさんに多少やられましたが、これだけのレギオンがいるんですよー。人間の体力で、この数をぜーんぶ倒すのは無理でしょう？」

「ふーむ」

　クロウは、じろりと周囲を見回す。このだだっ広い自然公園の景色を埋め尽くすように、数百体の黒いレギオンたちが群れを成している。さらに、ウィニアを封じ込めたという七体の白いレギオン。そして、美み月つきのそばにいるエロいチャイナドレスの美女。

　確かに、これだけの数を一人で倒しきるのは難しい。だが──

「白いレギオンをすべて倒せば、ウィニアさんが他のレギオンたちを薙なぎ払はらってくれる、とか考えてるでしょうー？　でも、ダメダメー。白いレギオンさんは特別製なんです。いくらあなたでも、一瞬で仕し留とめるというわけにはいきませんよー」

「これもお仕事ですので、ワタシも協力させていただきますね」

「ちっ……」

　あのチャイナドレスの美女──イシュトが言っていたローズというサイボーグだろう。彼女に邪魔をされては、白いレギオンを相手取るのは厳しい。

「お困りですね、クロウさん。そこのピンク髪の子は、役に立ちそうにないですしねー」

「わっ、リンネ。いたのですか？」

　美月の言葉に、日奈子が驚いたような声を上げる。

　そう、さっきからリンネはいた。クロウと一緒に、ここまでやって来たのだ。ただ、魂が抜けたような状態のままで、異様に存在感が薄い。

「…………」

　かろうじて銀翼ギンヨクを握ってはいるが、日奈子の姿を見てもなに一つ反応を示さない。状態は悪化しているようだ。さっき、ラーシュやヒョウカには反応したのだから。

　もちろん、今のリンネは鳴めい弦げんをくらうまでもなく、戦力としてはカウントできないだろう。どちらかというと、守ってやる必要があるくらいだ。

「ただー、たーだーでーすーよ」

「…………？」

　なにやら、美み月つきが思わせぶりな顔でクロウを見つめている。

「さっき、幹みき原はらさんにも言ったんですけどね。私の目的はあくまで、日ひ奈な子こだけなんですー。太たい陽よう教きようを散々引っかき回してくれたクロウさんは、市中引き回しの上、打ち首獄門に処したいところですがー」

「なんだ、時代劇でも好きなのか？」

「嫌いではないですねー。それはともかく。日奈子さえ渡してくれれば、あなたも見逃してもいいですよー」

「はっ、バカ言うなよ」

　クロウは、腰に差した大だい剣けん聖せいの剣の柄つかに手をやった。

「おっさんが命を懸けて時間を稼いでくれたんだ。これで、日奈子を引き渡したら、おっさんが化けて出てくる」

　クロウは、地面に落ちているジョーの信教服の残ざん骸がいをちらりと見た。

「それにまあ、サイボーグの姉ちゃんに、白いレギオンが七体。どうあっても勝ち目のない戦いってわけじゃねぇな」

　クロウは、にやりと笑う。数すうヶか月げつ前ならいざ知らず、今のクロウは無想ムソウを身につけ、七しち剣けんとも互角かそれに近い斬きり合いができるのだ。

「ふー。言っておきますけど、黒いレギオンさんたちも、おとなしくはしていませんよー。いくらあなたでも、百人斬りがせいぜいじゃないですか？」

「女の子を違う意味で百人斬りしてぇけどな」

　クロウは軽口を叩たたきつつ、冷静に状況を分析する。確かに、レギオン一体一体はそこまで強くなくても、こちらの体力が続かない。全力を込めて真っ二つにしなければ殺せないレギオンを百体も斬れば、疲労が限界に達するだろう。

「でもまあ、やってみなくちゃわからねぇだろ？」

「……本当に肉体言語の人ですねー。では、別の取引をしませんかー？」

「そっちが圧倒的に有利な状況で取引かよ？　そりゃあぞっとしねぇな」

「私は平和的解決を望んでるだけですよー」

　レギオンを何百体も引き連れておいてよく言う──とは、クロウは答えなかった。

　自分だけならまだしも、ここには戦えない者たちが多すぎる。レギオンやサイボーグが相手では、日奈子も明あか里りも戦力外という意味では同じだ。

　ウィニアも白いレギオンを仕し留とめるまでは使い物にならない。リンネもダメ。スノウホワイトは──

「あれ、スノウホワイト？」

　スノウホワイトは明里に抱きかかえられたまま、ぐったりとしている。

「あー、活動限界でしょうね。ワタシの攻撃をくらって立っていられたほうが奇跡ですから。なにしろワタシは同類ですので、サイボーグを破壊する方法は心得てます」

　ローズが、さらりと説明する。クロウが現れる前に、スノウホワイトはこのエロいチャイナドレスのお姉さんと一戦交えていたらしい。

「というわけですー。クロウさん、このままだと全滅ですよー。でも、こっちもこれ以上損害は出したくありません。なので、取引というわけですー」

「……こっちになにを差し出せって？」

「こちらは、あなた方を見逃します。スノウホワイトの応急処置もローズさんにやってもらいますー。で、そちらは──日ひ奈な子こと私にお話をさせてくださいー」

「お話……？」

　クロウは、横目で日奈子を見た。彼女も、わずかに驚いた顔をしている。

「ええ、お話ですー。考えてみれば、姉妹が初めて対面してからちゃんと話せていませんからねー」

「そりゃ、あんたのせいだろ」

　ただの案内係のフリをして、日奈子に両親が死ぬところを目撃させたり、今回はレギオンの大軍を率いたりしておいて、なにを言うのか。

「そこを反省したから、取引をお願いしたんですよー。二人きりがいいですが、クロウさん一人なら立ち会っていただいてもいいですよー。悪い話じゃないと思いますけど？」

「…………」

　クロウは、奥歯を噛かむ。はっきり言って、悪い話だった。

　この桜さくら井い美み月つきは、戦闘能力は皆無だが、性格は最悪だ。まだ、クロウに空爆をくらわせたシルフィのほうがマシなくらいだ。

　話をするのが一番まずいようにすら思える。美月の口から放たれる毒が、日奈子にどれだけダメージを与えることか……。

「クロー、わたしはいいのです」

「日奈子……」

　日奈子が、クロウのセイバーズ制服の袖そでを引っ張っている。

「お姉さん、お話をしましょう。わたしも、あなたと話したいことがあります」

「ふふ」

　美月は、にっこりと微笑ほほえんだ。

　その笑顔は大変に魅力的ではあったが、どこか恐ろしい。どんな怪物のような剣けん士しにも立ち向かえるクロウが、恐怖を覚えるほどだった──







「あはははははははーっ！」

　次々に爆発が起こり、めくれた地面が柱のように噴き上がって、ドドンと凄すさまじい轟ごう音おんが響く。

　空中に浮いている八やツ首くびの蛇は、高笑いを上げながら、止まらずに術じゆつ法ほうを繰り出してくる。

　術法は本来、精神集中してタメをつくり、キーワードを唱えて発動させる。しかし、最強の術法使いである八ツ首の蛇はどちらのプロセスも省いて、強力な術法を放つ。タメもキーワードもなしでは、多少威力は落ちるようだが、元々蛇の術法は強力なため、ほとんど問題にならないようだ。

「ちょ、ちょっと！　もうなんなのよ！」

　セフィは飛んでくる土から、両手で顔をかばいながら叫んだ。

　七しち剣けんと八ツ首の蛇の戦いは、ある意味では盛り上がっていた。といっても、これを戦いと呼んでいいかは、定かではなかった。

　八ツ首の蛇は、空中から一方的に術法を繰り出している。七剣たちは──

「あー、こりゃ面倒くさいよなー。飛び道具使いすぎだろーよ、あいつ」

　剣けん王おうジーネルは、巨大な彗星瀑布グレイトフオールを軽々と振るって術法を弾き、余波をかわしている。

「ジーネルさん、さっきは私たちのリーダーみたいになっていたんですから、あなたがなんとかしてくださらないかしら？」

「ええ、こうも立て続けに攻撃されては、我々の繊細な剣では対処しづらいですね」

　絶ぜつ剣けんシュナークと、続いて天てん剣けんソーシャがぼやいた。二人とも繊細からはほど遠いはずだが、それはともかくさすがに無傷で、服すら汚れていない。

「いや、私たちもなんとかしないと。このままではジリ貧だ」

「イシュトさんは、貧という字に縁があるのですわね」

「貧乳じゃない！　少し慎つつましいだけだ！」

　イシュトが、シュナークに反論する。新入りの七剣であるイシュトは、他の七剣に遠慮があったようだが、もうタメ口になっている。

「は～、もうなんでもいい～。あのくらいの術法じゃ、何発当たっても死ねないし～」

　どうでもよさそうにつぶやいたのは、竜りゆう剣けんリドだ。ネコミミのついたおかしなパーカーを着たこの七剣を、セフィはよく知らない。わかっているのは、リドが〝竜〟の因子を宿しており、異常なまでに頑丈な肉体と強力な回復能力を持っていることだけだ。

　この五人が、今の七剣だ。その最強であるはずの彼女たちが、空中から術法の絨じゆう毯たん爆撃を放ってくる八ツ首の蛇を相手に、逃げ回るだけだった。

「ふーむ、あらあらおやおや」

　八ツ首の蛇は、意味不明な唸うなりを上げ、手を止めた。

　それから、何事もなかったかのように地上に降りてくる。

「ああ、鬱うつ陶とうしい煙ね。まった、なんなのよ！」

　八ツ首の蛇は自分のせいで辺りにたちこめていた煙や土つち埃ぼこりに文句を言うと、さっと右手を払った。

　ゴオオオッと暴風が吹き荒れていく。

「きゃあっ！」

　セフィは両手で星ほし崩くずしを握っていたため、反応が遅れた。制服のスカートが派手にめくれ上がり、白いパンツがあらわになってしまう。

「ひゃっ」

　イシュトが短い悲鳴を上げ、彼女のセイバーズ制服のプリーツスカートもめくれ、グリーンのパンツが見えていた。

　ジーネルの軍服、シュナークの七しち剣けんの正装、ソーシャの膝ひざ丈たけの白いスカートも大きくめくれてしまっている。ジーネルは意外に可愛かわいらしいピンクのパンツ、シュナークは高そうな黒いパンツ、ソーシャは異様にエロい真っ赤なパンツだった。

　全員、剣を手にしていたためスカートを押さえられなかったらしい。

　意外なことにジーネルは照れ、シュナークは冷静に鋼こう糸し剣けんを戻してスカートを押さえ、ソーシャは気にした様子もなかった。

「とりあえず、撮っとこ～」

　のんきに言いつつスマホで撮影しているリドは、ホットパンツなのでめくれていない。

「はははー、七剣たちのパンチラなんて珍しいものが見られたわね」

　笑っている八やツ首くびの蛇もスカートが長いので揺れているだけだ。

　煙が晴れると、八ツ首の蛇は掲げたままだった右手を下げた。即座に風が収まる。

「よー、蛇さん。ようやく、まともにやり合う気になったのかよー」

　まだ顔を赤くしながら、ジーネルは言った。

「このままじゃ面おも白しろくないでしょう？　私は五人をまとめて抑え込まなきゃいけない。乱れ撃ちになっちゃうから精度は低いわ。七剣どもを仕し留とめるのは難しい」

「まあ、おまえのあんな乱れ撃ちくらいは、何日でもかわし続けられるわなー」

　ジーネルは、なんでもないことのように言った。

　実際、そのとおりなのだろうとセフィは思った。八ツ首の蛇からはセフィは攻撃の対象外だろうが、それでもまったく被害を受けていない。強力な術じゆつ法ほうといえど、狙ねらいが定かでなければ、かわすことは難しくなかった。

「あなたたちは、さっさと皆みな殺ごろしたいんだけどね。さすがに五人相手だと、時間がかかりそうだわ」

「時間の問題かよー。七剣がナメられたもんだな、おい」

　ジーネルが、彗星瀑布グレイトフオールを肩に担ぐようにして苦笑している。

「ていうか、八ツ首の蛇！　あんたは、いったいなんなのよ！」

　セフィは、いよいよ蚊か帳やの外にされるのに耐えられなくなり、口を挟んだ。

　八ツ首の蛇は「いたの？」とでも言いたげな顔をする。

「七剣を五人も相手にしてケンカ吹っかけたり、正気とは思えないわ！　なにを考えてるのよ！」

「妙な心配をするのね、扉の巫み女こ。私は、ただブレイズのためだけに戦ってる。これは戦争なのよ。もうわかってるでしょ？」

「……いいえ。あんたは、わけわかんないわ。あんたに比べれば、リンネとスイサーラのほうがまだ全然わかりやすい」

　そう、セフィは──八やツ首くびの蛇になんとも言えない違和感を覚えていた。

　彼女は、可愛かわいらしい外見に似合わず、修羅のように戦う。あの戦争の化身のような強烈な闘争心はどこから来るのか──

「いいえ、私が一番わかりやすいわよ」

　八ツ首の蛇はくすりと笑った。

「扉の巫み女こ、私はね──このコンパクトで美しいボディにはね、〝八ツ首の蛇〟と〝死し剣けん使つかい〟の二つの属性が詰め込まれてる。それだけで、私のキャパはいっぱいなの。他のものが入り込む余地はないの。リンネみたいに遊び回ったり、スイサーラみたいに自分の欲望のままに生きたりはできないのよ」

「……蛇と死剣使い以外の生き方ができないってこと？」

「せいぜい、ファッションを楽しむ程度ね。それだって優先順位ははるかに低いわ」

「そんな生き方……楽しくないでしょ」

　セフィの知る限り、剣にすべてを懸けているような七しち剣けんたちでさえ、人生を楽しんでいる。みんな剣以外にも楽しみを見み出いだしているようだ。リドはまだよくわからないが。

「私が楽しめるのは、たった一つ。ブレイズの、女王のために戦うことだけよ」

「……バカな人ね」

　セフィは、わずかに八ツ首の蛇に同情してしまう。とてつもない力を持った、最悪の敵だが、どうにも哀れに思えた。

「そんな目をしないで、扉の巫女。まだあなたを殺すには早いのに、始末したくなるわ」

「うっ……」

　セフィは、後ろに下がる。

　残念ながら、今のセフィでは扉の巫女の力──プラチナ色の光を発しても倒せるかどうか怪しいものだ。

「ふふふ、まあ羨うらやましく思わなくもないわ。あなたみたいに恋もしてみたいけどね」

「あ、あたしは恋なんて……」

　していない、とはもはや言えなかった。セフィは既にクロウに気持ちを打ち明けてしまっている。

「そういう顔もしないで。可愛らしくて、殺してしまいたくなるわ」

「どうやっても殺したいんじゃないの！」

「なんせ、私は前世であなたに殺されたものでね」

「……知ったことじゃないわよ」

　セフィは、呆あきれて言った。八ツ首の蛇は、ブレイズの中で一部の血族にランダムで生まれ、しかも先代の八ツ首の蛇の記憶を引き継ぐという。先代は、七十年前にセフィの先祖である扉の巫み女こに殺されたらしい。セフィのほうは、扉の巫女の力を受け継いではいるが記憶はないので、逆恨みにしか思えない。

「寂しいことを言うわね。あのとき、先代の扉の巫女はがむしゃらに私に襲いかかってきて──」

　そこまで言って、八やツ首くびの蛇は言葉を途切れさせた。

「……ふ、はは。ふははははは！　なにをおしゃべりしてるのかしら、私は！　ていうか、いつまでこんなところにいるのかしら！」

「いきなりなに言ってるの？」

「戦争もいいけど、もう飽きたわ！　まず、やるべきことを先にやらないとね！」

「……な、なによ、いきなり。やるべきことってなによ？」

「ちっ」

　セフィが動揺して聞き返すと、剣けん王おうジーネルが小さく舌打ちした。ジーネルは、八ツ首の蛇の〝やるべきこと〟に心当たりがあるのだろうか。

「というわけで、七しち剣けんの皆さん、遊んでくれてありがとう。ここで失礼するわ」

　八ツ首の蛇は、スカートの裾すそをつまんで優雅に一礼する。

　そして、次の瞬間に地面を蹴けって高く跳び上がり──上空で風に乗って飛ひ翔しようしていく。

「と、飛んだ!?　どこまでデタラメなのよ!?」

　セフィは、空を見上げながら呆あきれてしまう。

　いくら身体能力に優れたソーディでも、空までは飛べない。八ツ首の蛇は術じゆつ法ほうで風を操り、浮くだけでなく、飛行まで可能らしい。

「あーあ、また面倒なことになったなー」

　ジーネルがぽつりとつぶやき、周りの七剣たちも嫌そうな顔をしている。

　八ツ首の蛇が逃げたから、これでおしまい──というわけにはいかないのだから、当然だ。あれだけの危険人物を、野放しにはしておけない。

　セフィも、八ツ首の蛇というブレイズに興味が出てきている。彼女を追いかけてみたいという気持ちは、確かにあった。

　それは、あるいは先代の扉の巫女から受け継がれたものなのだろうか？

　セフィには、その答えは見つからなかった。







　ジョーとレギオンたちが一戦交えたところから、徒歩で十分程度。

　自然公園は広く、まだ出口が見えない。さっきの場所にあった池から繋つながっている小川が流れていて、そのほとりに小さな東あずま屋やがあった。

　美み月つきは、その東屋に入り、Ｌ字型の木製のベンチに座った。クロウと日ひ奈な子こは、美月から離れた位置に座る。

「ふー、やはり自然は気持ちいいですねー。私も田舎育ちなもので、こういうところが落ち着くんですよー」

「太たい陽よう教きようの本部はド田舎だからな」

　クロウは、どうでもいい皮肉を言った。

「元々、太陽の──自然の恵みとともに暮らすのが私たちの教義ですからねー」

「だったら、田舎暮らしを満喫してりゃよかったんだ。ソーディと戦おうなんて、バカな夢を見てないでな」

「クロウさんは、キツイですねー。もちろん、私たちにとって一番大事なのは太陽とともに生きることです。ですが、その次がソーディどもを追い払うことなんですよー」

「身の丈に合わないことはするもんじゃねぇよ」

「前にもお話ししませんでしたか？　太陽の乙女の力があれば、不可能ではないんですー……って、なんで私、クロウさんと話してるんですか。私が話があるのは妹ですよ」

「ちっ、気づいたか」

　クロウは本気で舌打ちする。できる限り、日ひ奈な子こに美み月つきと話させたくなかったのだが。

「クロー、わたしは大丈夫なのです。お姉さんの口車に乗せられないのです」

「……わかった」

　クロウは立ち上がり、東あずま屋やの柱にもたれるようにする。座ったままでは、具合が悪いからだ。不測の事態が起きたとき、対処しづらい。当然、美月がなにか企たくらんでも、即座に剣が届く間合いだ。

　だが、考えてみれば不用心な話だ。日奈子を美月と二人きりにするわけにはいかなかったとはいえ、クロウの立ち会いを許すとは。クロウがその気になれば、いつでも美月の首をはねることができる。

「クロウさん。不用心だ、とか思ってますねー？」

「…………」

「私、あなたを信用してますよー。日奈子が幽閉から解放されて、まだほんの数すうヶか月げつ。なのに、妹はあなたを心から信じてます。だから、私もあなたを信じられるんですー。丸腰で、攻撃の意志がない私を斬きったりはしませんよねー？」

「……巨乳の美人はできるだけ斬りたくねぇな」

　クロウはそう言うのが精一杯だった。美月の推測は、まったく正しかった。

「クロー、お姉さんを斬ってはダメです。この人には、言いたいことがたくさんあるのです」

「ということのようですよー。あ、美人って言ってくださってありがとうなのです」

「…………」

　クロウは、びくりとしてしまう。今の美月の口調は、日奈子にそっくりだった。からかったのだろうが、さすがに姉妹といったところか。

「さて、それではお話を。まずは──」

　美月は、ベンチから立ち上がると、日奈子の前で片かた膝ひざをついた。

「ごめんなさい、日ひ奈な子こ。許してくれとは言いませんけど……」

「……どのことを謝っているのですか？」

　クロウは、一瞬日奈子が嫌いや味みを言ったのかと思ったが、確かに重要なことである。

「もちろん、すべてのことです。日ひ和よってしまった両親に失望したのは事実ですが、殺すことはありませんでした。ましてや、それをあなたに見せてしまうなんて」

「……謝っても、お父さんとお母さんは戻ってきません」

　日奈子は、珍しく強い調子で言った。

　生まれてから十五年間、日奈子を太たい陽よう教きようの施設の一室に幽閉してきたのは、他でもない両親である。憎みこそすれ、二人の死を嘆く理由などないはずだ。それでも、日奈子は目の前で見た両親の死に大きな衝撃を受けていた。

　日奈子は、優しい女の子だ。実の両親を憎むことなどできなかったのだ。

「そうですねー。父も母も戻ってきません。でも、あなたはここにいます。だから、あなたに謝っているんです」

「信じて……いいのでしょうか」

「…………」

　クロウは、さすがに少しばかり呆あきれた。それを、美み月つき本人に訊きいても意味はない。

　美月は、口だけならなんとでも言えるのだ。はっきり言って、太陽教の新教祖は信頼に値する人間ではない。

「そうですね。では……」

　美月は、両手でそっと日奈子の右手を包み込むようにして握った。クロウは、ぴくりと反応したが剣は抜かなかった。美月に、殺気はまったくない。

「私から、あなたへの要求を変更しましょう。日奈子、私はあなたを利用したりはしません。私もね、あなたに死んでほしいわけではないのですよー」

「……どういう心変わりなのですか？」

「私は、あなたがお人形さんだと思ってました」

　ぎゅっ、と美月が日奈子の手を強く握った。

「お人形……？」

「外へ出て、保護してくれたクロウさんに言われるままに従っているだけだと。あなたは、まだ子供みたいなもので、自分の意志で行動することなんてできないって」

「それは……そのとおりでした」

「でも、今は違うんでしょうー？」

　美月は首を傾かしげ、にっこりと笑った。

「さっき、本部に入ってきた日奈子を見たとき、確信しました。あなたは、私に会うために本部に来たんでしょう？」

「ウィニアと明あか里りとスノウホワイトが一緒に来てくれたのです。みんな、優しいです。お姉さんとは大違いです」

「……ずいぶんな嫌いや味みですねー。いえ、嫌味くらいいいですけど」

　美み月つきが、今度は苦笑いを浮かべる。

「それに、さっき逃げるときに私をちらっと見ましたよねー。あの目はよかった。覚悟完了、私に敵意を込めた目でした」

「お姉さんは、わたしの敵です」

　日ひ奈な子こはきっぱりと言い、美月の目をまっすぐに見据える。

「……ええ、そう思うのも無理はありません。でも、あなたが人形ではなく自分の意志を持っているなら──利用はしません。っと、頼んでおいたものが来ましたー」

　美月は立ち上がり、東あずま屋やの外に目を向けた。

　太たい陽よう教きようのシスター服を着た若い女性が一人、東屋に近づいてくる。その手にはトレイを持っており、そこにポットとカップが載せられている。

「お待たせしました、導師」

　その若いシスターはトレイをベンチに置くと、下がっていった。クロウは黙って、彼女を見送る。

「せっかくお話するんですからー。お茶くらいはないと」

　美月は微笑して言うと、ポットからカップにお茶を注いだ。香りと色から、どうやらミルクティーのようだ。

　近くに煮炊きができる施設でもあるのか、お茶はあたたかいらしい。

「日奈子はお子様ですから、甘いのがいいでしょう？」

　ミルクティーを三つのカップに注ぐと、美月は日奈子とクロウに手渡した。それから、自分もカップを手に取って、一口飲んだ。

「はい、このとおり。毒なんて入ってませんよ。クロウさんは無駄に鋭そうだから、一服盛ったらすぐにバレちゃいそうですしねー」

「……そいつはけっこう」

　クロウもミルクティーをごくごくと飲んだ。一気に飲むには熱いが、味に妙なところはない。

「ん……甘いです」

　日奈子も、ゆっくりとミルクティーをすすっている。おそらく、彼女はクロウや美月が毒味をしなくても普通に飲んだだろう。

「もっと、ちゃんとした淹いれ方かたをしたかったんですけどねー。こんなところじゃ、しょうがないです」

「別に茶を飲みに来たんじゃねぇんだ。なんでもいいんだよ」

「あはは、さすがにクロウさんはワイルドに生きてますねー。では、話の続きです」

　美月は、もう一口ミルクティーをすする。

「私が日奈子に望むのはたった一つです。空の扉を──開いてください」

「お姉さん、それは……」

　日ひ奈な子こが言いよどむのも無理はなかった。

　美み月つきはざっくりと言ったが、もちろん「大戦中に開いていたような、巨大な空の扉を開け」という意味だろう。

「あのな、教祖さん。日奈子は夏に空の扉を開いて、しばらく寝込んでたんだぞ。あんたも見てたんだろう」

　あのときの扉は、巨大なエイジンが通れるようなサイズだった。美月が要求している扉は、おそらくもっと大きい。

　太たい陽よう教きようの最終目標は、ソーディ全員のソーディアへの強制送還。

　そのためには、夏のときよりも大きな扉──それも複数開くことになる。

「結局、日奈子に死ねって言ってんのか、あんたは？」

「まあまあ、落ち着いてくださいー。私のおっぱいでも眺めて落ち着いて」

「余計に落ち着かねぇよ！　自慢じゃないが、巨乳を凝視してなにもしない自信はないぞ！」

「偉そうに言うことですかねー……」

「その辺、わたしたちもいつも驚かされているのです……」

　姉妹に揃そろって呆あきれられてしまう。こんなときだけ、気が合うらしい。

「とにかく、冗談じゃねぇ。もし日奈子がいいと言っても、俺おれが許さない」

「……言っておきますけど、あなたに妹はあげませんよー？」

「誰だれが嫁にもらうっつったよ。あんたもたいがい真面目まじめになれねぇ奴やつだな」

　クロウの周りには、極めて多いタイプである。

「嫁入り……働かなくてもいい生活……食っちゃ寝……」

「こら、日奈子。なにを企たくらんでるんだよ」

　ミルクティーをすすりながら、とんでもない妄想に耽ふけっている日奈子を軽く叱しかる。

　というか、嫁に行かなくてもこれまでの日奈子の生活と大差ない。

「俺は、上司だったマナカから日奈子の保護を任された。今の俺はセイバーズじゃねぇし、マナカももういない。でも、日奈子を守り続ける。自分の意志でな」

「守られてるばかりでは、日奈子は成長しませんよー」

「してるさ。あんたも、さっき言ったろ。俺抜きで、あんたに会いに行った。それでも、日奈子が危険に対処する力がねぇのは本当だ。そうだな、守るっていうと語弊があるな。俺は、日奈子が成長していく手助けをしたいんだよ」

「……なるほど。ちょっと気が変わりましたよー」

「は？」

「妹を嫁にあげましょう。どうぞ、どうぞー」

「ぶっ」

　クロウは、飲んでいたミルクティーを噴いてしまう。この新教祖は、いきなりなにを言い出すのか。

「わたし、[image: ]かつら城ぎ家けにお輿こし入いれなのですか？」

「おまえも妙な言葉を使うな。こんな、絶賛お尋ね者やってる俺おれが嫁なんぞ取れるか！」

「それを言い出すと、クロウさんは生涯独身ですよー？　最後は孤独死ですよー？」

「……あんた、俺に嫌がらせすんのが目的なのか？」

　桜さくら井い美み月つきは、これまたクロウの周りに多くいるタイプの一人らしい。つまり、話をどんどん脱線させていく名人だ。

「ああ、そんな話じゃねぇんだよ。空の扉だけ開けばいい？　ふざけんな！」

「前例があるでしょー？　先代の太陽の乙女なんて、世界中にソーディの軍勢が通れるような扉を開けてしまったんですよー？　それでも、彼女は生きてました。まあ、一年くらい寝込んだらしいですけど、回復して元気になったみたいですよー」

「一年も寝込むだけでとんでもねぇことだろ。だいたい、先代と日ひ奈な子こがまったく同じだと思うな。あんたは知らねぇだろうが、こいつはマジで毎日食っちゃ寝、子犬以下の戦闘力しかないんだぞ。体力だってまったくない」

「……クローも、わたしに嫌がらせしてませんか？」

　日奈子が小声で抗議してきたが、クロウはスルーする。

「先代の太陽の乙女は、いろいろ術を使えたんじゃねぇのか？　つまり、なんらかの訓練を受けてたんだろ。日奈子も術は使えるけど、無意識に使ってるだけだ」

「それについては、前にも証明したでしょう。扉を開くエネルギー源は、教団の教徒のみなさんの力を使えますー。それに、私も空の扉を開くのは無理ですが、いくつか術を使えるんですよー。日奈子の訓練不足は私が補えますー」

「うさんくせぇ」

　クロウは、一刀ですぱっと斬きり捨てた。

　美月の説明は、納得できなくもない。しかし、それを話した美月本人に信用がなさすぎる。

「それにな……もし、あんたが言ってることが本当だとして。その続きがあるんじゃねぇのか？」

「続きとはなんでしょうー」

「扉を開くだけじゃ済まねぇだろって話だよ。要求っていうのは、たいていエスカレートしていくもんだ」

「クローのセクハラのようなものですね。おっぱいを揉もむだけが、だんだん下着の中にまで手が入っていくのです」

「空の扉を開くだけじゃなくて、強制送還までやらせるつもりだろ？」

　クロウは、再び日奈子の発言を聞き流す。

「扉を開くだけっていうのは、意味がなさすぎる。この前みたいにエイジンが飛び出してくるリスクもある。あれが出てきちゃ、誰だれも得しねぇ。エイジンは、言葉が通じねぇし、制御も利かない。ソーディ政府、ブレイズ、太たい陽よう教きよう──すべての敵になるのは、エイジンくらいだ」

「あはは、姉妹で話すつもりだったのに、結局クロウさんとのお話になってますねー」

「クローが話してくれて、わたしは楽なのです」

「…………」

　ほら見ろ、とクロウは思う。話すのも面倒くさがるようなものぐさな奴やつに、空の扉を開かせるのは、いろいろな意味で危険が大きすぎる。

「私としては、強制送還の術に頼らず、開いた空の扉の向こうをソーディの退路として用意するだけのつもりなんですよー」

「太たい陽よう教きようには、ソーディを退却に追い込むような戦力はねぇだろ」

「それはまあ、いろいろと……ふふふ」

　美み月つきは、まるで他に切り札があるかのような口ぶりだ。

　あるいは、ダイナストをあてにしているのか。ダイナストは、アメリカに本拠を置く巨大軍事企業だ。米軍はもちろん、世界中の軍隊と繋つながりがある。そして、それらの軍隊は七十年前にソーディ軍に敗れ、恥をかかされている。

　まさか、この現代で先進国同士が戦争を始めるとは思えないが──

「なんと言われても、日ひ奈な子こにそんな危険を冒させるわけにはいかねぇ」

「なるほど、将を射んとせば──ですねー。まず、クロウさんを納得させないとダメですかー」

　美月はそう言うと、持っていたカップを横に置き──

　いきなり、白いロングコートをするりと脱ぎ、さらに青いシスター服まで脱ぎ捨てた。

「おおいっ!?　あんた、いきなりなにやってんだ!?」

「あれー？　聞いてた話と違いますねー。クロウさんは、とんでもない女好きで、出会った女の子はみんな脱がしてセクハラ三ざん昧まいなんでしょう。これくらいで動揺するなんて」

　そう言った美月は、ほぼ下着姿だ。巨乳の日奈子をさらに上回る、破壊力抜群のとんでもないサイズの胸を、派手な柄が入った濃いピンクのブラジャーで包んでいる。下は同じ色のパンツだ。

「……あんた、清せい楚そなシスター服の下になんてド派手なの着けてんだよ」

「意外性って大事でしょー？」

「そんな理由かよ！」

「ま、冗談はさておき。おっぱいもこのサイズになると、ブラはあまり選択肢がないんですよ。すっごく地味か、すっごく派手かのどちらかしかなくてー」

「それで派手を選ぶのが凄すごいな……」

　思わず、クロウはまじまじと美月の胸を見つめてしまう。ただでさえ巨大な胸に、エロいブラジャーの組み合わせは反則すぎる。

「というわけで、さらにオマケをつけてあげますよー。こちらの要望を聞いてくれるなら、私の身体からだもクロウさんにプレゼントしちゃいますよー」

「マ、マジか。なにやってもいいのか！」

「クロー」

　ぺしっ、と日ひ奈な子こが弓でクロウの頭を叩たたいてきた。どうも、日奈子は最近暴力的になってきた気がする。クロウからの悪影響のせいだろうが。

「あっさり色仕掛けに乗ってはダメなのです」

「し、しまった。俺おれともあろう者が……」

「クローだからこそ引っかかったというか、クローじゃないとこんな状況で引っかからないのです……」

　ぺしぺしと、日奈子はさらに頭を叩いてくる。珍しいことに、怒っているようだ。

　クロウは、日奈子に両肩を掴つかまれ、常にない強引さでベンチに座らされる。もちろん、振り払うことは簡単だったが、なぜか逆らえなかった。

「お、おい？　日奈子？」

「わたしはとても傷つきました。ぽっと出の、うちのお姉さんなんかにクローが惑わされるなんて」

「ぽっと出って……」

　美み月つきも、やや傷ついたような顔をしている。

「だいたい、クローはけっこう口だけなのです」

「なんで俺、説教されてんの」

「空の扉が開いたとき、わたしへのセクハラを解禁しておきながら、実際はほとんどなにもしていないのです。セフィやリンネの身体からだは弄もてあそぶのに……」

「いや、そう言われても……」

　クロウは口ごもってしまう。確かに解禁はしたが、長いこと護衛対象である日奈子へのセクハラは自重していたので、どうにもその頃のクセが抜けないのだ。

「どうやら、クローはわたしを見くびっているのです」

「み、見くびってる？　って、なにやってんだ!?」

　クロウの眼前で、日奈子もシスター服をするすると脱いでいく。あっという間に、青と白のストライプ柄の下着姿になった。

「う……」

　ごくり、とクロウはつばを呑のみ込こんだ。

　特に、ブラに包まれた胸のサイズが──クロウの勘違いでなければ、以前に見たものと違っている。

「ふっ、気づいたようなのです。セフィのおっぱいも成長しているようですが、わたしだってまだ大きくなるのです」

「これは、確かに……」

　以前に日奈子の水着姿を見たり、ほぼ裸で混浴したりもしている。彼女の胸のサイズについてはわかっていたつもりだったが、こうも間近ではっきり見ると……。

「お姉さんの胸はわたしより大きいですが、一年先行しているというだけのことです。それに、わたしのほうが形はいいです」

「ちょっと、日ひ奈な子こー？　それは聞き捨てなりませんねー」

　美み月つきも近づいてきて、日奈子の前に立った。

「私だって、形のよさでは負けてませんよー。ブラを外したってまったく垂れませんからねー」

「もちろん、わたしもなのです。ブラはいらないくらいなのですが、セフィや明あか里りがうるさいから着けてるだけで」

「ふふ、ならば外して見比べますかー？」

「…………」

　クロウは、口を挟むことができない。

　なにしろ、すぐ目の前に二人の美少女の巨大な胸があるのだ。ブラは着けているが、二人がわずかに動くたびに、ぷるんと揺れている。

　ベンチから立ち上がりたくても、胸が──二人がいるせいで動けない。日奈子と美月でなければ、もう胸を揉もみしだいているところだが。

「あまりやりすぎると、セフィに怒られるのでダメなのです。でも、お姉さん」

　日奈子は、ぐっと姉に身体からだを寄せる。二人の胸の先端が、ほとんどくっつきそうだ。

「色仕掛けは無駄なのです。お姉さんは可愛かわいくておっぱいも大きいですが、クロウの周りには可愛かわいい子がいっぱいですから」













「可愛い子はいくらいても困らないでしょー？」

「なるほど……」

「なるほど、じゃないのです、クロー」

　これまた珍しいことに、日ひ奈な子こに叱しかられてしまう。

「あ、いや。つい……ってそうじゃなくて！　日奈子はどうしたいんだ？」

　真面目まじめな話ができる状況でもないが、このままだと理性が消し飛びそうだ。クロウは、話を元に戻すことにする。

「もちろん、もう空の扉は開きません」

「あららー？」

「開くとしたら、ウィニアを帰すときだけなのです。少なくとも……お姉さんのために開くつもりはありません」

「実の姉より、お友達ですかー。妹は成長しましたねー」

　美み月つきは、少しだけ困ったように笑って。

「では、仕方ないですねー。交渉はあきらめましょう」

「なに……？」

　クロウは、驚いて立ち上がろうとしたが──まだ、二人の胸が眼前にあるのでできなかった。

「……あきらめる？　あんた、ずいぶん物わかりがいいじゃねぇか」

「あははー、日奈子に無理強いはしませんよー」

「…………」

「…………」

　クロウと日奈子は、黙って美月の顔を見つめる。クロウも、おそらく日奈子も美月の発言を素直に信じられない。

「わー、思いっきり疑われてますねー。まあ、気持ちはわかりますけど。でもね、私は嬉うれしいんですよー。また、自分の意志で決められる妹を見られて」

「……だけど、お姉さんには目的があるはずです」

「うふふ」

　美月は、意味ありげに笑い、つんっと日奈子の胸をつついた。

「ひゃうっ！」

「嬉しいですけど、あまり生意気なことばかり言うと可愛くないですよー」

「お、お姉さん、なにを……」

「このおっぱいも生意気ですねー。こんなにおっきく育っちゃってー」

「……お姉さん、まだなにか……」

　日奈子は、まっすぐな目で姉を見つめている。美月の真意を見抜こうとしているかのようだ。

　だが、美み月つきの表情は少しも揺るがない。

　クロウの見たところ、まだ美月のほうが一枚も二枚も上手だ。あるいは、修羅場をくぐり、多くの敵と命を懸けたやり取りをしてきたクロウでも見抜けないかもしれない。

　美月は、日ひ奈な子このように生まれてからずっと監禁されてきたわけではないという。

　しかし、太たい陽よう教きようの中で純粋培養されてきた。それはつまり、迷いがないということだ。教義の他に価値観を持っていないから、感情に惑わされない。

　それは、肉親の情にすら動かされないということ──少女らしい弱さすらないということではないか。

「日奈子、やっぱりこいつは──」

　今度こそクロウは立ち上がろうとして。

　そのとき、ゴーッと突風のような音が聞こえてきた。それは、遠くから響いてきたかと思うと、あっという間に近づいてきて──

「なにっ……！」

　いったい何事が起きているのか、クロウにもわからなかった。日奈子の身体からだを抱き寄せるのが精一杯だった。

「きゃうっ……！」

「あらー？」

　日奈子の悲鳴と、のんびりした美月の声が聞こえ──

　ドオン、と爆発音が響いた。







　爆発音で思考が中断されていたのは、ほんの一瞬の間。

　クロウはすぐに我に返っていた。いい加減、突発的な事態にも慣れてきた。どんなに鍛えていても、爆発の音と衝撃には思考も身体も硬直してしまうものだが、即座に対処できるようになっている。

「…………っ」

　と思ったが、またクロウの思考は中断した。

　彼は、座っていたベンチごと、衝撃で仰あお向むけに倒れてしまっていた。その彼の身体の上には、二人の少女がいたのだ。

　日奈子と美月は、クロウの身体に乗っかるような体勢になっていた。さっきまで目の前にあった二人の巨大な胸がクロウの頬ほおに押しつけられている。

　しかも、ブラがずれていて、乳房が直接当たっている状態だ。

　ふにふにと柔らかく、それでいて弾力のある大きな胸の感触が──

「って、日奈子！　大丈夫か！」

「……んん……平気、なのです」

　日奈子がわずかに身じろぎした。さらに、胸がクロウの頬に押しつけられる。

「あはははははっ！　けっこうなご身分ね、クロウ！」

「…………！」

　クロウは、素早く日ひ奈な子こと美み月つきの身体からだを横に押しのけて、立ち上がる。両足が地面に着くと同時に、大だい剣けん聖せいの剣を抜いていた。

「へーえ、さすが。楽しそうにハーレムの王様やってるくせに、やるときはやるのね。面おも白しろい、面白いわ」

「……そんなに面白かねぇだろ。武力がなきゃ、ハーレムも守れねぇってだけだ」

　クロウは、ほぼ崩壊した東あずま屋やの外に立っている少女に目を向けた。

　小さな体たい躯くに、フリフリの派手なドレス──八やツ首くびの蛇だ。

「日奈子、服を着て俺おれのそばに来い」

「……わかったのです」

「あららー、私は無視ですね。まあ、いいですけど」

　背後から日奈子と美月の声がしたが、振り向く余裕はなかった。八ツ首の蛇から目を逸そらすような危険は冒せない。

「別に慌てることはないわよ。準備ができるまで、ゆっくり待ってあげるわ」

　八ツ首の蛇は余裕たっぷりだが、クロウは焦りそうになる心を必死に落ち着けなければならなかった。

　東屋の外──百メートルほど離れたところに、黒いかたまりが大量に転がっている。

「一応確認しておくけどよ、あのレギオンどもをぶっ倒したのはおまえだよな？」

「レギオン？　ああ、あのエイジンだかサイボーグだかの変な奴やつら？　ええ、そうよ」

　八ツ首の蛇は、なんでもないことのように言った。

　爆発の術じゆつ法ほうを使ったのだろう。東屋は、その巻き添えで吹き飛ばされたに違いない。

「邪魔になりそうだから倒しておいたの。いけなかった？」

「いけなかねぇけどよ……」

「いけませんよー、なんてことをー！」

　美月が悲鳴を上げて、クロウの前に進み出てきた。彼女は、いつの間にかシスター服と白いロングコートを着ていた。

「ぎゃーっ、百体以上死んでるじゃないですかー！　あれ一体いくらすると思ってるんですかー！　教徒のお布施何人分なんですかー！」

「……お姉さん」

　こちらも、服を着直した日奈子がクロウの横に並ぶ。

　彼女は複雑な表情をしている。クロウにも気持ちはわかった。この状況で金銭的被害を嘆いていることに呆あきれるべきか、教徒のお布施を大事に思っていることに感心するべきか。

「っと、レギオンなんぞはどうでもいい」

　クロウは気を取り直す。百体以上のレギオンが東屋の近くにいたことも気にならない。クロウのような危険人物と、教団のトップが対面しているのだ。警備としては甘すぎるくらいだろう。

　それよりも──最悪の敵がいきなり現れたことのほうが問題だ。

「つーか、なんでここにいるんだ？」

「七しち剣けんと遊んでいたのよ。でも、ちょっと五人も相手にするのは面倒だし、考えてみれば──あんな奴やつら相手にしてる場合じゃないのよ」

「五人……」

　クロウは、頭の中で考える。七剣は、剣けん聖せいを引き継いだラーシュを除けば、今は四人しかいないはず。まさか、イシュトが──？

「私の目的は、一人。女王を吹っ飛ばしてくれた、大だい剣けん聖せいだけよ。さあさあ、クロウ。あなた、あの年寄りのお気に入りなんでしょ？　あなたの近くにいるのはわかってるのよ」

「……そもそも、なんでこの場所がわかった？」

「はん、私は最強の術じゆつ法ほう使いよ。『光コウ』を操るのも探知するのも得意中の得意なの。あなた、人にしては珍しく強い『光』があるからね。見つけるなんて、簡単簡単」

「……ちっ」

　クロウは、人がわずかに持っている『光』を無む理り矢や理りに引っ張り出す光こう身しんという技を使える。そのせいで、『光』が普通の人間より強いようだ。

　戦闘では武器になるが、そのせいでこの厄介な敵に見つかってしまうとは……。

「さーあさあ、今度は私の質問に答えなさい！　大剣聖はどこ!?」

「…………」

　クロウは、即答できなかった。

　既に、大剣聖は死んでいる。それを八やツ首くびの蛇に伝えるのは別にかまわないが……。

「クロー？」

　隣で、日ひ奈な子こが首を傾かしげている。夏休みに、クロウたちは大剣聖の屋敷で何日か世話になった。

　その際に、日奈子は大剣聖になついていた。弓矢の基本も、大剣聖から習ったのだ。あの偉大な剣けん士しの死は、日奈子に大きなショックを与えてしまうだろう……。

「ばあさん、は……」

「んー？　あれ、あなたが持ってるその剣、大剣聖の剣じゃないの？」

　八ツ首の蛇が、じろじろと訝いぶかしげな視線を向けてくる。大ざっぱに見えて、意外にめざといようだ。

「ふ、は、はははははっ、そうか、やっぱりそうなのね！　大剣聖は死んだのね！」

「…………っ」

　クロウの隣で、日奈子が息を呑のむ気配が伝わってきた。

「ざまあ見るがいいわ！　あの老人！　女王相手に無む茶ちやをするから！　はははっ、そうよね、そりゃそうよね！　死んだに決まってるわ！」

「てめぇ……」

　クロウは大だい剣けん聖せいから譲り受けた剣の柄つかをぎゅっと握り締めた。自分を孫と呼んでくれた女性の死への冒ぼう涜とくは、とてもではないが許せなかった。

「なにがそんなにおかしい？　ばあさんは、てめぇより強かったよ」

「はっ、面おも白しろいジョークね、クロウ。あんな枯れた老人は、女王はもちろん、私にだってかなわないわ。年寄りがしゃしゃり出てくるから、ろくな死に方できなかったのよ」

「蛇……！」

　クロウは、さらに強く柄つかを握った。もうこれ以上の侮辱は──

「大剣聖さん……死んじゃったのですか……」

　隣からのぽつりとした声に、クロウは一瞬で煮えたぎっていた怒りが冷めていくのを感じた。

　結局、あっさりと日ひ奈な子こにも知られてしまった。いや、隠し通すことはできなかっただろうから、早いか遅いかの問題ではあったが──

「とにかく、てめぇは斬きる」

「そうね、私もこのまま帰るのもバカバカしいわ。大剣聖を八つ裂きにしてやりたかったけど、仕方ない。代わりにあなたを切り刻んでやるわ。バラバラにして、術じゆつ法ほうで骨も残らず焼き尽くしてあげる。いえ、氷漬けにして扉の巫み女こに見せつけるのも面白いかしら」

「やってみろ、この外道フリル」

「ふふん」

　八やツ首くびの蛇は、どこからか取り出したナイフを逆手で握った。そのナイフに、ばりばりと青い電気が流れる。

「やってやるわ、人間さん」

　八ツ首の蛇から圧倒的な『光コウ』の波動が放たれ、そこに殺気が混じる。

　クロウはその殺気を受け流しながら、剣を中段に構えた。もう、桜さくら井い美み月つきのことは頭から離れている。

　大剣聖を侮辱し、日奈子を傷つけた八ツ首の蛇。

　このイカレた敵だけはここで斬る──決意を秘め、クロウは駆け出した。






　　　　３章　果て無き絶望






　稲妻を帯びたナイフが、クロウの首筋をかすめていく。

　濃密な殺意と斬ざん気きに満ちた一撃──かわしても、背筋が凍りつくような恐怖に襲われる。

「くっ……！」

「あはは、あはははははっ！」

　八やツ首くびの蛇は高笑いを上げながら、小柄な身体からだを左右に振りつつ逆手で握ったナイフで斬きりつけてくる。

　クロウの古流コリユウは、格下の相手ならば刃を合わせることなく、体術でかわすことも難しくない。しかし、当然ながら八ツ首の蛇は格下からはほど遠い。

「どうしたのどうしたの！　スイサーラやマナカともやり合ったんでしょう！　そんな程度じゃないはずよ、クロウ！」

「楽しそうじゃねぇか、蛇さんよ！」

　クロウは防戦一方で、後ろに追い込まれていく。

　既に、日ひ奈な子こは巻き込まれない位置に移動してくれている。制限もなく、自由に動き回れる。だが、このままではいつか八ツ首の蛇の一刀がクロウの急所を捉とらえてしまう。

「まったく、呼吸するみたいに術じゆつ法ほう使いやがって！　反則だろ！」

「へー、意外ね意外ね、クロウ。あなたは、斬り合いに卑ひ怯きようも汚いもないタイプだと思ってたわ」

「そいつは、ラーシュの専売特許だな！」

　クロウは上段から八ツ首の蛇の頸けい部ぶを狙ねらって振り下ろす。だが──その斬ざん撃げきは、まるで自分から外しているかのように逸それていってしまう。

「ちっ……また術法か！」

　クロウは、逸れていった剣を手元に引きつけつつ、後ろに一歩下がった。風の術法で軌道を外されてしまったのだ。

「うふふ、術法を使えないなんて人間は不便なものね！」

「てめぇが便利に使いすぎなんだよ！」

　八ツ首の蛇は複数の術法を同時に使いこなす。ナイフに電流をまとわせながら、風の術法でクロウの太刀筋を変えてしまえるのだ。

「どうしたのどうしたの！　大だい剣けん聖せいをバカにした私を斬るんじゃなかったの！」

「いやあ、考えてみりゃ、ばあさんも俺おれが生きることを望むんじゃないかと思ってな」

「なにを都合のいいこと言ってるのよ！」

　ひゅんっ、と八ツ首の蛇のナイフが振られ、クロウは身体を沈めてかわす。わずかにクロウの髪が斬られ、空中に舞う。

「てめえっ、男にも髪の毛は大事なんだぞ！」

「口の減らない男ね！　なんだか七しち剣けんよりも鬱うつ陶とうしいわ！」

「…………！」

　クロウは、はっと目を見開いた。彼は相手の『光コウ』を探知できる。ただ、『光』の強弱だけでなく、ソーディの体内での流れも読み取れるのだ。

　この流れは──攻撃の術じゆつ法ほうが来る！

　ぞくぞくと寒気が背筋を走り、クロウは──即座に意識を身体からだの奥底へと沈めていった。

　危険を察知し、ほぼ無意識に〝無想ムソウ〟が発動する。クロウ自身が無と化し、彼の存在そのものが消失してしまう。

「うわっ！」

　八やツ首くびの蛇が驚きよう愕がくの声を上げた。そのときには、無と化したクロウが予備動作も殺気もなにもなく、剣を振るっていた。

　強い剣けん士しほど、視覚以外の多くの情報から敵の攻撃を読んでいる。その情報のほとんどを消してしまうのが、無想なのだ。

　八ツ首の蛇は、術法を放つべく前にかざしていた左腕をすっと引いた。だが、遅い。

「くうっ……！」

　ふわふわしたフリルのついた袖そでが、噴き出す赤い血とともにめくれ上がる。クロウの斬ざん撃げきが、八ツ首の蛇の左手首を斬きり裂いていた。

「これが……あなたの剣なのね！　面おも白しろい面白い！」

「……俺おれの切り札だぞ。あんまり楽しまれてもな」

　クロウは無想を解除し、通常モードに戻る。斬り合いの最中でなければ解除だけは自分の意志で可能だ。あまり長く肉体を制御できない状態ではいたくない。

「あなたがいなくなった、みたいな剣。それに、発動のタイミングも抜群だわ。もし使ってなかったら、私の炎で黒こげになってたでしょうね」

「これでも、割と修羅場をくぐってるんでな」

　クロウは、まだ十五歳の少年だ。しかし、経験だけは充分すぎるほど積んでいる。この地上でもっとも強い剣士、まったく互角の兄弟弟子との七年間の修行。それに、日ひ奈な子こと出会ってからの数すうヶか月げつの経験は、危機を感知する能力を大きく高めていた。

「ふふふふふ、でもでもわかってるんでしょう、クロウ？」

「ああ、わかってるさ」

　クロウは剣を中段に構えながら答えた。

「おまえがその気になりゃ、炎だか爆発だかで俺を塵ちりにするのも簡単なんだろ？」

「はい、よくできました」

　八ツ首の蛇は満足げに頷うなずいた。

「術法を防ぐには、『光』を高めて防御に使うしかないわ。でも、あなたは『光』を多少使えるらしいけど、多少程度の『光』ではお話にならない」

「だろうな」

　クロウはあえて〝光こう身しん〟を使っていない。肉体に負担がかかりすぎる上に、強力な術じゆつ法ほう相手に防御に使えるわけでもないからだ。

　もっとも、これ以上追い込まれるなら話は別だが──

「まあ、俺おれもおっさんにならってみたのさ」

「おっさん？」

「もっとも、こっちには楽だったけどな。ほんの数分稼げばよかっただけだし」

「だから、なんのこと……を？」

「あなた、私の師し匠しよう、なにしてますか」

　八やツ首くびの蛇の首筋に──巨大な鎌かまの刃がぴたりと突きつけられていた。

　いつの間にか、ウィニアが八ツ首の蛇の背後に立っており、溢あふれんばかりの殺気を放っている。

「……ソーディアの剣けん聖せいね。まったく気づかなかったわ」

「あなた、注意力、ありません。クロウ様、立ち会って、気づくわけ、ありませんですけど」

　ウィニアはいつもの穏やかな表情はどこへやら、鋭いまなざしで蛇を睨にらんでいる。

「クロウ様、どうします。このまま、首、落とすですか？」

「……無理はしなくていい。後ろから攻撃するのは、ソーディの習性が許さないだろ」

「はい……」

　ウィニアは頷うなずくと、ゆっくりディースシーズを下ろした。それから、八ツ首の蛇を警戒しつつ、クロウのそばへとやって来た。

「遅くなり、すみませんです。明あか里りさん、スノウホワイト、連れてこないと、でした」

　ウィニアは、数十メートル先を指差した。小川のすぐそばに、明里とスノウホワイトが寄り添うように立っている。

「ああ、レギオンどももいるからな──って、あれ？」

「お姉さんなら、いつの間にか消えてたのです」

　離れたところにいる日ひ奈な子こが、クロウの疑問を察して言った。確かに、八ツ首の蛇とやり合う前にはいたはずの美み月つきの姿がどこにもない。

「あの姉ちゃん、油断ならねぇなあ」

　クロウと八ツ首の蛇の戦いに巻き込まれるのを恐れたのだろうか。妹と違い、行動も判断も素早い。

「ちょっとちょっと。そろそろ、私の存在を思い出してくれると嬉うれしいわ」

「ちぇっ、忘れたままでいたかったな」

　クロウは、八ツ首の蛇に答える。

「師匠の敵、私の敵です。後ろから斬きる、ダメですが、師匠守る、ためなら、なんでもやります」

「ありがたいな。あいつの術法は、俺じゃ手に負えねぇし」

　クロウには、相性の悪い敵が多い。ソーディと違って、物理常識を超えたかのようなパワーも、『光コウ』も持っていないからだ。巨大なエイジンや、鉄のかたまりであるパワードスーツ、それに術じゆつ法ほうを縦横無尽に使う八やツ首くびの蛇は天敵なのだ。

「蛇の術法、私が防ぎます。任せてください」

「ああ。んじゃ、師弟コンビであのド派手フリルを黙らせるか」

「ふふん、二人がかりね。私はいいわよいいわよ」

　八ツ首の蛇は右手で逆さにナイフを構え、左手に炎を宿らせる。

　クロウはソーディではないので、二人がかりにも抵抗はない。ウィニアも納得してくれている。八ツ首の蛇のほうにも文句はないようだ。

　これで、少しは楽に戦えるか──

　そこまで思ってから、クロウはふと思い出した。

　あのエロいチャイナドレスのお姉さん──ダイナストのサイボーグはどこへ行ったのか。もっとも、ここであのサイボーグにまで登場されても、相手はできない。

「こらこら、余計なことを考えてたら死ぬわよ死ぬわよ」

「死にたくはねぇなあ」

　クロウは不敵に笑って、剣を構え直す。実際、八ツ首の蛇の言うとおりだった。この場にいない敵のことまで考えている余裕などあるものか。

　戦いに雑念は不要だ。いや──戦いは雑念を容赦なく振り落としていく。







「はい、剣けん聖せいの弟子とソーディアの少女が、蛇に挑むようです」

　ローズの姿は、まだ自然公園内にあった。

　クロウたちが戦っている小川のほとりから五百メートル以上離れたところに、木々が鬱うつ蒼そうと茂っている林がある。

　その林の中でもひときわ高い木のてっぺんに、ローズは器用に立っていた。

　スマホを耳に当て、通話中である。

『あの少年も忙しいことですねえ。ソーディ政府に追われる身で、ブレイズとも太たい陽よう教きようとも対立してるとは。僕なら泣いちゃうような状況ですよ』

「彼は自分に救える範囲の人たちを守るつもりのようです。とんだ偽善です。ヘドが出ますね」

『こらこら、これはお仕事ですよ。そういう汚い言葉を吐いてはいけません』

　スマホの向こうで苦笑しているのは、ローズの上司である。

　ロバート・マキシム。〝奇術師〟という通称で呼ばれるダイナストの営業マンで、アジア方面の仕事を取り仕切っている。

　本人はまるでヒラのように振る舞っているが、実は社内でも重要な地位を占めているらしい。直属であるローズにも、今ひとつ図りかねる人物である。

「失礼しました。とりあえず、太陽の乙女は無事です。おそらく、蛇も乙女を害する意図はないかと。彼女は失えば取り返しのつかない人物ですし、この案件に関わっている人物ではもっとも防衛能力に欠けていますから」

『傍若無人な蛇さんでも迂う闊かつなことはできませんかね。ま、こちらとしても桜さくら井い日ひ奈な子こに死なれては困りますから、けっこうなことです。できれば彼女を頑丈なサイボーグに改造したいくらいですけどね』

「それはちょっと……下へ手たなことをして、彼女の能力が失われでもしたら」

　やはり、奇術師の考えることは突拍子もない。思考だけでなく、彼は行動力もあるため、部下としては気苦労が絶えないのだ。

『面おも白しろいアイデアだと思ったんですがね。ああ、タイプＨはどうです？』

「タイプＨのレギオンは、七体とも健在です。桜井美み月つきは、レギオンの生き残りたちとともに一いつ旦たん引くようです」

『なるほど。ま、あの教祖のお嬢様は一度引き下がるだけでしょうね。この機会を逃すとは思えません。我らとしても、タイプＨを早めに試してほしいですしね』

「おそらく、桜井美月はやるでしょう」

　ローズはきっぱり答えた。

　桜井美月の目的を、ローズは察している。その目的達成のために、美月はこれ以上時間を費やさないだろう。

『我々の目的にもだいぶ近づいてきましたね。ふふふふふ、楽しくなってきましたよっと。シルフィ議員の〝不死鳥〟のほうも再び動き出すでしょうね。そっちは僕が担当しますから、ローズ君もよろしく頼みますよ』

「はい。では、引き続き監視を続行します」

『ええ、監視だけでいいですよ。なにせ、僕は部下が少ないですからねえ。あなたに万一のことがあったら、社内でぼっちになってしまいます』

「あなたは、元々ぼっちですよ。それでは失礼します」

『え、あの、ローズ君？　ちょっと！』

　スマホの向こうで、本気で慌てている様子の奇術師にはかまわず、ローズは容赦なく電話を切った。

　上司に言われるまでもなく、ローズはこれ以上直接手を下すつもりはなかった。スノウホワイトのことは気になっているが、彼女を回収するのは難しそうだ。

　それに──

　八やツ首くびの蛇。あのブレイズの中でもひときわ危険な少女との戦いに巻き込まれるなど、冗談ではない。

　ローズは、あくまでダイナストの社員であり、彼らにつくられた存在。剣けん聖せいの弟子の少年と、八ツ首の蛇の私闘に関わる必要を認めない。

　あとは、ただ監視してチャンスを待てばいいのだ。

　先の大戦から七十年、ひたすら準備を整えてきたダイナストの目的のために──







「うああああっ！」

　ウィニアは雄叫おたけびを上げ、ディースシーズを大きく振るった。

　クロウめがけてまっすぐ飛んで来ていた火球を、テニスボールのように弾はじき返かえす。

「ひゅうっ！　やるわねやるわね！　クロウを骨まで焼き尽くすくらいの威力があったのに！」

　八やツ首くびの蛇は、嬉うれしそうに言った。

「師匠、焼いたら困ります！　まだなにも、教えてもらってないです！」

「そいつ、とんでもないセクハラ男なんでしょ？　いらんことまで教えられるわよ」

「せくはら、上等です！　クロウ様、なんでもあげます！」

「相変わらず、ナチュラルに誘惑してくるなあ……ウィニア、恐るべし」

　クロウは剣を構えて間合いを詰めながらぼやいた。はっきり言ってウィニアは、とんでもない美少女で、スタイルも抜群なので、今すぐにでもむしゃぶりつきたい。あまり、シリアスなシーンで誘いをかけないでほしかった。

「見せつけてくれるわね。こっちは、ブレイズの長老どものせいで、恋愛どころか友達もいない人生を送ってきたのに」

「まあ、おまえは相当な危険物だからな……」

　八ツ首の蛇と死し剣けん使つかい。二つの性質を併せ持つ彼女は、ブレイズ内で封じられていたという。要するに、日ひ奈な子こと同じような生い立ちなのではないか。

「おまえは前に日奈子にケガさせてるし、言いたいことは山ほどあるけどな。反省するなら、おまえも俺おれのハーレムに加えてやってもいいぞ」

「何様なのよ、あなたは」

　じろり、と八ツ首の蛇が睨にらんでくる。

「おまえは、ちょっとばかりちびっ子だけど、俺は巨乳じゃなきゃダメなんていう器の小さい男じゃない」

「器が大きい代わりに見境がないじゃないの」

「なにより、可愛かわいいからな。そのひらひらの服も似合ってる」

「…………」

　八ツ首の蛇は、じとっとした目でクロウを睨んで。

「ふん、そんなこと言われて『や、やだ。なに言ってるのよ……』的に照れてくれるとでも思ってるの？　私、そんなちょろい女じゃないから」

「そいつは残念だな……！」

　クロウは、すうっと踏み込んで剣を振るう。無想ムソウではない、古流コリユウの剣。並のソーディならば一刀両断にできるが、八ツ首の蛇は軽々とかわした。クロウはさらに二の太刀、三の太刀を放つ。

「ホント、残念残念！　あなたの剣に恋させてくれたらよかったのに！」

「これ以上惚ほれられると、さすがにドロドロしそうだな！」

　八やツ首くびの蛇もまた、電流をまとわせたナイフで反撃してくる。小柄な身体からだでありながら、パワーが込められた重い攻撃だった。スピードも、剣さばきも、七しち剣けんクラスと言っていい。しかも電気を帯びているため、受け太刀もできない攻撃──これは相当に厄介である。

　クロウは八ツ首の蛇を牽けん制せいしつつ、後ろに下がった。

「次、私、行きます！」

　入れ替わりに、ウィニアがクロウの前に飛び出す。ディースシーズを構え、地を這はうような低い姿勢で走っていく。

「ていうか、私がモテモテね！　さっきは七剣のハーレムで、今度はあなたたち二人！」

「あなた、もう黙る、いいです！」

　ウィニアはディースシーズを下から大きく振り上げた。八ツ首の蛇は、軽く後ろに跳んでかわしたが、斬ざん撃げきの風圧で長いスカートがめくれ上がってしまう。

「わっ……」

　八ツ首の蛇はとっさにスカートを押さえようとしたが間に合わない。スカートの下が、あらわになる。

「おお！　なんかエロいパンツはいてる！」













　思わず、クロウは喜んでしまう。八やツ首くびの蛇のパンツは、派手な赤で複雑な刺し繍しゆうが入っていて、しかも両サイドをヒモでくくるタイプ──ヒモパンだった。

「タダで見るんじゃない……わよ！」

　わずかに顔を赤くした八ツ首の蛇の左手から、氷の槍やりが三本放たれる。

「あなたの相手、私です！」

　しかし、左手から槍が離れたのとほぼ同時に、ウィニアがディースシーズの刃で叩たたき落おとしていた。凄すさまじい反射神経である。

「くらうが──いいです！」

　ウィニアは、さらに続けてぐっと一瞬でタメをつくり、身体からだとディースシーズを回転させるようにして振るった。

　ゴオッと竜巻が起こり、八ツ首の蛇を直撃する。

「くうっ！」

　八ツ首の蛇が、小さな悲鳴を上げる。

　あの技は、クロウも以前に目撃している。ウィニアは巨大なエイジンと戦い続けてきたため、大がかりな技を使うのだ。前に使ったときは、ビルを切り刻んで破壊してしまったほどだ。

　あれの直撃を受けては、八ツ首の蛇といえども──

「ははーっ！　驚かせないでよ！」

「えっ!?」

　ウィニアが、剣を振りきった体勢で驚きよう愕がくの表情を浮かべた。

　八ツ首の蛇は竜巻の中に呑のまれながらも、その内部でにやにやと笑っていた。かと思うと、回転し続けている竜巻からぽんと飛び出して来る。

「あー、びっくりしたびっくりした。なんて技を使うのよ、ウィニア！」

「術じゆつ法ほう、竜巻の中、起こして、風押さえたですか」

　つまり、竜巻の中で風の術法を使って威力を相殺した──らしい。

「八ツ首の蛇をナメるんじゃないわよ。術法を手足のように使えてこそ蛇でしょ」

「伝説の、八ツ首の蛇……ここまで、知らなかったです」

　ウィニアは、ほぼ無傷の八ツ首の蛇を鋭いまなざしで睨にらんでいる。

「ふふ、私ってソーディアでもまだ知られてるのね。ところでウィニア、あなたは向こうのソーディなんだから術法使えるんでしょ？　使ってもいいのよいいのよ？」

「冗談、いいです。あなた、私より、ずっと速く術法、使えます」

　なるほど、とクロウは二人の会話を聞きながら納得する。

　ウィニアが紅くれないの戦せん団だんのリーダー、ネッサとやり合ったときに炎の術法を使うのを目撃している。術法の威力は『光コウ』の量次第だ。強力な『光』を持つウィニアの術法は、八ツ首の蛇に劣るものではないのだ。

　それでも使わなかったのは、発動のスピードでは大きくウィニアが負けているから、ということらしい。タメがなく使える八やツ首くびの蛇の術じゆつ法ほうは、とてつもない脅威なのだ。

「バレてたか。でも、あなたいいわよ。さっき戦った七しち剣けんたちにも劣らない。いえ、鬼気迫ってるところが、平和なこの国で育った七剣たちとの違いかしらね？」

「クロウ様、この世界、生まれ育ったです。でも、私より、ずっと強い。心も、身体からだもです」

「……あーあ、この子すっかりクロウに参っちゃってるじゃないの。どうやって手なずけたの、クロウ？」

「俺おれも不思議なんだけどな。なぜか、可愛かわいい女の子たちが続々と俺の周りに集まってくるんだよ。いや、参ったな」

「ああ、こいつ鬱うつ陶とうしいわ。なんか殺したいわぶち殺したいわ」

　八ツ首の蛇が殺気を向けてくると、さっとウィニアがクロウの前に立った。もはや、弟子というよりボディガードである。

「そうだな、俺も相手してやるよ。ウィニアにだけ任せるのも悪いしな」

「ずいぶん余裕ね、クロウ。なにか──あるのかしら？」

「さて、どうかな」

　クロウは、とぼけて言った。なにかあるかと言えば、答えはイエスでもありノーでもある。自分にも、わかりかねているところがある。

　そう、わからない。

　俺は──ばあさんの戦いを見て、なにを手に入れた？

「そういや、こっちも訊きいておきたいことがある。なあ、八ツ首の蛇」

「なにかしら？」

「おまえ──名前はなんていうんだ？」

　不意に、思いついた疑問だった。剣けん帝ていアミラルとの戦いのあと、初めて会ってからずっと八ツ首の蛇と呼んできた。

　もちろん、彼女にも本名というものがあるはずだ。八ツ首の蛇というのは、七剣や死し剣けん使つかいといった、称号に近い名称だろう。

「……ふふっ、変なことを訊く男ね」

　八ツ首の蛇は、くすりと笑った。年頃の少女らしい、邪気のない笑みだった。

「じゃあ、こっちに来て。ふふふ、クロウにだけ教えてあげる」

「……ふむ」

　クロウは頷うなずき、剣を鞘さやに収めて無造作に八ツ首の蛇に近づく。蛇もナイフを袖そでの中にしまった。

「クロウ様」

「大丈夫だ」

　心配そうに声をかけてきたウィニアに、軽く手を振ってみせる。自分でも意外だったが、クロウは八ツ首の蛇が奇襲をかけてくるとは微み塵じんも思っていなかった。

　クロウが前に立つと、八やツ首くびの蛇はちょいちょいと指で顔を近づけるように合図をしてきた。

「念入りだなあ」

　と、苦笑しながらクロウが八ツ首の蛇の口元に耳を寄せると──

「がぶー」

「…………っ！」

　いきなり頬ほおに噛かみつかれ、クロウは反射的に一歩後ろに下がった。

「あははーっ、びっくりしてるびっくりしてるわ！　さすがのあなたも予想できなかったらしいわね！」

「……な、なにしてんだ？」

「何人も女の子はべらしてるあなたのことだから、ちゅーされるかと思ったでしょ？　ふふふっ、甘い甘いわ！　とんだ妄想だわ！　そうはいかないわ！」

「だからって噛みつく理由がわからねぇけど……」

　クロウは、噛まれた頬を手で撫なでる。そこには、噛みつかれたかすかな痛みと、女の子の柔らかな唇の感触が残っていた。

「結局、キスと大して変わらなくねぇ？」

「え……？　あ、ああ。そうかも……ね？」

　八ツ首の蛇は、戸惑ったように言う。













「この女、クロウ様、驚かせるしか、考えてないです。バカ、です」

「ウィニア、うるさいわよ！」

「あなた、やってくれました。私、殺します」

　ゴゴゴゴゴ、とウィニアの身体からだから渦巻くような殺気が放たれている。

「な、なによ。なんでそんなに怒ってるのよ。私がクロウにちゅ……噛かみついたから？」

「別に、気にしない、そんなことです」

　ウィニアは、なぜかそっぽを向いて言った。戦闘中に敵から目を離すとは彼女らしくもない。

「ああん、もうっ！　別にいいでしょいいでしょ！　私だって、たまには遊んでみたくなるんだから！」

「おまえは、ずっと遊んでるように見えるけどな……」

　クロウは、なぜか顔を真っ赤にしている八やツ首くびの蛇に呆あきれた目を向ける。自分からイタズラを仕掛けておいて、なにを照れているのか。

「ええいっ、どうでもいいどうでもいいの！　名前もちゅーもどうでもいいのよ！　さあ、やり直しよ！　クロウ、ウィニア、まとめてかかって──」

　そこまで言って、八ツ首の蛇はばっと振り向いた。

　ほぼ同時にクロウとウィニアも、同じ方向に目を向ける。

「……と思ったけど、そうはいかないようね」

「そうみたいだな……」

　クロウたちの視線の先には──五人の剣けん士したちがいた。

「よーう、クロ。シルフィに爆撃された割には元気そうだなー」

　巨大な斧おのを軽く振りながら、クロウに笑いかけてきたのは剣けん王おうジーネルだ。

　絶ぜつ剣けんシュナーク、天てん剣けんソーシャ、竜りゆう剣けんリド。それに剣けん将しようの継承者であるイシュトもいる。

　この世で最強と謳うたわれる剣士たち──七しち剣けんだ。

「なんだよー、いろいろ揃そろってんなー。蛇にクロにソーディアの剣けん聖せい。太陽の乙女に……おや、太たい陽よう教きようの女の子たちまでいるのかー」

　慌てて、明あか里りがジーネルにぺこりと頭を下げた。以前、明里は過労で倒れたときに、ジーネルに病院に入れてもらい、退院後の経済援助までしてもらったのだ。

「んん？　ピンク髪の死し剣けん使つかいさんまでいるなー。ちゃんとクロと合流できた……のはいいけど、まーだへこんでんのか」

「……リンネ」

　クロウが気づかないうちに、リンネも姿を現していた。明里とスノウホワイトのそばにいるが、相変わらず目が死んでしまっている。

　八ツ首の蛇を前にしても、彼女の心は戻って来ないようだ……。

「まあいいや。それで、蛇さんよー。あまり動き回ってくれるなよー」

「わざわざ追いかけて来たの？　七剣たちも暇なことね。まあ、あなたたちはブレイズわたしらとぶつかり始めてからこっち、いいとこなしだものね」

「ははー、こいつは痛いところを突かれたな」

　ジーネルは、彗星瀑布グレイトフオールの柄で、とんとんと自分の肩を叩たたいた。

「まあ、それもあるからよー。これ以上、蛇さんに暴れられるのも困るんだよなー」

「そりゃそうでしょう。私、あなたたちを困らせたくてしょうがないんだもの」

　八やツ首くびの蛇は、さらりと答えた。

「はは、そうだろうなー。いいぞ、それくらいじゃないと。厄介なおまえを倒してこそ、アタシらの手柄になるってもんだな」

「手柄をほしがるなんて、七しち剣けんも可哀かわい想そうなものね。これだから、政府の飼い犬に成り下がった奴やつは嫌いなのよ」

「犬でもいいのさー。大事なもんさえ守れりゃな……！」

　ジーネルは巨大な彗星瀑布を片手で軽々と持ち上げ、刃を八ツ首の蛇へと向けた。

「こっからは、アタシらの仕事だ。クロ、悪いけど獲物を横取りさせてもらう」

「……あんたには明あか里りを助けてもらった借りがあるからな」

　クロウは、こくりと頷うなずいた。

「いい子だ、クロ。あとはおねーさんたちに任せておけよー」

「なんか、また借りをつくってる気がするな……」

「ははー、ガキが貸しとか借りとか気にすんなよー。おねーさんはおまえが可愛かわいいのさ」

「……そりゃどうも」

　ジーネルは本気でクロウを可愛がっているので、対処に困る。ヒョウカの友人であるジーネルは、子供の頃のクロウを知っているのだ。もっとも親しくしてきたのはマナカだったが、ジーネルとの付き合いもそう浅くはない。

「おーしっ、始めるか、八ツ首の蛇！　もうこの戦いに次はない！　おまえが死ぬか、こっちが死ぬかだろーよ！　アタシは死なないけどなー！」

「いいでしょいいでしょ！　邪魔をするなら、あなたたちからまず殺してあげる！　いえいえ、心配はいらないわ。七剣たちはなにも悪いことはしてない。女王も傷つけてない。だから、苦しめずに殺してあげる。やすらかに──この世から消し去ってあげるわ！」

「上等っ！」

　ジーネルは両手で彗星瀑布を構え直した。巨大な刃に『光コウ』が伝わっていき、光こう刃じんがまぶしいほどに輝いていく。

「なんだか、勝手に話を進められてますわね。まあ、ジーネルさんが仕切りたいようですので、せいぜいお手伝いをして差し上げましょうか」

「私としては、あの可愛らしいお嬢さんはうちの愛人に加えたいんですけどね。あれで蛇でさえなければいいのに」

　シュナークがぼやき、ソーシャが恐ろしく自分勝手なことを言っている。

　それでも、さすがに七剣だ。シュナークがひゅんひゅんと操る鋼こう糸し剣けんにも『光』が伝わり、いつでも八やツ首くびの蛇をバラバラに切断できる構えだ。

　ソーシャも見えない刀身の剣を左手一本で構えている。剣の聖堂の師範マスターを務めるだけあって、お手本のように一分の隙すきもない。

「あ～、だるだる～。死ぬほどだる～。こんなところまで走らされて～。今日の移動距離が私の五年分の移動距離に匹敵する～」

「どんだけ引きこもってたんだ……」

　クロウは、さすがに突っ込んでしまう。

　竜りゆう剣けんリドは言葉の端々に引きこもりを思わせる。戦闘に出てきたのも、シルフィに自宅を解体すると脅されて、渋々──らしい。

「あ～、面倒くさ～……。もう今日で全部終わらせよ～。終わったら、もう絶対外になんか出ないぞ～」

「あんた、まだ十七歳だろ……隠居すんのか」

　隠居していた大だい剣けん聖せいでも、普通に外に出ていたというのに。

　ますます呆あきれるクロウの視線の先で、リドは手から剣を取り出し、それを握った。竜剣は七しち剣けんの中で唯一の世襲で、一族の剣けん士しの中には稀まれに腕の中に〝竜の牙きば〟と呼ばれる刃を持つ者がいるのだ。

「少年」

「あ……」

　ぽんと肩を叩たたかれ、クロウは振り向いた。セイバーズの制服姿のイシュトだ。

「おー、ちょっと見ない間にも成長してないなあ、会長」

「ぎゃーっ！」

　いきなりクロウが胸を揉もむと、イシュトは悲鳴を上げて小さく跳び上がった。

　手にあまり柔らかさが伝わってこないのは、セイバーズ制服が分厚いせいではないだろう。

「もう三年生だもんなあ。十八歳だもんなあ。これ以上は成長しないか……」

「君、いきなりなにをやってるんだ！　なにを言ってるんだ！」

　イシュトは顔を真っ赤にして後ろに下がり、胸を両手で隠す。

「え？　でも、ちょっと久しぶりに会ったんだし、とりあえずセクハラしておかないと」

「勝手に挨あい拶さつにするな！　本当に、本当に君はもう……！」

　イシュトは肩をぶるぶると震わせている。身体からだを震わせても胸がまったく揺れないのが悲しいところだ。

「ところで、会長はなんであんなおっそろしい連中と一緒にいるんすか？」

「何事もなかったかのように話を続けるな……見ろ、ほら」

「ん？」

　クロウは、気づいた。イシュトの左手首にはまっていたはずの剣けん将しようの継承印コードがなくなっている。

　さきほど見た、ラーシュの継承印コードを斬きり落としたヒョウカの一刀を思い出す。クロウはすっかり忘れていたが、七しち剣けんを継いだ者は、その継承印を師匠か継承を決定した者の手によって斬り落とされる──という習慣がある。

「つまり……会長が剣けん将しようを継いだのか？」

「少年、君には……面おも白しろくないか？　君が尊敬していたマナカが持っていた称号なのだしな」

「……いや」

　クロウは微笑して首を振った。

　確かに、マナカが持っていた称号には思うところもある。イシュトは、マナカとの縁も薄く、剣将の剣を継いだわけではない。

　しかし──あの誇り高き剣けん士しの継承者として、イシュトならばなにも文句はない。

　イシュトはソーディと人間のハーフで、生い立ちにも複雑なものがあったが、自分が進むべき道を見つけ、迷いを振り払った。

　ただ強くなるために邁まい進しんし、優しさも持ち合わせている。彼女ほど七剣にふさわしい剣士もそうはいない。

「会長で、よかったよ」

　それらの思いを込め、クロウは短く言った。

「……そうか。君がそう言ってくれると、私もありがたい」

「じゃあ、お礼にもうちょっとおっぱいを」

「ハハハ」

　イシュトは乾いた笑いを上げると、抜く手も見せずに愛剣の雷狼牙ライロウガを引き抜き、クロウの喉のど元もとにぴたりと剣先を突きつけていた。

「……い、いやあ。すげぇ早業だな。会長、また強くなったんじゃね？」

「立場が人をつくったかな。私も、あの人たちに負けていられないからな」

　イシュトはにっこりと笑いながら、八やツ首くびの蛇に向き合っている七剣たちを見た。

「そ、そうだな。会長なら──大丈夫だろ」

「ありがとう」

　すうっ、とイシュトは剣を引き、ゆっくりと歩き出した。

　当然、イシュトも七剣の一人として八ツ首の蛇に立ち向かうのだろう──が。

「会長、気をつけてくれ。蛇はなにをするかわからない奴やつだから」

「わかってる。私の心配をするなんて、十年早いぞ、後輩」

　イシュトは振り向いて、ぱちりと片目をつぶってみせた。

　剣の学院の先輩で生徒会長で、マナカの称号を継いだ剣士。なんとなく、クロウはイシュトには一生頭が上がらない気がしてきた。

　頭が上がらないなら、これからも胸くらいは楽しませてもらおう──とろくでもないことを企たくらみつつ。

　クロウは、睨にらみ合あう七しち剣けんたちと八やツ首くびの蛇から目を離した。

　これ以上、この戦場で自分がやるべきことはない。ならば──







「日ひ奈な子こ、来い。明あか里りとスノウホワイトも」

　クロウは小走りに日奈子に近づき、彼女の左手首を握った。

　まだ、七剣と八ツ首の蛇は睨み合っている。だが、いつ彼女たちが衝突し、破壊の嵐が吹き荒れるか、わかったものではない。

　一刻も早く、日奈子たちを連れてこの場を離れるべきだった。クロウも含め、人間は肉体が脆ぜい弱じやくすぎる。七剣と八ツ首の蛇の戦いの余波をくらっただけでも、木こっ端ぱ微み塵じんにされかねない。

「クロー、逃げるのですか？」

「蛇の本名とか気になるけどな。ここは、おまえらの安全が優先だ。つーか、態勢を立て直そう。次々にドタバタが起こりすぎている」

　元はと言えば、クロウの目的はリンネの救出だったのだ。同行してくれた大だい剣けん聖せいにも目的があったのはわかっていたが、リーゼベルとの戦い、ヒョウカの出現、さらに日奈子と合流してからもトラブルが立て続けに起こっている。

　既に目的は達したのだから、これ以上予定にないことをするべきではない。

　クロウはまだ体力に余裕はあるが、日奈子と明里、傷ついたスノウホワイト、魂が抜けてしまったリンネと、守るべき対象が多すぎる。

　八ツ首の蛇一人だけでも、誰だれかを守りながら戦える相手ではない。

　この上、なにか問題が発生したら犠牲を覚悟するような事態になってしまう。それだけはなんとしても避けなければならなかった。

「明里は、スノウが守れる」

「……スノウホワイト、おまえは大丈夫なのか？」

「うん、ローズに応急修理してもらった。だから大丈夫。スノウ、戦える」

　スノウホワイトは、いつもの無表情でありながら目に力があった。強い意志が込められた、覚悟を決めた者の目だ。

「ジョーは、スノウを守ってくれた。ジョーのために、スノウはやる。もう、ローズにも負けない……」

「そうか……」

　ジョーは遺体も残さずに消えてしまった。それでも、彼が遺のこしたものはスノウホワイトに受け継がれている。

「よし、ウィニア。リンネを頼む。日奈子は俺おれが──」

　クロウは、日奈子の手首を引っ張ろうとして──抵抗を感じた。日奈子が足を踏ん張って、動こうとしない。

「……日ひ奈な子こ？」

「クロー」

　日奈子は、右手であらぬ方向を指差した。

「なにしてんだ、逃げるんだって。蛇たちが始めたら、こんな公園なんて丸ごと吹き飛んじまうぞ」

「……わたしが気づいているのに、クローが気づかないわけないのです」

「…………」

　クロウは、黙ってしまう。

　そう──クロウは気づいていた。気づいて、気づかないフリをしていた。別に気づかなくてもこの状況に影響はない。

　だから、このまま気づかないフリを通そうと思っていたのに。

「セフィがいるのです」

「……ああ」

　クロウは日奈子の左手を掴つかんだまま、視線を動かした。

　七しち剣けんたちが現れたのと同じ方向、公園の遊歩道に金髪をサイドテールにした制服姿の少女がたたずんでいる。

　巨大な愛剣を握った右手をだらりと下げ、クロウにまっすぐな目を向けてきている。

「……日奈子。本当に時間がない。俺おれたちがここにいたら、会長たちの邪魔にもなるんだよ」

「だったら話は簡単なのです。セフィも一緒に連れて行けばいいのです」

「無理を……言うな」

　クロウは、強引に日奈子を引っ張ろうとして──彼女は驚くほど強い抵抗を見せた。筋力のない、小柄な身体からだで踏ん張っている。

「無理なんか、一つも言っていないのです。セフィはわたしの友達で、クローの幼なじみなのです」

「セフィは、ソーディの姫だ。俺たちとは……違う世界に生きてるんだよ」

「違わないです！」

　日奈子が、本当に珍しく大声を張り上げた。元々、綺き麗れいで透き通った声だけに、周囲にまで広く響いていく。

「春に出会ってから、わたしたちはずっと一緒だったのです。セフィも自分をお姫様だなんて思っていません」

「本人がどう思ってるかは問題じゃない。間違いなく、四よん将しようの娘なんだよ。前にも説明しただろう、シルフィ様は俺を殺したがってる。その俺がセフィを連れ出したりしたら、必ず追っ手がかかる。セフィも、実の姉と俺たちの間で板挟みになっちまう」

「どうしてそんなことを気にするのですか？」

「どうしてもこうしても……それが事実だからだろ」

「事実なんて関係ないのです。クローだってわかっているはずなのです」

　日ひ奈な子こは、クロウに身体からだを寄せて右腕をぐっと掴つかんでくる。

「クローもセフィも、一緒にいたいと思っているはずです。これ以上、大切なことなんてあるのですか？」

「……だから、無理を言うな」

　クロウは、日奈子から目を逸そらし、奥歯を噛かんだ。

「俺おれはもう、セフィとの別れは済ませてるんだよ。もう、終わったんだよ」

　剣けん華か祭さいでのダンスの約束も、遅れはしたが果たせた。セフィはクロウを追いかけると宣言したが、いくら追われても逃げればいいだけのことだ。

「クロー、こんなときに嘘うそは言わないでください」

「日奈子、こいつは現実なんだ。願ったって叶かなわないこともある。俺の剣は、万能でもなんでもねぇ。できることは限られてるんだよ」

「でも、セフィを救うことはできるはずです。救って……ください！」

「…………っ」

　日奈子は、身体をぶつけるようにしてクロウに抱きついてきた。

　大きな胸の感触が伝わってきたが、さすがにセクハラできるような状況でもない。

「日奈子、おまえ……？」

「セフィがいなくちゃダメなのです。わたしとクロー、リンネ、ウィニア、明あか里り、スノウホワイト、イシュト……みんなの中にセフィがいなくちゃ……」

「みんな、が揃そろうことなんてねぇんだよ、日奈子」

　クロウは、しがみついたままの日奈子の両肩を抱いた。

「本当のことを言おうか。おまえには、セフィのところに行くっていう選択肢もある。ウィニアは俺の弟子だし、明里とスノウホワイトは逃亡者だ。政府のふところには入れない。けど、おまえは太陽の乙女だ。空の扉を開けるおまえは、ソーディ政府にとっても貴重な存在だろう。セフィと一緒にいたければ、それは間違いなく叶う」

「わたしのお話、聞いていたのですか。みんなじゃなくちゃいけないのです」

「俺の話も聞いてないだろ。みんな、なんて無理なんだよ」

　クロウは、日奈子の両肩を強く掴み、じっと彼女の目を覗のぞき込こむ。日奈子の言いたいことも、彼女の気持ちもわかっている。わかりすぎるくらいだ。それでも、肯定するわけにはいかなかった。

　日奈子は、怯ひるまずにクロウの目を見返してきた。どこか怒っているようにも見える、真剣な表情を浮かべている。

「わたしは、クローが好きです」

「…………」

「ちゃんと言ったのは、これが初めてでしょうか。でも、セフィと同じです。すぐに答えなくていいのです」

「……なんでこのタイミングで言う？」

「今言わないと、もう言えない気がしたのです。ですが、わかってほしいのです」

　クロウの頭は急速に混乱し始めていた。

　女の子からの告白は、リンネとセフィに続いて三度目だ。だが、慣れるということはまったくない。セクハラはできても、告白には対応できないのだ。

「クロー、わたしは……」

「ま、待て、日ひ奈な子こ。いきなり言われても俺おれにも心の準備がだな……」

　なにを言ってるのだろう、と自分に呆あきれてしまう。

　ここまで、セフィとリンネにもまともな答えを返していない。いくら、すぐに返事しなくてもいいと言われても、「はいそうですか」と納得するのもひどい気がする。

「もちろん、日奈子のことは嫌いじゃない」

　こんなことを言うのが精一杯だ。とはいえ、わかりきったことでもある。いくらクロウが女好きの巨乳好きでも、嫌いな相手を命を懸けて守ったりはしない。

「……お返事はそれで充分なのです」

「いや……でも……」

　これ以上、返事の保留を増やしていいのだろうか。シルフィに見捨てられ、政府のお尋ね者となっても動揺しなかったクロウでも、真面目まじめな恋愛話には心が揺れてしまう。

「わたしが、ただ気持ちを告げたかっただけなのです。だから……いいのです」

「本当に……いいのか……」

　こうやって、日奈子の気持ちに甘えてしまっていいのか。

「今、告白してしまったのは……思うことがあるからなのです。はっきり言うと、セフィがいなくなればわたしにはチャンスが増えます」

「おい」

　なぜ、いきなり恋敵の話になるのか。

「だけど、セフィがいないところでクローと恋人になれても嬉うれしくないのです。セフィを倒さなきゃいけないのです」

「……だから、セフィを連れて行けっていうのか。さらに無む茶ちやを言ってるぞ……」

「無茶は、クローの影響なのです。もうわかっているはずなのですよ」

「…………」

　そう、クロウはもうわかっていた。

　日奈子は決して引き下がらないということを。クロウの影響は多少あるかもしれないが、この意志の強さは日奈子が天性で持っているものだ。

　あの残酷なまでに純粋な美み月つきとも渡り合えるほどの強さ──

　日奈子の意志をくじくことは、クロウの古流コリユウでも無想ムソウでもきっとできない。

「……あー、くそっ。もうマジで時間ねぇ！」

　意外にも七しち剣けんと八やツ首くびの蛇の睨にらみ合あいは長引いているが、もはや一触即発の状況だ。暴発すれば、押し問答などしていられなくなる。

　時間がない──そういうことにしてしまうしかない。

　最初から出ていた結論を、口に出すには他にやりようがなかった。

「わかったよ、日ひ奈な子こ。でも、さっきの返事は保留だからな」

「クローは意外とヘタレなので、すぐに返事できないのはわかっているのです」

「……そっちの返事は保留だけど、一つくらいは言ってやる」

　クロウは、ぐっと奥歯を噛かみしめる。

「俺おれだってセフィを連れて行きたいに決まってんだろ！　ああ、そりゃもう連れて行きたくてたまらねぇよ！　日奈子、俺を説得してくれてありがとうよ！」

「逆ギレされても……クローも素直じゃないのです」

　日奈子は、きょとんとしてから──少しだけ笑った。

「俺もたまにはツンデレになるんだよ。くそっ、急ぐぞ」

　クロウは早口で言うと、日奈子の手首を掴つかみ直して早足で歩き出した。

　一歩も動かずに成り行きを見ているだけだったセフィの前まで行って、立ち止まる。

「セフィ」

「ロ、ロウ……あの、なんとなく聞こえてたけど……えーと……」

「細かい話はあとだ。一緒に来い。追っ手がついたら、俺が追い払う。面倒は全部俺が片付ける」













「え、え……？」

「もうこれ以上、セフィと離れていたくねぇんだよ」

「…………っ」

　セフィが、目を大きく見開いて息を呑のんだ。

「あー、押し問答はおしまいだ。ゴチャゴチャ言ってると、これまでにない、ものっ凄すごいセクハラするからな！」

「どんな脅し文句よ!?」

「俺おれらしいだろうが」

「…………」

　セフィは、右手に握った星ほし崩くずしの剣先をふらふらと揺らしている。そんな反応になってしまうのも仕方ない。クロウを追いかけると言ってはいても、政府のお尋ね者と一緒に行けば、他の大事なものを失うことになるのだ。

　誰だれでも、自分をいきなり変えられはしない──

「セフィ、俺と──来い！」

「…………っ！」

　セフィの迷いを断ち切るために、クロウは右手をさっと差し出した。自分から彼女の手を取ったりはしない。

　最後に決めるのは、セフィ自身だ。

　だが、クロウはセフィを信じている。彼女ならば、きっと手を──

「ロ、ロウ……」

　ゆっくりと差し出されてきたセフィの手。

　クロウは微笑ほほえみ、彼もまた手を伸ばして──

「…………っ！」

　瞬時に、クロウは伸ばそうとしていた手を引いた。

　さっきまで彼の手があった空間に、鋭く空を斬きる音とともに斬ざん撃げきが走った。

　クロウは引っ込めた手を素早く伸ばし、大だい剣けん聖せいの剣の柄を握る。半身で構えを取り、腰を沈め、目にも留とまらぬスピードで抜刀する。

「うおおおっ！」

　雄叫おたけびとともに繰り出された抜き打ちが銀色の弧を描き、襲いかかろうとしていた二の太刀をキィンと澄んだ音とともに弾く。

　クロウの腕を斬り落とそうとした攻撃を放った剣けん士しは──強烈な抜き打ちに押されるようにして、後ろに下がった。

「えらい不意打ちだな。ホント、あんたは真面目まじめそうな見た目に似合わないよな」

「見かけで判断してはいけない、と教えているんですよ。もっとも、剣の聖堂の教え子たちには堂々と戦わせてますけどね」

「ひでぇ先生だな」

　クロウの皮肉に、天てん剣けんソーシャは微笑ほほえんだ。

　完全な不意打ちで、クロウの腕に斬きりつけてきたのは、彼女だったのだ。

「私は師範ではありますが、現役ですからね。教え子にも伝授していないことの一つや二つはあるのですよ」

「ちぇっ、どこの師匠も隠し事だらけだな」

　剣けん聖せいヒョウカも、クロウやラーシュの知らないところで企たくらみを動かしていた。ウィニアにも隠し事をするべきだろうか、とクロウはらちもないことを考えて。

　両手で大だい剣けん聖せいの剣を握り、中段の構えを取った。

　セフィや日ひ奈な子こたちを連れての逃避行の前に、またとんでもない障害が立ちはだかってくれたようだ。

「あ～、マジだる～い。でも逃げられるともっとだるいし～」

「げっ……」

　クロウは、思わずぎょっとしてしまう。

　リドまでもが、例の竜の牙きばを構えてクロウの前に進み出てきていた。彼女から発せられているのは──疑いの余地もなく殺気だった。

　天剣ソーシャに、竜りゆう剣けんリド。

　二人の七しち剣けんが、クロウに剣を向けている。

　これは未み曾ぞ有うの事態だった。強者との立ち会いは、もう数え切れないほど経験してきている。

　しかし、七剣二人を相手にするなど──

　これは、あるいはクロウにとって体験したこともない危機であるかもしれなかった。







　天剣ソーシャ──剣の聖堂の師範を務める達人で、突きの名手。

　竜剣リド──竜の因子を受け継ぐ一族の生まれで、リンネの死し剣けん使つかいのパワーで斬りつけてもかすり傷をつけるのがやっとで、しかも即座に回復する。ほぼ不死に近い。

　正統派の天剣に、とびっきりの邪道の竜剣。

「…………」

　どくん、どくん、とクロウの心臓が高鳴り始める。剣けん将しようマナカに死剣使いサーラ、剣けん帝ていアミラル。この数すうヶか月げつでとんでもない強敵たちと戦ってきたが、最強クラスの剣けん士しを二人同時に相手取るのは初めてのことだった。

　落ち着け──と、クロウは心を平静に保ち、油断なく二人の敵を警戒する。

　七剣二人との斬り合いなど冗談ではないが、この状況はまだマシかもしれない。一人は、竜剣リドだ。彼女は、防御力に長たけているせいで、本気で剣を鍛えたことがないという。強いことは強いが、単純な剣の力量だけならば七剣には及ばない。

「クロウさん、考え事をしていると──死にますよ！」

「…………っ」

　ソーシャが滑るように踏み込んで来て、閃影絶晶刀ハイデイング・ソウルを横よこ薙なぎに振るった。クロウは、かろうじて身体からだをのけぞらせ、鋭いその一刀をかわす。

　天てん剣けんが持つ愛剣は、刀身が見えない。ソーディアの古い金属で打たれたその剣は、手にした剣けん士しの心が曇りなきものならば、その刃は透明となり、触れただけで物体を切断するほどの斬きれ味を持つ。

　クロウからは、閃影絶晶刀は柄と鍔つばしか見えない。刀身の形も長さも、わからない。動きを予測する古流コリユウの使い手だからこそ、なんとかソーシャともやり合えるのだ。

　ヒュン、ヒュン、と鋭い音を響かせながら、ソーシャは次々に攻撃を繰り出してくる。正統派の剣技でありつつ、見えない刀身、左利きと微妙にカンを狂わせる剣さばきが恐ろしく厄介だ。

「ちぃっ……！」

　クロウは舌打ちし、見えない剣を古流で弾く。ジーネルのようなパワーも、マナカのようなスピードもないが、洗練された剣術だ。それだけに、太刀筋を読みやすくもある。もっとも、たいていの剣士は読めたところで対処できないだろう。

「やはり、やりますね！　さすがはヒョウカさんのお弟子さんです！」

　稲妻のような突きが繰り出されてくる。クロウは、わずかに首を傾かしげ、喉のどを正確に狙ねらってきたその突きをかわす。首筋に触れた、剣が生んだ風圧に背中がぞくりとする。

　ガキン、と火花を散らし、クロウとソーシャの剣が交錯して、二人は後ろに跳んだ。

「つーか、天剣。なんなんだよ、蛇と戦うんじゃなかったのか？」

「私の姫君をさらおうとしたでしょう。余計なことをしなければ、もう少し見逃してあげてもよかったのに」

「時間の問題だったのかよ」

　どうやら、クロウはよほどソーシャに疎まれているらしい。

「当然です。傷をつけてくれたお返しもしないといけませんしね」

「けっこう根に持つんだな、ソーシャ」

　ソーシャの胴と右手首には、まだ新しい傷跡がある。ついさっき、墜おちたる宮殿の地下でクロウがつけた傷だ。ソーシャは七しち剣けんの中では穏やかなほうだと思っていたが、人間と男への蔑さげすみをはっきりと口に出し、怒りをあらわにした。

「あんま、俺おれを女性不信にするようなマネはするなよ」

「どう見ても、不信より女性への興味が上回ってるように見えますよ」

「あんたはろくでもねぇけど、美人ではあるよな」

「言っておきますが、私にセクハラしたら、姫君のように照れ隠しの反撃では済みませんよ」

「てっ、照れ隠しなんかじゃ……！」

　セフィが、ようやく口を挟んでくる。まだ彼女のレベルでは、七剣クラスの戦いには割り込めない。だが、黙っていられなくなったようだ。

「ていうか、ソーシャ！　あんた、もういい加減に……！」

「姫君こそご理解ください。私の目的のためには、クロウさんは邪魔なのですよ」

「で、でも……！」

　セフィは言いよどんでしまう。

　ソーシャの肺は、地球の大気に適応できず、病んでしまっている。もう余命は長くないそうだ。

　彼女が助かる方法は、たった一つ。ソーディアに渡り、ソーディが本来ずっと吸ってきた大気の下で生きることらしい。そのためには、空の扉を開かなければならない。要するに、美み月つきと目的は同じなのだ。

　だからこそ、クロウはソーシャの願いを叶かなえてやるわけにはいかない。七しち剣けんに昇るほどの剣を身につけながら、若くして死の病にかかってしまった彼女を気の毒には思う。しかし、ソーシャを救うために日ひ奈な子こに危険を冒させるわけにはいかない。

「ソーシャさんよ、あんまりセフィに無む茶ちやを言うな。あいつは、優しすぎるから板挟みになっちまうんだよ」

「……そのようですね。姫君を苦しめるのは、私としても本意ではないのですが」

　クロウは、ためらいなく日奈子を優先できる。しかし、セフィにとっては、ソーシャは正式な師匠ではなくとも剣を教えてくれた先生なのだ。地球で死ね、とは言えないだろう。

「まあ、クロウさん。あなたを苦しめるのは全然かまいません。というか、苦しめたいくらいですよ」

「意外にドＳだな、ソーシャ……っと！」

　クロウはほとんど反射的に、腰の舞まい姫ひめを引き抜き、振っていた。

「ち……もう少し反撃してくれないと～」

　いつの間にか、リドが肉薄していて、竜の牙きばで斬きりつけてきたのだ。死にたがりの彼女は無茶を言っているが、防ぐのが精一杯だった。

「あんたもいたんだったな。あっさり忘れちまってたよ」

「忘れられると困る～。クロっちには、私を殺してもらわないと～」

「…………」

　クロウは、右手に握った大だい剣けん聖せいの剣でソーシャを、左手の舞姫でリドを牽けん制せいする。

　若くして百戦錬磨の彼も、動揺せずにはいられなかった。殺してくれなどとお願いされたのは、さすがに初めてだ。

「つーか、無理だろ。あんた、リンネに首を斬られてもかすり傷を負っただけだったじゃねぇか。俺おれの剣じゃ、傷一つつけられねぇよ」

「待った、待った、そうじゃないんだよ～」

　リドは、ふるふると首を振った。

「確かにクロっちの剣だと、私を斬るのは無理～。斬りつけても逆に剣が折れる～」

「デタラメすぎんぞ」

「けど、大丈夫～。安心して～」

　リドは、左手で自分の目を指差し、続いて口を大きく開けた。

「眼球と口の中だけは、やわやわだから～。目をくりぬくか、私にそのおっきな剣をしゃぶらせればいいよ～」

「…………えぐいというか、エロいというか」

　クロウは、ソーディであれば女性であっても容赦はしない。剣けん士しを相手に手加減をするのは、侮辱に他ならないからだ。だからこそ、勝負ならば全力で戦う。しかし──斬きってくれなどと頼まれては、さすがにやりづらい。

「だいたい、なにを堂々と弱点教えてんだよ？」

「私はマジ死にたいから～。生きてるの、かったるいし～。今まで何度か弱点教えてきたけど、だ～れも私を斬れなかったんだよね～」

「俺おれなら斬れるとでも？」

「シルフィ、言ってた～。剣けん聖せいヒョウカの弟子、すごく変な剣使うって～。もしかしたら、君なら斬れるかも～」

「女の子に期待されるのは、嬉うれしい限りだけどな」

　クロウは呆あきれ混じりに言った。こんなに応えたくない期待をかけられたのは、初めてだった。

「つまり、二人揃そろって俺を逃がすつもりはさらさらねぇってこったな」

　黒髪美人のソーシャに、ロリっぽいが可愛かわいらしいリドの二人。女の子たちに二人がかりで責められるのは、楽しいようで楽しくない。

「逃げるのは無理、か……ウィニア！」

「はイいア！」

　突然声をかけられたウィニアが、反射的にソーディアの言葉で返事をする。

　そのウィニアもまた、いつの間にかクロウのそばへ近づいてきていた。師匠に加勢するつもりだったのだろう。

「何度も悪いが、頼みたいことがある」

「弟子、言うこと、なんでも聞きます」

「そりゃありがたい。その代わりと言っちゃなんだが、俺が教えられることはなんでも教えるぞ。師匠の剣だろうと、俺の剣だろうと」

「ホントですか！　やっほーっ、やっとクロウ様がデレました！」

「なんでいきなり流りゆう暢ちよう!?　つか、どこでそんな言葉覚えた!?」

　クロウが思わず背後を振り向くと、ウィニアの顔のドアップが見えた。飛びつくようにして、ウィニアが抱きついてきた。

　いつも谷間を剥むき出だしにしている、大きさはさほどでもないが綺き麗れいな形の胸がクロウの背中にぴったりとくっついている。弾むような感触と、柔らかさ。それにおさげにした髪から、甘い香りが漂ってくる。

「お、おい。ウィニア。この状況でなにを……」

「ウィニアーっ！　あんた、離れなさい！」

　注意しかけたクロウの言葉を遮るように、セフィが吠ほえた。素直になれないお姫様も、だいぶデレモードに入っているようだ。

「クロウ様、私、頼ってくれるの嬉うれしい、です。剣も、教えてもらえます」

「いつものカタコトに戻ったな」

　クロウは、ウィニアがわざとカタコトでしゃべっているのではと疑いたくなってきた。デレた、と変な言葉を覚えているのは、ネットで無駄な知識を身につけている日ひ奈な子こに聞いたのだろうか。

「クロウ様、お願い、なんですか？」

「日奈子たちを連れてこの場を離れてくれ。日奈子と明あか里り、それにスノウホワイトだ」

　リンネも連れて行ってもらいたいが、ウィニアでも三人が限界だろう。戦闘能力のない人間の二人と、ダメージを負ったスノウホワイトを優先するしかない。

「逃げる、ですか？　私、お手伝いすれば、あの人たち倒せます」

「はは、大きく出ましたね、ソーディアの剣けん聖せいさん。よかったら、あなたもこちらの七しち剣けんに加わってはどうですか？　剣けん帝ていの座が空いてますよ？」

　ソーシャがいきなりスカウトを始める。

「冗談、いらないです。剣帝、いりません。私、ほしいの、救世主の剣だけです」

「救世主？　ヒョウカさんならともかく、その少年はただの女好きの変態さんですよ？」

「変態、いいです。強かったら、それで」

「……変態は否定しないのかよ」

　クロウは、がっくりと落ち込む。弟子にまで変態扱いされるとは。

「私はウィニアさんにも興味があるんですけどね。なにしろ、私が行きたくてたまらないソーディアの住人なんですから」

「……ソーディア、来るの、ダメです。あそこ、エイジンいっぱい。苦しむ、だけです」

「かまわない」

　ソーシャは、きっぱり言い切った。

　ちなみに、だいぶ真面目まじめな話をしているが、ウィニアはクロウに後ろから抱きついたままだ。

「化け物なんか、怖くありません。私が怖いのは、戦うこともできずに病に殺されることです」

「……病気、ですか。でもあなた、ソーディアの怖さ、知らない」

　ウィニアは、ぎゅっとクロウの身体からだを抱きしめ、背中に顔を埋めた。

　彼女は戻れない可能性もあることを知りつつ、こちらの世界にやって来たのだ。そこまでの覚悟を決めさせた、ソーディアの過酷さはどれほどのものか……。

「まあ、これでウィニアもわかったろ。ソーシャのソーディアへの執着は相当なもんだ。こいつは俺おれたちを逃がしてくれない。リドもな。けど、これ以上この危ねぇ場所に日ひ奈な子こたちを置いておけない。おまえにしか任せられないんだ、ウィニア」

「……わかった、です。日奈子さんたち、安全なところ、連れます」

「ああ、頼む。ありがとうな」

　ウィニアは、こくりと頷うなずいてクロウの背中から降りた。巨大なディースシーズを手に、日奈子たちのところへ駆けていく。

　クロウとしても、判断は悩むところだった。ウィニアに加勢してもらい、二対二でソーシャとリドと戦うのも手の一つではある。だが、なにより優先されるのが日奈子の安全だ。

　七しち剣けんと八やツ首くびの蛇のとんでもバトルの余波がいつ飛んでくるかわからない場所に、日奈子を置いておくわけにはいかない。

　明あか里りとスノウホワイトも、この状況で身を守るのは難しいだろう。

　美み月つきの動向もわからない以上、ウィニアに守ってもらうのが一番安全だ。

「てなわけで、やるか。ソーシャ、リド」

　クロウは、横目でウィニアたちが去っていくのを確認する。

　これで──本気が出せる。

「無想ムソウ……」

　クロウの意識が、沈み込んでいく。無想が発動し、彼の存在そのものが無と化す。

「また、それですか……。本当に、何度見ても奇妙ですね」

「……クロっちが消えたみたい……」

　クロウは、ゆっくりと動き出した。もう彼の肉体は、意識からのコントロールを外れている。

　気配も、殺気も、予備動作も──すべてを消した一撃が奔はしる。

「…………っ！」

　繰り出した一撃を、ソーシャが閃影絶晶刀ハイデイング・ソウルで弾く。脆ぜい弱じやくな人間の一撃は、最大の効果を放つ太刀筋を描いて放たれ、ソーシャの身体からだを浮かせていた。

「クロっち……！」

　全力の一撃を振り切ったクロウに、リドが飛びかかってくる。竜の牙きばの一刀が、クロウの首筋を狙ねらって放たれる。

「…………」

　クロウは無言のまま、左手の舞まい姫ひめでリドの一撃を受け流した。続いて右手の大だい剣けん聖せいの剣で、突きを放つ。まっすぐな突きは、容赦せずにリドの右目を狙って──

「つっ……！」

　リドはわずかに顔を動かし、額ひたいでクロウの突きを受け止めた。ガキン、と鈍い音がして剣先が皮膚のところで止まる。

　本当に常軌を逸した頑丈さだな──と、クロウは呆あきれる。しかし、思考と動作は切り離されており、そう思った間にもクロウの身体からだは動いていた。

「面倒な人ですね！」

　ソーシャが体勢を立て直し、彼女もまた突きを放ってきた。雷光のように鋭い、一瞬で三回の攻撃を放つ三段突きだった。

　一段目で顔を狙ねらい、二段目で喉のど──クロウは無意識状態で、その二度の攻撃をかわした。

　だが、三段目──心臓を狙ってきた一撃は避けきれなかった。身体を横にずらしたが、閃影絶晶刀ハイデイング・ソウルの切っ先が脇をかすめていく。

「…………っ！」

　意識はなくとも、肉体に痛みはある。脇の下が深々と斬きり裂かれ、血が噴き上がった。

　かろうじて、脇の下の動脈は外れている。しかし、そんなことに関係なくクロウの身体は動き続けていた。

　クロウは両手で二本の剣を構え、身体を沈めてから弾けるようにして踏み込んだ。

　右の刃でソーシャの喉への突きを放ち、左の剣でリドの口を狙う。

「くっ！」

「がうっ！」

　ソーシャは身体を反らして、左肩で突きを受けた。リドは口を開き、噛かみつくようにして歯で刃を止めていた。

　死にたがりのくせに、きっちり受け止めている──

「簡単に死ねないから大変なの～。こっちもいろいろあるの～」

　まるでクロウの心を読んだかのように、リドが言った。

　クロウは、右の剣をえぐるようにしてソーシャの肩から引き抜き、左の剣をリドの口に押しつけ、わずかに力が緩んだところで抜いた。

　それから滑るように後ろに下がって中段の構えを取り、反撃をくらわそうとしていたソーシャとリドを牽けん制せいする。

「……これほど隙すきがない構えも初めて見ましたよ」

「クロっち、今のは惜しかった～。一つ間違ったら、お口の中、斬られてた～」

　ソーシャは、左肩の傷を押さえ、出血を止めようとしている。リドはそんな必要すらなく、かすかに斬れた口元の傷はたちまち塞ふさがっていく。

　クロウの脇の下からも、どくどくと血が出続けている。七しち剣けん二人とやり合っておいて、この程度の傷で済んでいるのは奇跡に近い。

「とはいえ、見てるだけってわけにもいきませんね。リドさん、わかってますね？」

「は～い～」

　リドが頷うなずいたのと同時に、ソーシャが駆け出した。素早く、クロウの喉と胸を狙った二段突きを放つ。

　クロウは一段目をかわし、二段目を受け流すと、踏み込んで胴払いをかけた。

　そこに──リドが割り込んできて、クロウの剣を腹で受け止めた。ガキッ、と鈍い音が響いたが、刃はリドが着ているＶネックセーターを斬きっただけだった。

「その首もらいます！」

　ソーシャはリドを押しのけるようにすると、閃影絶晶刀ハイデイング・ソウルを横に払った。一分の乱れもない、見事な太刀筋。

　クロウは大だい剣けん聖せいの剣を立てるようにしてソーシャの剣を止め、流れるような動作で受け流した。そのまま、身体からだをくるりと回転させて左手の舞まい姫ひめを振るう。

「その剣もらう～！」

「…………っ！」

　またもや、リドがソーシャをかばうように動き、首でクロウの剣を受け止めた。

　クロウは、剣を引きつつ、後ろにすっと下がった。

「しぶといですね、クロウさん！」

　またもやソーシャの突き──今度は全力を込めた、一回だけの突きだった。クロウは、即座に反応し、また刃を立ててソーシャの剣を横へと受け流した。火花が激しく散り、完全に攻撃を逸そらしきれず、クロウの右肩に少しだけ閃影絶晶刀が触れた。

「…………っ！」

　ぱっ、とクロウの右肩から血しぶきが上がった。触れただけで斬れてしまう閃影絶晶刀の斬れ味は絶大だった。肌にほんのわずかにかすったくらいだったのに、数センチ斬れてしまっている。

「くっ……」

　斬られた衝撃のせいか、無想ムソウが解除されてしまう。鋭い痛みが、全身に走っていく。

「あー、いってぇ……マジで二人がかりだな」

　クロウは苦痛に顔をしかめながらも、二本の剣を構え直した。

「我々は、既にこの状況を戦争と認識しています。二人がかりも辞しませんよ」

「あんたらは、思いっきり個人的な事情で戦ってるだろ……」

　クロウは、呆あきれつつ言った。

　もっとも、ソーシャとリドがどんな理由付けをしているにしろ、本気でクロウの命を獲とりに来ている事実は動かしようがない。

「は～、まったくだるいな～」

「クロっち、私のマネしないで～！」

「おっと」

　クロウは、苦笑いを浮かべる。

「急ごしらえのコンビネーションにしちゃ、上出来だよな。ソーシャが攻撃、リドが防御か。こりゃ、手がつけられねぇな」

　ソーシャの天才的な剣に加え、リドの反則のような防御力。無想でなく、古流コリユウだったらもう殺されていたかもしれない。

　リンネの剣をも肉体で受け止めたリドに斬りつけて、クロウの剣が折れていないのは、刃が肌に触れ、弾かれる直前に逸そらしているからだ。こんな細かい微調整ができるのも、研ぎ澄まされた太刀筋を使える無想ムソウの状態だからこそだ。

　無想も永遠に使えるわけではないだろう。集中が途切れて無想が使えなくなれば、攻撃すらできなくなる。

「別に観念してもいいですよ。もっとも、楽には殺してあげませんけどね」

「そいつは残念。ま、確かに観念したほうが楽なんだろうな」

「あれ、これは意外ですね。あなたみたいな図ずう々ずうしい人は、見苦しく生き延びようとするかと思いましたが」

「慌てんなよ、ソーシャ。観念するとは言ってねぇよ。こちとら、まだまだやりたいことがあるんだよ。セクハラとか……まあ、セクハラとか」

「他に生いき甲が斐いないの!?」

　セフィが遠くから突っ込んでくる。真面目まじめな彼女はボケも見逃さない。

「それにな……死ねない理由もたっぷりあってな。日ひ奈な子こたちを守らなきゃいけねぇし、マナカの墓参りもしなくちゃいけねぇし……」

　クロウは、不意ににやりと笑った。ソーシャが怪け訝げんな顔をする。笑えるような状況ではない。正気を疑われたのかもしれない。

「生きろ、と言ってくれたばあさんがいるんでな」

　クロウは、右手に握った大だい剣けん聖せいの剣を軽く振るった。

「そうだ、この剣に名前つけておくか。ソーディじゃあるまいし、愛剣に名前はいらねぇけど、せっかくのもらいものだしな。〝ルシェ〟にでもしておくか」

「ルシェ……大剣聖殿の戦時中の通称ですね」

「よくご存じじゃねぇか。可愛かわいらしくて、あの無愛想なばあさんには似合わねぇけどな。いや、そう呼ばれてた頃は可愛かったのか？　七十年前に会いたかったなあ。セクハラし甲斐のある美人だったのかなあ」

「知りませんよ。あなたの判断基準は、セクハラできるかどうかだけですか？」

「まあな！」

　クロウは力強く言い切った。

　大剣聖ジルンシェードは、老いても強く美しかった。若い頃は、可か憐れんさなんてものもあったのだろう。

　おそらく、大剣聖は自分のあだ名を剣につけられるなど嫌がるだろう。もっとも、もう文句を言われることもないので問題はない。

「ソーシャ、それにリドも強つえぇよ。あんたら、最悪のコンビだ。けど、斬きられてやるわけにはいかねぇんだよ。俺おれも……いろいろ背負っちまってるからな」

　クロウは右手の大剣聖の剣──ルシェ、続いてマナカの愛剣、舞まい姫ひめをぎゅっと握り締め、精神を集中させる。

　身体からだの奥底から、熱く燃えるような力がゆっくりと湧わいてくる。人間でもわずかながら持っている『光コウ』を無む理り矢や理りに引っ張り出す──光こう身しんだ。

「へえ、それが切り札ですか……ヒョウカさんに教わったんですか？」

「ああ、あの人は人間もよく知ってたからな」

　剣けん聖せいヒョウカは、クロウの母親──[image: ]かつら城ぎ永と久わとともに古流コリユウを開発していた。永久は古い剣術を伝える家系の生まれで、彼女は女性でありながら一族の麒き麟りん児じとして期待されるほどの剣けん士しだったという。

　ヒョウカは永久という剣士を深く知り、人の体内に宿る『光』にも気づいたのだろう。そして、永久の息子であるクロウに光身という技を伝えた。

「あんたらにも教えてやるよ。人間の強さってやつをな」

　クロウの全身から、白い光が溢あふれてきている。ソーディの『光』は体内でエネルギー源として作用し、剣に伝わって光こう刃じんとして使われる。

　だが、人であるクロウはそこまで『光』を器用には扱えない。無理に引き出した『光』は制御しきれず、全身を巡るのだ。だからこそ、パワーとスピード、身体能力を底上げできる。

「アミラルと斬きり合ったとき以来か……光身と無想ムソウを合わせて使うのは……！」

　クロウは、再び意識を沈めていく。

　アミラルとの戦いで光身と無想を同時に使ったのは、ごく一瞬だった。本格的に使えば、どうなるかわからない。剣が研ぎ澄まされるのか、肉体を制御できずに暴走するのか。

　それでも、二人の七しち剣けんに立ち向かうには、他に手などなかった──







「クロちゃん……」

　リンネは、ぼんやりとつぶやいた。

　セイバーズの黒い制服に身を包んだ彼の身体からだが、白く輝き始めている。

　リンネも何度か見てきた、彼の独自の技である光身だ。無想に加え、光身まで使って戦うつもりのようだ。

　クロウの戦いには、希望があるようには思えない。なにしろ、相手は七剣の二人だ。

　一人は天才的な達人であるソーシャ、それにリンネも身をもって恐ろしさを知っているリド。むしろ、一瞬で殺されなかったことが不思議なくらいだ。

　リンネは、ぎゅっと銀翼ギンヨクを握り締める。

　クロウの命が危ないことは、今のリンネでもわかっている。なのに、身体が動いてくれない。

　リンネがすべてを捧ささげるべき、女王リーゼベル。大だい剣けん聖せいの最後の一撃をくらい、どこかへ消えてしまった。生死すら定かではない。

　女王の姿はどこにもなかった。気配も確認できなかった。あの八やツ首くびの蛇でも、感知できなかったようだ。

　ならば、女王は既に──

「…………」

　リンネは小さく首を振った。ブレイズの頂点に立ち、ブレイズの種族そのものとも言える女王が死ぬわけがない。

　そう思いつつも、どこかで女王の生存を疑ってしまっている。

　女王の不在と、矛盾した思考がリンネの心に大きな穴を開けた。

　いや、それらの思いも果たして自分の心から生じたものなのかどうか。リンネは、死し剣けん使つかいとしての本能に動かされ、クロウにも剣を向けてしまった。

　あのときから、リンネは自分すら信じられないようになっている。

　端的に言えば──どうしていいかわからない。死剣使いではなく、リンネという一人の女の子として考えれば考えるほど、なにもわからなくなっていく。

　しかも、敵になってしまった自分を救い出すために、クロウは敵地へと乗り込んできた。リンネは来てくれたことを喜びながらも、また彼に剣を向けてしまった。それも矛盾だ。

　そして、そのクロウとともにブレイズの本拠地に乗り込み、女王と戦ったのは大だい剣けん聖せいジルンシェード。

　大剣聖とはわずかな期間を一緒に過ごしただけだったが、リンネはあの老剣けん士しが大好きだった。リンネがつくった、あまり美味しくもない料理も文句を言いつつも綺き麗れいに食べてくれた。暇なときは、一緒にゲームをやって遊んだりしたものだ。リンネに負けると本気で悔しそうにし、勝つと心から喜んでいた。

　偏屈で口の悪い老人だったが、一緒にいると楽しく──心があたたかい女性だった。

　その大剣聖は死に、クロウもまた絶望的な状況に追いやられている。

　ボク、どうしたらいいんだろう？

　誰だれと戦えばいいんだろう？

　誰のために戦えばいいんだろう？

　ううん、ボクはまだ戦わなきゃいけないのかな？

　疑問は、次々に湧わいて出てくる。

　しかし、リンネはその疑問に何一つ答えることはできなかった。

「クロちゃん、クロちゃん……」

　混乱しきった頭で、ただクロウのことだけを思っていた。

　それでも、クロウのためにどう動くべきか、その答えもやはり出なかった──














　　　　４章　震える刻






　クロウは走り出し、無想ムソウでの斬ざん撃げきを放った。

　完全に自分を無にした状態での一撃──ソーシャは、かろうじて受け止める。

「藤ふじの裏うら刃ば──」

　クロウは、止められた瞬間に閃影絶晶刀ハイデイング・ソウルの刀身に沿うようにして火花を散らしながら鍔つばのほうへと刃を滑らせ、手首に斬きりつける。

「つっ……！」

　剣先がソーシャの左手首に触れ、わずかに血が舞った。

　藤裏刃は、古流コリユウの技の一つ。受け太刀をされたときに、鍔つば迫ぜり合あいになることを避けつつ、追撃を加える技である。

「無想でも……古流の技が使えるな……」

　クロウは、ぼそりとつぶやいた。

　どうやら、無想を使いこなしつつあるらしい。古流の技の一つ一つは、無意識でも使えるほどに身体からだに染み込んでいる。だが、本当に意識をなくした状態で上う手まく技を使えるかは疑問だったが──

　無想の状態でも技を使え、完全に無になりつつ、会話も普通にできるようになっている。後者は攻撃中にしゃべっては、〝自分の存在を消す〟という無想ムソウのアドバンテージを失うので無意味だが、古流コリユウの剣を使えれば、攻撃のバリエーションも増える。

「クロウさんっ……！　またこの私に傷を！」

「いちいち、その程度のことで怒るな」

　クロウは、ぐっと身体からだをひねり、背後に迫っていたリドのほうを向く。コンパクトに剣を振るう藤ふじの裏うら刃ばには、リドでも割り込めなかったのだ。

　とっさにリドは竜の牙きばを構え、クロウは身体を沈めつつ下から突き上げるように、ルシェの切っ先をぶつけた。竜の牙を空中へと飛ばす。

「天浮そらのうき船ふね……！」

　これも、古流の技だ。相手の剣の重心というべき、バランスを崩しやすいピンポイントを剣先で突き、弾はじき飛とばす。一ミリのズレも許されない古流の剣術の中でも、特に精密な動きが要求される技である。

　クロウは追撃をかけ、左の舞まい姫ひめの突きでリドの口を狙ねらう。

「がう～っ！」

　リドはうなり声を上げ、空中で器用に蹴けりを放った。舞姫の刀身に衝撃が走り、剣先が逸それてしまう。

「あぶない、あぶない～。今のは、マジでお口に入りそうだった～」

「本当になんなんだ。死にたいって割には、ずいぶん必死に防いでるよな……」

「なにしろ、私の中には竜の因子──獣がいるから～。あいつ、なかなか死なせてくれないんだよ～」

「獣か。そんなのは……俺おれの中にだっている……さ！」

　クロウは振り返りもせず、ルシェを後方に向けて振った。容赦せずに背後から斬きりつけていたソーシャの一撃を受け流す。

「ふっ！」

「…………っ！」

　不意にソーシャが唇をすぼめ、クロウは無想のまま鋭く舞姫を振るった。カン、と軽い音が響き、なにかが剣に弾かれて明後日あさつての方向に飛んでいく。

　はっきり視認できなかったが、ソーシャは小さな鉄のつぶてのようなものを、口から噴き出したようだった。普通のソーディならば間違いなく忌避するような裏技だ。

　しかも、ソーディのパワーで放たれた鉄のつぶては銃弾にも等しい威力を持つ。クロウでなければ、剣で止めたところで刀身をへし折られていただろう。

「やっぱり、あんたはえぐい戦い方をするな」

　無想モードを一時解除。クロウは、ふうっと息をついた。

「女なのに、魔性の剣けん士しとか言うんじゃねぇだろうな？」

「ふふっ、ご冗談を」

　ソーシャは剣を構え直し、薄く笑った。

「これは訓練の賜たま物ものですよ。私は、ソーディの習性を超越し、勝つためにどんな戦いもできるように鍛え上げましたから」

「さらっと言ってるけど、とんでもねぇことだよな」

　ソーディの、正面から一対一の戦いにこだわる姿勢は本能に根ざしたものだ。戦争などは例外として認識するものの、簡単に意識から除外できるものではないはずだ。

「勝つために、か……」

「なにしろ、あまり長くないもので。時には罵ののしられるようなことをしてでも、さっさと勝負を決めなくてはいけないんです」

「俺おれは罵らねぇから安心してくれ」

　クロウは、反則技には慣れている。なにしろ、ともに育った兄弟弟子が、生まれついてソーディの習性から無縁な、魔性の剣けん士しだったのだから。

　むろん、ソーシャは彼ほどソーディの習性から外れているわけではないだろう。

「ソーシャ姉ねえ～、私もさっさと勝負を決めたい～。おしゃべりすらだるい～」

「……ちょっと、リドさんの性根を叩たたき直なおしたくなってきましたよ。どれだけ生きる気がないんですか、あなたは」

　ソーシャは、リドをぎろりと睨にらみつける。

「考えてみりゃ、えらい組み合わせだな。どんなことをしてでも生きたいソーシャに、死にたいリドか」

「リドさんの死にたがりも病気ですからね。今さら腹は立ちませんが……たまに、イラっとしますね」

「怒ってるじゃねぇか。って、確かにくっちゃべってる場合じゃねぇな」

　ドン、ドンと立て続けに爆発音が響いた。さらに続けて、最強クラスの剣士たちが刃を重ねたときによく聞く、大気や地面が震えるような轟ごう音おんが聞こえてくる。

　いつの間にか、七しち剣けんと八やツ首くびの蛇の戦いは始まっていたようだ。彼女たちは、移動しつつ戦っているらしく、既にかなり遠くへ去ってしまっている。

　巻き添えを避けたいクロウとしては、ありがたい展開だった。

「つっても、あちこち動き回ってるなあ。ありゃ、いつ戻ってくるかわからねぇ」

「同感ですね。特にジーネルさんと八ツ首の蛇さんは、後先考えない人たちですので」

「じゃ、意見が合ったところで」

「ええ、決着と──いきますか」

　クロウはソーシャの言葉に頷うなずき、再び無想ムソウを発動させる。意識を保ちながらも、自分の存在を無へと変える。

「もうそれも見飽きましたよ！」

　ソーシャは叫び、左手一本で剣を突き出してくる。閃せん光こうのような鋭い突き。しかも、刀身は見えない。しかし、クロウは反射的にその切っ先を見切り、ルシェで弾いていた。

　次の瞬間には、舞まい姫ひめで膝ひざを狙ねらって払う。だが、ソーシャは無の一撃を大きく後ろに下がってかわした。

　クロウが無想ムソウに慣れてきているように、ソーシャも存在を消してしまう剣けん士しに慣れつつあるようだ。

「いい剣でしたよ、クロウさん！」

　ソーシャは、ぐぐっと両りよう膝ひざを曲げて身体からだを沈めた。

　クロウは、似たような構えを見たことがある。イシュトの必殺技、雷穿ライセンだ。特に、三十六段突きを放つ雷穿・連光閃レンコウセンに似ている。

　ソーシャは、身体を沈めたまま、両手で閃影絶晶刀ハイデイング・ソウルを握り、腕と腰をねじっていく。不自然なほどに関節が曲がり、『光コウ』が両腕に集中していく。

「まさか──人間の男に、これを使うことになるとは！」

　ソーシャは剣を突き出しつつ、ねじれていた腕を回転させる。ゴオオッと見えない刀身が空気を巻き込み、竜巻のような音が響く。

　刀身を鋭く回転させながらの、稲妻のような突き──

「天てん爆ばく撃げき砕さい弾だん！」

「…………！」

　これは──とクロウは目を瞠みはった。似ているのは、イシュトの技にではない！

　セフィの必殺技、星せい爆ばく撃げき砕さい流りゆうと同じ──いや、違う。

　威力はソーシャのほうがはるかに勝っている。そしてセフィの技より回転半径は小さいが、回転そのものが桁けた外れに速い。セフィの技のように大穴は開けられなくとも、ソーシャの奥義は威力も貫通力も圧倒している。

　砲弾のような威力で敵を砕くのがセフィの星爆撃砕流。ソーシャの天爆撃砕弾は針のように極小の穴を開け、急所のみを貫くのだろう。

　クロウはソーシャの技を分析しながら、動き出していた。

「花か散さん乱らん撃げき──！」

　さっきヒョウカも使った、同時に幾いく閃せんもの剣を放ち、複数の相手をさばくための技だ。しかし、クロウは複数の斬ざん撃げきを、ソーシャの剣だけに一気に叩たたき込こむ。

「くううっ！」

　ソーシャは花散乱撃を受けつつも、さらにまっすぐ剣を突き出してきた。これも、セフィの技との違いだった。セフィはその場に留とどまり、突きを放つだけだったが、ソーシャは前へと鋭く踏み込みながら突いている。

　圧倒的な威力に、正確に相手の力を逸そらす花散乱撃でも威力を殺しきれていない。

「…………っ！」

　花散乱撃はソーシャの奥義に押され、弾かれてしまう。

「まだだ──！」

　クロウは瞬時に体勢を立て直す。

　今にも心臓を貫こうとするソーシャの剣に向かって──九つの光の筋が見えた。

　九きゆう天てん聖せい斬ざん。対象を斬きるための軌跡が白い光となって可視化され、その光の筋をなぞることで必殺の斬ざん撃げきを放つ。

　クロウは、今は敵ではなく相手の刃を破壊する軌跡を見ていた。

「くっ……！」

　クロウの刃がソーシャの剣にぶつかり、今度こそ奥義が逸それていく。それでも、鋭い回転から生み出される圧力に、クロウの身体からだは吹き飛ばされる。

「ぐっ、くっ……ううっ……！」

　数メートル飛ばされて、クロウは苦痛の声を上げながら地面をゴロゴロと転がっていく。全身に鈍い痛みが走り、それでもなんとか体勢を立て直す。

　無想ムソウモードが解除され、クロウは胸を押さえた。かすってさえいないのに、ハンマーで殴られたような重々しい衝撃が感じられた。

　さすがは天てん剣けんの奥義──かわしても、ダメージを与えてくるとは。

「……まさか、私の奥義をしのぐなんて」

　ソーシャも体勢を戻し、閃影絶晶刀ハイデイング・ソウルを構えていた。その顔に、少なからず驚きが浮かんでいる。

「まったく……奥義をくらったら、きちんと死んでくれないと困りますよ」

「無む茶ちや言うんじゃねぇよ」

　それを言うなら、九天聖斬もクロウの奥義だった。それを、敵を斬るのではなく防御に使わされたというのは、軽い屈辱ではある。

「無茶の一つも言いたくなりますよ。私は……ごほっ！」

　突如、ソーシャが咳せき込こみ始める。そのまま咳せきが止まらず、彼女は顔を伏せてしまう。

「ごほ、ごほっ……っと、失礼」

「あんた……」

　クロウはあ然としてしまう。口元を押さえていたソーシャの手は、真っ赤に染まっていた。明らかに尋常ではない量の血を吐いている。

「別に同情を誘ってるんじゃないですよ。あいにく、そこまでの演技派ではないもので」

「……同情したって、剣先が鈍ることはねぇよ」

「それは残念。いや、気の毒でしょう？　最強でありつつ、薄幸の美剣けん士しって」

「自分で言うんじゃねぇよ……」

　ソーシャが病気というのは話に聞いただけだったが、こうして目の前で症状を見せられると少しばかりキツい。

　剣士が斬り合いの果てに死ぬなら、なにも問題はない。しかし、戦うこともできずに病気で死ぬとなると……。

「さっきの奥義──あれのせいか？　相当、身体に負担がかかるんだろ？」

「だから、死んでおいてほしかったんですよ。でも──奥義が使えなくても問題はなにもありません」

　ソーシャは左手一本で閃影絶晶刀ハイデイング・ソウルを上段に構える。

「奥義を使わずとも、あなたを少しずつ切り刻めばいいだけのこと──！」

　ぐん、と腕が伸びたかのような鋭い突きが繰り出されてくる。クロウは瞬時に無想ムソウを発動、切っ先を逸そらす。激しい火花が散り、クロウは顔にそれを浴びながらもかまわず、前に踏み込んだ。

　左手の舞まい姫ひめを横に振り、ソーシャの首を狙ねらう。だが、彼女は身体からだを反らし、ギリギリのところでかわす。そのときには、クロウは身体を回転させながら右手のルシェで再び首に斬きりつけていた。

「くっ！」

　ソーシャの首の皮膚が斬れ、血がぱっと飛び散った。

　攻めろ──クロウの頭の中で思考が加速していく。肉体は意識と切り離され、動いているはずだが、脳からの命令を受け取ったようにスピードが上がる。

「むっ……！」

　真横から飛び込むようにして、リドが放ってきた一撃を、そちらを見もせずに威力をゼロにして受け流す。

　リドの太刀筋は洗練されていないが、攻撃はのしかかるように重い。竜の牙きばの刃も薄っぺらく見えるが、妙に頑丈で、ただ振っただけの攻撃に凄すさまじい圧力を感じる。

「防御だけかと思ったら、意外にやるな！」

「私、どんなに全力出しても身体壊れないから～」

「そりゃ厄介だ！」

　人間もソーディも全力を出せるのは短い間だ。肉体への負担がかかりすぎないように、脳がパワーにリミッターをかける。ところが、不死に近いリドならばそのリミッターを外しても肉体への負荷は最小限で済むというわけだ。

　なるほど、とクロウは納得する。竜りゆう剣けんが世襲で、不死の力を持っているとしても〝剣けん姫き〟クラスの剣術しか使えないリドが七しち剣けんに選ばれたというのは、不思議なことだった。

　だが、この並外れたパワーがあるなら、納得できる。ジーネルほどではなくとも、ずば抜けた力に加え、極めて高い防御力と回復力──総合的な戦闘能力は七剣クラスだ。

「はああああっ！」

「だ～っ」

　ソーシャとリドが、同時に前と後ろから襲いかかってくる。ソーシャの突きと、リドの斬ざん撃げき。この世でもっとも強い者たちの同時攻撃の結果は、絶望と死しかあり得ない。

　それでも、無想のクロウは動揺すらしなかった。右のルシェと、左の舞姫。二本の剣を、唯一無二のタイミング、一ミリの狂いもない軌道で振るう。

　そうさね、それでいい──

　頭に、偉大な老剣けん士しの声が響く。クロウは心の中で頷うなずき、ソーシャとリドの剣を弾く。

　こらこら、もっと速く動けるでしょ？　私にはかなわないけどね──

　今度は、この地上でもっとも速かった剣けん士し──マナカの声だ。

　もちろん、幻聴だということはわかっている。いや、違う。クロウが理解したことが、彼女たちの声で言語化されたというだけだ。

　あの二人が言いそうなことだからな──

　クロウは不敵に笑いながら、ソーシャに向かって踏み込んだ。

　もっと速く、もっと正確に──！

「なっ……!?」

　ソーシャが、びくりと反応する。クロウの速度が劇的に跳ね上がったからだ。

　全身を白く輝かせながら、一気にソーシャのふところに飛び込み、さらに横にステップした。

　殻からの空うつ蝉せみ──相手の視線を先読みし、瞬時に死角へと移動してから斬ざん撃げきを放つ。優れた視力を持つソーディといえど、目の構造は人間と変わらない。どうやっても死角というものが存在する。それを利用した技である。

「くうっ！」

　ソーシャからはクロウが忽こつ然ぜんと消えたように見えただろう。完全な死角からの、胴を狙ねらった一刀。しかし、ソーシャもさすがというべきか、気配を消した相手が死角から放った一撃を、閃影絶晶刀ハイデイング・ソウルで受け止めた。

　ただ受けるだけで精一杯か、ソーシャ！

　クロウは藤ふじの裏うら刃ばで剣を滑らせ、肩に斬きりつける。ざくっと肉を深く斬り裂く感触が手に伝わってきて、真っ赤な血が飛び散った。

「ぐふっ……！」

　ソーシャがまた血を吐いて、後ろに下がる。そのときには、クロウは既に次のアクションを起こしていた。

「はうわっ!?」

　リドの背後に回り込み、両手の剣で首を狙って何度も斬りつける。

「ク、クロっち～！」

　もちろん、クロウのただの斬撃ではリドの首は傷一つつかなかった。リドは素早く振り向き、竜の牙きばを高く掲げ、全霊を込めて振り下ろす。小柄な身体からだでの攻撃とは思えない、大岩が降ってくるような一刀だった。

「甘い」

　クロウはつぶやいて、すうっとリドのふところに入り、ルシェの柄つかをみぞおちへと叩たたき込こむ。

「うっ……！」

　リドが、短い悲鳴を漏らす。クロウの全体重に加え、相手の一撃の重さをも利用する技、破は月づきである。敵の攻撃が強ければ強いほど、威力を増す。隙すきの大きいリドの攻撃は、カウンターを仕掛けやすい。

「ぐ……うう～っ……」

　ふらふらとリドがよろめき、クロウにもたれかかってくる。異様な防御力を誇る彼女でも、急所を自分のパワーを利用して攻められては、ノーダメージとはいかなかったらしい。

　リドの小さな身体からだのぬくもりが伝わってくる。剣をまともに受けても傷一つつかない肌なのに、不思議と柔らかかった。

「……ふわっ!?」

　リドが、びくんと反応する。クロウは無想ムソウのまま両手の剣を離し、リドの背後に回って彼女のセーターの裾すそから手を滑り込ませ、慎つつましいふくらみを直接揉もんでいた。

「あうっ、んっ、んん～っ！」

　手を動かすたびに、リドの小柄な身体がびくびくと反応する。

　胸は薄くとも柔らかく、それに──

「ノーブラ……？」

「だ、だらだらライフにブラなんて邪魔な……って、なにしてるの～！」

　リドが、ぶんっと竜の牙きばを振るった。クロウは素早く手を離し、さっき地面に突き刺しておいたルシェと舞まい姫ひめを握って後ろへと跳んだ。

　着地と同時に無想を解除。呆あきれつつ攻撃のチャンスを狙ねらっていたソーシャに切っ先を向け、牽けん制せいする。

「クロウさん、あなた斬きり合いの最中になにをやってるんですか？」

「俺おれも驚きだ。まさか、無想の状態でセクハラするとは……無想セクハラか」

「本気で驚かないでください！」

　ソーシャが鋭くツッコミを入れてくる。

「う、うう～、おっぱい触られたのなんて生まれて初めて～……」

　リドは、顔を赤くして腕で胸元を隠している。彼女はまだ十七歳の少女で、おそらく世間知らずだ。男と接したことすら、あまりなかったのではないか。

「生で揉まれたのももちろん初めてだよな。俺が初めての男か……」

「へ、変な言い方するな～！」

　リドは耳まで真っ赤にして、ぶんぶんと竜の牙を振った。

「ああ……いや、そうじゃなくて。クロウさんが妙なことするから、そっちに気を取られてしまったではないですか。今のは……なんですか？」

「なんのことだ？」

「とぼけないでください」

　ソーシャも、クロウに閃影絶晶刀ハイデイング・ソウルの切っ先を向け、軽く振った。やはり、刀身は見えていない。

「一瞬のうちに、私やリドさんのふところに入り込んでいました。あれは──瞬しゆん絶ぜつの法ですね？」

「そういや、あんたも見てたんだったな」

　大だい剣けん聖せいとリーゼ、頂点を極めた剣けん士したちの死闘。その最中、大剣聖は衰えた肉体を補うために、動きの無駄を一切なくし、最短最速の軌道で剣を振り、一瞬で相手から姿も見えなくなるほどのスピードを見せた。

「ばあさんほど完かん璧ぺきじゃなかったけどな」

　古流コリユウの技と同じく、瞬しゆん絶ぜつの法も意識して使ったものではない。いや、意識して使うことは不可能だっただろう。

　瞬絶の法は老いた大剣聖が、長い時間をかけて編み出したものだ。マネをしようと思っても、一朝一夕でできるはずがない。

「無想ムソウは、自分を無にして存在を消し、必殺の一刀を放つ。無にしているのは、気配や予備動作だけじゃないようだな」

　クロウも、ようやく意識を保てるようになって無想の正体がわかってきた。

　無想の状態では完全に力が抜け、全身の力を無駄なく使うことができている。同じく無駄を消し去る瞬絶の法とは相性がよかったようだ。

　いや──

　大剣聖はあるいは、古流の先にある無想のことを知っていて、相性のいい技を編み出していたのかもしれない。いつか、クロウに伝えることも考えて。

　ただ、いくらなんでも先が読めすぎているし、大剣聖がクロウを孫のように思っているといっても、そこまで世話を焼いてくれただろうか。

　もう大剣聖の意図を知ることはかなわないが、クロウの無想は瞬絶の法を取り込んで、〝極み〟にたどり着きつつある──

「でも、まだだな」

「……なにがですか？」

　ソーシャが、怪け訝げんそうな顔をする。

「瞬絶の法も完璧じゃねぇし、自分でコントロールもできねぇ。これじゃ、まだ完成とは言えないだろ」

「七しち剣けん二人とここまで渡り合っているだけで、とてつもないことですけどね……」

「あと、私のおっぱいも揉もまれた～」

　リドの顔はまだ真っ赤だ。もしかすると、斬きるよりセクハラしたほうが彼女を抑え込めるかもしれない。

「本当にたいしたものですよ、あなたは。私の奥義を防ぎ、ここまで私たちの剣を受けている。正直、私は男も人間もゴミだと思っていましたが、クロウさんは特別だと認めざるをえませんね」

「じゃあ、あんたもおっぱい揉ませてくれ！」

「……ゴミではありませんが、クズですね」

「返す言葉もねぇな」

　むろん、クロウはソーシャの胸を揉みたいと心の底から思っているが、彼女を相手に飢えを満たすのは難しそうだ。非常に残念である。

「私は、どちらかと言えば揉もむ側ですしね」

「あんたもけっこうなクズじゃねぇか」

　そういえば、ソーシャは剣の聖堂の師範でありながら、教え子たちを愛人として囲っているのだった。倫理的とはとても言えない。

　お互いに、ろくでもない。クロウはそう思いつつ、ため息をついた。

「なあ、ソーシャ、リド。ここまでにしねぇか？」

「は？　寝言はよしてください。あなたはまだ生きているじゃないですか」

　クロウの脇と肩からの血も止まっている。深い傷だが、死ぬほどのものではない。

「でもな、あんたたちじゃ足りねぇんだよ」

「足りない？」

「ソーシャも、リドも文句なしに強つえぇ。間違いなく、この世で一番強いソーディの一人だろうな」

「今さら、なにを言っているんです。我々は七しち剣けんなのですよ」

　そのとおり、それぞれ個性があり、多少の差があっても七剣たちは甲乙つけがたい強さを持っている。七剣同士が戦えば、天てん秤びんのわずかな傾きの違いで、勝敗はどちらにでも転ぶだろう。

　大だい剣けん聖せいとリーゼはとてつもなく強かったが、それも七剣たちと絶対的といえるほどの差があったわけではない。

　ソーディの強さには限界があり、極めればほぼ同じレベルに達する──それは疑いようのない事実なのだ。

「ああ、そうか……」

　さーっ、とクロウの頭の中に立ちこめていた霧が晴れていく。

　なぜ、文句なしに最強の天てん剣けんと竜りゆう剣けんを相手に立ち会いながら、物足りなさを感じてしまったのか。

　無想ムソウを極めつつあり、瞬しゆん絶ぜつの法すら使えてしまっている。それでも、クロウが唐突に段階を飛ばして強くなったわけではない。

　七剣の二人は間違いない強敵で、今のクロウでも敗北は充分にあり得る。

　物足りないなど、驕おごるにもほどがある。

　だが、求めていたものの答え──それがなんなのか、ようやく見つけたのだ。

「ラーシュ、か……」

　クロウは、ルシェと舞まい姫ひめをぎゅっと握り直す。

　いつか戦わなくてはならない宿命の相手。

　しかし、ついさっきクロウはそのラーシュを圧倒してしまった。自分の思い込みは誤りだったのかと思ったくらいだ。

　いや、違う。やはりラーシュこそがクロウが追い求めるべき相手なのだ。

「ヒョウカさんのもう一人のお弟子さんがどうかしたのですか？　墜おちたる宮殿で、八やツ首くびの蛇とやり合っていたようですが、あなたにも及ばないでしょう？」

「そうだな、あいつはまだ足りない。家が金持ちのくせにおごってくれねぇし、澄ましたツラしてるけど実は女の子も好きだし、面倒を押しつけても逃げたりするし、ろくでもねぇけど」

「そんなこと、訊きいていませんが」

　今は、クロウが先を行っている。ただ、それはたまたまこの数すうヶか月げつでクロウが強敵を相手にして、成長してきたからだ。

　クロウは、ソーディがたどる方法とは違うやり方で成長し、まったく異なる剣を身につけてきた。

　その剣を完成させるためには、同じく異質な方法で鍛え上げ、異常な剣を身につけた相手を超えることが必要なのだ。

　それこそ、まさに──

「我ながら気色悪いけど、俺おれが一番信じている剣けん士しはあいつなのかもしれねぇな」

「……ほう」

　ソーシャは小さく唸うなると──すうっと滑るようにして踏み込んで来て、強烈な斬ざん撃げきを放ってくる。

　クロウは、その場から動きもせずに、ルシェの一刀で受け流す。

「また、あっさり防がれましたね。本当に……腹の立つ人です」

「俺は、あんたに腹は立たない」

　今の斬撃で、クロウはさらなる確信を得た。

　ソーシャの剣のほうが、ラーシュよりも強烈だ。だが、クロウは強く速い剣ならばもう飽きるほど受けてきた。ここ数ヶ月での強敵たちとの戦い、そして七年に及んだ剣けん聖せいヒョウカとの修行の日々だ。

　七しち剣けんクラスのソーディの剣は、もう充分に味わってきた。それに対抗するための古流コリユウであり、無想ムソウなのだ。

　既に、無想ならば七剣たちの剣とも渡り合えるようになっている。

「ラーシュの剣は──あいつの斬流ザンリユウは、無想も呑のみ込こんじまうかもしれねぇ」

「呑み込む……なんのことですか？」

「ソーシャ、リド、あんたたちの剣じゃ〝無〟は斬きれねぇ。だけどな、純粋な斬ざん気きの奔ほん流りゆうは、そこにないもの──〝無〟ですら圧倒するだろうよ」

「……なにを言ってるのか、わかりませんよ」

　クロウは、ソーシャの言葉に微笑ほほえんだ。

　わからないのも当然だ。クロウ自身も、自分でなにを言ってるのか理解しきれていない。

　さっきのラーシュとの斬り合い──あれだけでは足りないのだ。まだ、斬流の一端を知った程度。彼の斬流も、まだ〝無〟を圧倒することはできない。

　それでも、クロウは自分が求めているものがラーシュの剣だと確信した。

　ソーシャたちと戦えば戦うほど、自分の中に欠けているもの、それを満たすために必要なものが浮かび上がってくる。

　それは、本能が求めているといえるかもしれない。

「なあ、ソーシャ。なんで、師匠が、あんたたちみたいなバカ強い剣けん士したちじゃなくて、俺おれとラーシュの相手を七年もやっていたのかな」

「ま、それは不思議ではありましたね。私やマナカさんみたいに面倒見のいいタイプでもないヒョウカさんが、弟子を二人も取って山に籠こもっているなんて」

「だろうな。自分の修行をするならともかく、時間を二人の弟子に使うなんて」

「なにが言いたいんです？」

「師匠も、弱くても俺たちをあてにしてたのさ。多少時間を犠牲にしても、俺とラーシュが師匠に追いついてくると信じてたんだ」

「……なるほど。恐ろしく自信過剰にも聞こえますが、なんとなく納得もできますね」

　ソーシャは小さく頷うなずいた。

　クロウも、理屈になっているとは思っていない。しかし、剣けん聖せいヒョウカとその弟子二人には、理屈を超えた信頼がある。

「俺も、あいつがいればもっと強くなれる。いや、あいつじゃなきゃいけないんだ」

　それは、疑うことすらできない、間違いない事実だった。

「そうですか。ですが、あなたはもうその信頼する兄弟弟子には会えません」

　ソーシャは、剣を身体からだの左側で立てるように構えた。日本の剣術でいうところの八はつ相そうの構えである。

「私の身体も、たいがいポンコツですけどね。クロウさんももう限界でしょう？」

「……まだまだいけるさ。こっちはソーシャの胸も揉もんでないし、リドのパンツも見てないんだぞ」

「わ、私のねこパンツ見られちゃうの～？」

「動物プリントかよ」

　パーカーの形といい、リドは猫が好きらしい。

「バカを言ってごまかそうとしても無駄ですよ。そうやって、普通に立っているように見えても、とっくに限界のはずです」

「……いい目をしてんな。さすがにあんた相手じゃごまかせねぇか」

　クロウは、自分の胸を押さえながら言った。

「多くの剣士を預かる師範ですからね。調子を見抜く観察力は必須です。だから、わかるんですよ。おそらく、肋ろつ骨こつの二、三本が折れてるでしょう？」

「……本数まではわからねぇな」

　認めるしかなかった。光こう身しんが発動しているため、通常より回復力が上昇し、痛みも薄れている。それでも、回復力は骨折を癒いやせるほどではない。

「私の奥義は、姫君に伝授した技ほど派手ではありませんがね。かわしても、見た目以上の広範囲に破壊をもたらします。肋ろつ骨こつだけでなく、全身に大きなダメージがあるはず」

　ソーシャは、じりじりと近づいてくる。

　確かに、全身に痛みが走っている。並の人間ならば、立っていることも不可能だろう。クロウは光こう身しんと気力で、二人の七しち剣けんに立ち向かえている。

「あなたの危険性はよくわかりましたよ。その技……無想ムソウといいましたか？　それを極めれば、七剣ですら手に負えなくなるかもしれません。実際、マナカさんとアミラルさんはあなたに敗れているんですからね」

　ソーシャから、強烈な『光コウ』が放たれてくる。もはや、病人の弱々しさなどどこにもなかった。

　最強の七剣の一人、剣に生きてきた鬼だ──

「ラーシュさんがいればもっと強くなれる、というならここで止めなければなりません。あなたは我らの敵なのですから」

「……いらんことを言ったかな」

　クロウもまた、二本の剣を中段で構えた。

「リドさん。もう、ここから先は細かい剣技は忘れてください。どんなにクロウさんが強くても、我らがパワーとスピードで圧倒しているんです。押して押して、反撃する隙すきを与えなければいいんです」

「……それだと、私たちが勝っちゃうな～」

「勝つんです……よ！」

　ソーシャが、閃影絶晶刀ハイデイング・ソウルを高く構えて、飛びかかってきた。

　クロウは瞬時に無想を発動、その剣を弾く。しかし、刃がぶつかった残響が消える前に、ソーシャはさらに鋭く踏み込み、連続して剣を振るってきた。

　なにも考えていない、がむしゃらな斬ざん撃げき。だが、どの攻撃も正確に急所を狙ねらってきている。無想で無意識に反応しているからこそ、クロウも攻撃を受け流せている。

　機関銃のように、止まらずに斬撃が加えられてくる。上から下から、右から左から、無む茶ちやな太刀筋に見えて、精妙極まる攻撃だ。ソーディにありえない反則技などより、よっぽど恐ろしい。

「も～、しょうがないな～。けど、私のねこさんパンツは盗とられたくないし～」

「…………っ！」

　クロウは、内心で息を呑のんだ。竜りゆう剣けんリドもまた、がむしゃらに剣を振り回し、襲ってきたのだ。

「盗るなんて言ってねぇけどな……」

　ぼそりと言いつつ、クロウはリドの剣を受け続ける。

　リドの太刀筋は乱れているし、弾かれるたびに体勢を崩している。それでも、防御を考えない猛攻は、ソーシャとは違う意味での脅威だ。

　クロウは、二本の剣を自在に操りつつも、二人の斬ざん撃げきをさばくので精一杯だった。無想ムソウは、ほとんど自動で防御を行う。攻撃もまた自動だが──まったく反撃できない。二人の七しち剣けんの弾幕のような攻撃の前に、反撃する隙すきなど髪の毛一筋ほどもないのだ。

　無想ならば、ソーシャとリドの攻撃を、威力をゼロにしてさばき続けられる。

　しかし──

「…………っ」

　クロウは、肉体をコントロールできないが、異常を感じ始めていた。肋ろつ骨こつと、他の傷のダメージ、それに全身の痛みが増してきている。

　それだけではない。七剣の攻撃をさばくほどの動きは、人間であるクロウには著しい負荷となる。一撃を受け流すだけで、体力を激しく消耗してしまう。

「なかなか頑張りますね！　でも、あなたはもう──！」

　ソーシャは連続攻撃の手を止めない。リドも同じだ。

　二人は、常にクロウを挟み込むような位置に立ち、動きを封じてきている。瞬しゆん絶ぜつの法ならば二人の死角に即座に移動できるが、物理的に封じ込められていては、それもできない。

　さすがは天てん剣けんソーシャ、単純ではあるが見事な対応だ。

　そして彼女の意図を即座に読み取り、盾になることもいとわないリドも無む茶ちやな突撃を続けている。

　このままではジリ貧だ──

　クロウは、あっさりと自分が追い詰められてしまったことに気づいていた。







「ああ……」

　リンネは、ふらりと一歩前に出た。

　クロウは、ソーシャとリドを相手に信じられないほどの健闘を繰り広げていた。

　大だい剣けん聖せいが使っていた瞬絶の法まで覚えていたとは、あまりに意外だった。

　無想に古流コリユウの技、瞬絶の法──それらを組み合わせたクロウの実力は、既に七剣と真っ向から勝負できるレベルに達している。

「でも、でも……」

　それでもクロウは人間だ。

　どんなに鍛えたところで、劣勢を強引にひっくり返せるようなパワーはないし、緊急離脱できるようなスピードもない。

　死し剣けん使つかいのように、戦闘中に傷が回復するようなこともない。ダメージも疲労も、ひたすら蓄積していくばかりだ。

　一つ間違いを犯せば──死んでしまう。

「おばーちゃん、ボクどうしたらいいの……？　リーゼちゃん、わかんないよ……」

　リンネの目から、ぽろりと涙がこぼれた。

　クロウを助けたいと願っている。なのに、リンネの身体からだは動いてくれない。女王の生死が不明な状態では、死し剣けん使つかいの呪じゆ縛ばくは完全には解けてくれないようだ。

　女王リーゼには生きていてほしい。

　だが、リーゼの死が確認されれば死剣使いの呪縛から解き放たれる。

「くっ……！」

　リンネは、ずきりと痛んだ頭を押さえる。

　女王の死を願うなど、決して許されないことだ。

　そして、ただの医者だった頃のリーゼのことは、リンネも大好きだった。

　死んでほしくなどない──

　だが、このままではリンネは一歩も動けない。

　リンネは、まだ先の見えない迷いの中にいた。







「ぐうっ……！」

　剣けん王おうジーネルは、彗星瀑布グレイトフオールの巨大な斧おのを盾代わりにして炎の術じゆつ法ほうを防いだ。

「あははははーっ！　いいわねいいわね！　さすが七しち剣けん！　どいつもこいつもしぶとくていいわ！」

　八やツ首くびの蛇は、地上から二メートルほどの高さに浮き、ひたすら術法を繰り出してきている。

　ソーディの身体能力ならば、余裕で攻撃が届く高さだ。とはいえ、八ツ首の蛇は止まることなく強力な術法を繰り出してくる。

　長大な間合いを誇る彗星瀑布でも、八ツ首の蛇に一撃を加えることもできない。

「あー、またこのパターンかよー！　めんどいよなーっ！」

　ジーネルは彗星瀑布の腹で、飛んで来た氷の槍やりを受け止め、大きく振ってまとめて弾く。

　弾かれた氷が周りに飛び散り、周囲の樹木にぶつかって凍らせてしまう。

「つーか、シュナ、イシュト！　おまえらもぼんやりしてないで、手伝えよなー！」

「と言われましても」

　ジーネルの後方、五メートルほどのところに立っていたシュナークが肩をすくめた。

「ジーネルさんが張り切ってるから、私たちの出る幕がないんですわ」

「なんというか、怪獣大決戦って感じだ。下へ手たに割り込んだら殺されそうだ」

　シュナークの隣に立っていたイシュトも、首を傾かしげつつ言った。

「というか、私もわからないわ」

　すうっ、と八ツ首の蛇が地上へと降り立つ。

「剣王ジーネル、どうしてそんなに張り切っているのかしら？」

「そんなこと、言うまでもないだろーがよ」

　ジーネルは、彗星瀑布を八ツ首の蛇へと向ける。

「蛇さんよー、おまえは軍隊を丸ごと相手にできるほどの怪物だ。もしここで、おまえを片付けられなけりゃ、自由剣けん士し団が出向くことになるだろーがよ」

「それはそれは楽しみね。ソーディ政府の切り札、三万の精鋭剣士たちの軍団。ま、私がその気になれば一発で薙なぎ払はらえるけどね」

「だからだろーがよ」

　ジーネルは、八やツ首くびの蛇を鋭く見据えた。

「剣士団の剣士たち──アタシの妹たちを、こんな奴やつに立ち向かわせるわけにはいかないだろーよ。おまえみたいなのを相手にするような鍛え方はしてないんでなー」

「あら、お優しいこと。軍隊を戦わせないために司令官が最前線に出張ってくるなんて、聞いたこともないわ」

「七しち剣けんが、常識ある者たちだとでも思ってんのかよー？」

「……私が今までに聞いた言葉の中で、一番説得力があるわね」

　八ツ首の蛇は、嫌そうな顔をして頷うなずいた。

　ジーネルとしても、素直に認めるのは微妙だが七剣たちは変わり者揃ぞろいだ。比較的まともなジーネルが自由剣士団の団長、先代剣けん将しようのマナカがセイバーズの局長を務めることになった。他の者では、その二つのポジションはこなせないだろう。

「ま、そういうわけだからよー。絶対におまえを逃がすわけにはいかないんだよなー」

「あなたは、いろんなことを気にしすぎているわね」

「あー？」

　八ツ首の蛇の唐突な言葉に、ジーネルは首を傾かしげる。

「剣けん王おうジーネル、あなたはずば抜けたパワーを持つ怪物でしょ？　単純なパワーだけなら、たぶん世界一じゃないかしら？」

「いやー、単純に世界一強いんだろーよ」

「無意味な自信は世界一でしょうね。とにかく、それだけのパワーがあるあなたなら、私の術じゆつ法ほうを強引にかいくぐって斬きり込んでくることもできるでしょうに。どうしてそれをしないか？　答えはあれでしょあれでしょ？」

　八ツ首の蛇は、すうっと遠くを指差した。

　術法の爆撃のせいで、周囲の樹木やわずかな建物はほぼ吹き飛ばされている。広い自然公園のはるか向こうまで見通すことができる。

　数百メートル先で、クロウがソーシャとリドを相手に立ち回っている。

　むろん、ここにいる誰だれもがそのことには気づいていただろう。特に、クロウの先輩であるイシュトは気にかかって仕方なかったに違いない。

　さすがに、はっきりとはわからないが、クロウは七剣二人を相手にして見事に戦っているようだ。

　だが、それも既に限界──ソーシャとリドのなりふりかまわない攻撃の前に、ひたすら消耗するばかりらしい。

　おそらく、このままでは今すぐにでも限界が来る。人間でありながら七しち剣けんと渡り合えるほどに鍛え上げた剣けん士しの命は終わってしまう。

「よっぽどクロウのことが気になるようね。ジーネル、あなたずいぶん彼に優しいじゃない？」

「アタシは、誰だれにだって優しいのさ。ま、クロはヒョウカの弟子でガキの頃を知ってるからな。今もガキだけどなー」

　そう、ジーネルは剣けん聖せいヒョウカとは昔からの付き合いだ。彼女が師匠である大だい剣けん聖せいと、それに人間らしき者たちと怪しい企たくらみを進めていたことも知っていた。

　その企みがなんだったのか、今ではだいたい察しはついている。

　もっとも、そんなことはどうでもいい。

　ジーネルは、ヒョウカが山に籠こもって二人の弟子を育てていた間も、何度かそこを訪ねている。まだ幼いクロウとラーシュが、自分の身体からだよりも大きいような剣を振っていた姿も見てきた。

　特にクロウは、人間という自分とは違う種しゆではあるが──別の生き物だろうと、子供は可愛かわいい。子供の頃から知っている相手に情が移るのは当然のことだろう。

「はっ、見くびられたものね。この蛇をよそ見しながら相手しようなんてね」

「確かに困ったよなー。おまえは、なんとしてもここで仕し留とめたい。けど、クロのほうもピンチ」

　ソーシャとリドは、なにがなんでもクロウを討ち果たそうとしている。理由ははっきりしないが、あの二人が本気なのは間違いない。

「こいつは、どうにもならんよなー……そこで！」

　ジーネルは、ばっと振り向いてイシュトに視線を向けた。

「え？　剣けん王おう？」

「イシュト。おまえが行け。クロは、おまえには大事な後輩だろーがよ。後輩は、先輩が守ってやるもんだ」

「でも、私が抜けたら剣王と絶ぜつ剣けんだけでこの蛇と戦うことに……」

「なーに、二人くらいのほうがやりやすいだろーよ。シュナ、そろそろおまえもサボってないでやってくれ。金もらってるんだろう？」

「ええ、ですが受け取った分だけどうしても働きたいとは思ってませんわ。そこまで勤勉ではありませんので」

　シュナークは、にこにこと微笑ほほえみながら言った。たぶん、彼女は本気だ。仕事内容次第で前払いの報酬を返せと言われない限り、無理に働くつもりはないだろう。

「ふふん、二人のほうがやりやすい？　とことんナメられてるわね。そう言われたら、なにがなんでもイシュトを行かせたくなくなってきたわ」

「ひねくれてるなあ、蛇さんよー」

　ジーネルは、八やツ首くびの蛇に向き直って苦笑する。

「けど、邪魔はさせない。そろそろ、お遊びはおしまいにするとしよーか！」

「……はあ、やれやれ。結局付き合わされるんですわね、私も」

　ジーネルは彗星瀑布グレイトフオールを構えて前に出る。シュナークもため息をつきながら、ゆっくりと前へ進み出た。

「行けっ、イシュト！　クロを守ってやれ！」

「すまない！」

　イシュトは言って、素早く身を翻した。

「行かせない、と言ったでしょう！」

　八やツ首くびの蛇は右手と、ナイフを逆手で握った左手を高く掲げる。右手からは火球、左手からは稲妻が迸ほとばしる。

「行かせるって言っただろーよ！」

「はー、だるいですわーってリドさんのがうつってしまいましたわ」

　ジーネルが彗星瀑布で火球を打ち返し、シュナークは両手から十本のワイヤー状の剣、鋼こう糸し剣けんを繰り出して網状にし、稲妻を防ぐ。

「……やるわね」

　八ツ首の蛇は、ぼそりと言った。少しばかり驚いているようだ。

　さっきの二つの術じゆつ法ほうは、これまでのものより強力だった。どうやら、八ツ首の蛇も本気になってきたらしい。

　しかし、ジーネルもシュナークも負けていない。光こう刃じんを発動させた武器ならば、直接術法を防ぐこともできるのだ。

「そういえば、あの忌々しい大だい剣けん聖せいは普通のソーディのくせに術法を使ってたわね。もしかして、あなたたちも使えたりするの？」

「まさか。大剣聖のばあさんは、七十年前に使えてたんだろーよ。アタシらは、そもそも術法を知らないからよー」

　今、東京ソーディアでは小さな空の扉が次々に開き続けている。

　ソーディが術法が使えなくなったのは、空の扉が完全に閉じ、ソーディアとのリンクが断たれたためだ。今の状況ならば、ブレイズ以外のソーディも術法が使える可能性はあるだろうが──

「訓練すれば、使えるかもなー。けど、おまえらとの戦争で実用レベルまで鍛えるのは無理だろーよ」

「それは残念ね。術法の撃ち合いというのも面おも白しろそうなのに」

　八ツ首の蛇は、くすくすと笑った。

「冗談だろーよ。アタシは、剣のぶつかり合いで充分楽しい。おまえも、剣だけで立ち向かってきてもいいぞー？」

「八ツ首の蛇のアイデンティティを奪うようなこと言わないでほしいわ。っと、しまった。イシュトを逃がしちゃったわね。あーあ」

　八やツ首くびの蛇は、ちっと舌打ちする。そのとおり、イシュトは既にクロウたちのところへたどり着くところだ。

「しょうがないわねえ。だったら──もっともっと全力で全霊ですべてをなにもかもをぶつけてやるしかないわね！」

　ゴオッ、と八ツ首の蛇から突き刺さるような強烈な『光コウ』が放たれてくる。死し剣けん使つかい特有の『光』だ。

　当然、ジーネルもシュナークもそれだけで怯ひるむようなことはない。『光』のタイプこそ違うが、強さならば七しち剣けんの二人も劣っていない。

「ふう……仕方ありませんわ。そういえば、蛇さんとは剣けん華か祭さいのときの続きをまだやっていませんでしたわね」

「そんなこともあったわね」

　話から察するに、シュナークと八ツ首の蛇は以前にも剣を交えているらしい。もっとも、シュナークは過去の因縁など気にする性格ではない。

「では、行きますわ──よ！」

　カッ、とシュナークが両目を開いた。ジーネルでも、彼女の目を見たことは、これまでにない。

　その瞳は恐ろしいほど透き通っていて、美しい。

　シュナークは、盲目である。開いたところで見えるわけもないのだが──噂うわさには聞いたことがあった。

　絶ぜつ剣けんは、全力で戦うときにのみ見えない両目を開き──普段は飾りとなっている、腰に差した小刀を使うと。

「面おも白しろそうだけど、こっちが黙って見ているとでも!?」

　八ツ首の蛇は、ばっと右手を差し出した。その手から突風が吹いてくる。いや、ただの風ではない。空気を斬きり裂く真空の刃だ──

「黙って見ていろなんて言ってませんわ！」

　シュナークは駆け出し、さっと両手を振るった。十本の鋼こう糸し剣けんで再び盾をつくり、真空の刃を弾く。

　そして──

「これをお見せするほどのお代はいただいてないのですけどね！」

　シュナークは、八ツ首の蛇の五メートルほど手前で小刀の柄つかに右手をやった。見事な拵こしらえの、美しい剣。知らない者は、シュナークが貯ため込こんだ金銭でつくった、無駄に高価な飾りの剣だと思っている。

　だが、シュナークに近しい者は──ジーネルは知っている。シュナークが使いもしない剣に金を使うわけがないことを。

「それでは参りますわ！」

　シュナークは、小刀での抜き打ちをかける。しかし、五メートルの間合いには小刀ではとても届かない。

　目が見えなくても、シュナークは並のソーディよりもはるかに優れた感覚で周囲の状況を探知する。

　もちろん──届くからこそ、剣を振るったのだ。

「無む明みよう絶ぜつ翔しよう斬ざん！」

　シュナークが振るう小刀に、十本の鋼こう糸し剣けんが巻きついていく。数十メートル先まで届くという鋼糸剣がどんどん刀身に巻きついて──細く長い剣が生成されていく。

「シュナーク……！」

　八やツ首くびの蛇が短く叫ぶ。

　シュナークの小刀は一瞬で十メートルほどの長さになり、八ツ首の蛇へと斬きりかかる。八ツ首の蛇は、ナイフで受け止め──ドンッと凄すさまじい衝撃音が鳴り響く。

「ぐ……ううううっ！」

　八ツ首の蛇はシュナークの剣を止めきれず、小柄な身体からだが浮き上がる。そのまま、空中へと飛ばされ、はるかかなたへと転がっていった。

　数百メートル先で、激しい轟ごう音おんとともに大きな土煙が上がる。吹き飛んでいった八ツ首の蛇が、地面に衝突したらしい。

　よほどの衝撃だったようで、土煙は大きく広がり、数百メートル離れているジーネルたちの視界をも塞ふさぐほどだった。

「……あれがおまえの切り札かよー」

「ふふふ、野蛮な技でお恥ずかしい。他の人には内緒ですわよ？」

　シュナークは、にっこり微笑ほほえんで、人差し指を口元に当てる。それから、小刀に巻きついていた鋼糸剣を戻し、開いていた目をゆっくりと閉じた。

「目を開けてたのは、なんでだ？」

「特に意味はございませんわ。本気になると、無意識に開けてしまうというだけで」

　小刀に糸を何重にも巻きつけることで、長大な剣をつくりあげる。しかも、その剣は研ぎ澄まされたワイヤーでつくられているので斬れ味も鋭く、おまけにしなりがあり、受け止められてもその弾力でさらに衝撃を与えることが可能。

　八ツ首の蛇の──死し剣けん使つかいのパワーでも止めきれず、派手に吹き飛んでしまった。

「さてさて、蛇さんは死んだでしょうかね？」

「どうかな。死んでくれると助かるんだがよー」

　ジーネルは、シュナークの奥義の威力に呆あきれつつ言った。もし、あれをくらったら、自分のパワーでも止められたかどうか。

「土煙の中で動くものはないようですわ。でも、身動きが取れないだけかもしれません。少し待ってみましょうか」

「あの蛇は、しぶとそうだからなー」

「ところで、剣けん王おうさん」

「ん？」

　シュナークが身体からだを屈かがめ、小柄なジーネルの顔を覗のぞき込こむようにしてくる。

「さっきの話、まだ続きがあるでしょう？」

「さっきのって、なんのことだよー？」

「ですから、クロウさんを気にしている理由ですわ。彼をお子さんの頃から知っているから、だけではないでしょう？」

「……嫌な性格の奴やつが妙に鋭いっていうのは最悪だなー」

　シュナークは、視覚以外の感覚で相手のわずかな表情の動きや心音を知覚し、心を見抜くのだ。ごまかしは効かない。

　ジーネルは、ぽりぽりと自分の頭をかいた。

「実はよー……アタシはショタなんだ」

「は…………？」

「ショタっ子ぺろぺろなんだよー」

「余計にわかりませんわ！」

　シュナークが珍しく動揺している。

「そうかよー、わからないか。はっきり言うと、可愛かわいい男の子が好きなんだよー」

「…………」

　シュナークが、目を大きく見開いた。

　ジーネルの告白は、見えない目を開かせるほど衝撃的なものだったらしい。

「いやほら、ラーシュの奴はソーディだからガキの頃からパワーもあったけどよー。クロは人間だろ？　ヒョウカの弟子になったばっかの頃、重い日本刀を必死に振り回そうとしてヨタヨタしてるのが可愛くて可愛くてよー」

「……なるほど、よくわかりましたわ」

「おー、わかってくれたかよー」

「要するに、ジーネルさんは異常性欲者なんですわね」

「特殊な趣味と言え！」

　と言いつつ、ジーネルには自分が相当な例外である自覚はあった。

　ソーディは剣に恋する種族。ほとんどの場合、自分より強い者に恋をする。しかし、ジーネルの場合は、まともに使えもしない剣をふらふら振っている小さな男の子に、どうしようもなく惹ひかれてしまった。

「い、いやー、でも待て。今はそうでもないんだぞ？　成長したクロも可愛く見えるしよー。大きな男の子もストライクゾーンによー……」

「今のクロウさんも、十五、六歳でしょう。まだ子供ですわ……」

「うっ……」

　そのとおり、クロウは割と小柄で顔つきも可愛らしい。だからこそ、まだ気になって仕方ないのかもしれない。

　ソーディも剣に恋するのは若い頃だけだ。ジーネルは、ヒョウカと同じ二十九歳。もうとっくに恋する年頃を終えていてもおかしくない。

　なのに、ジーネルは日本刀を操るクロウに未だに惹ひかれてしまっているのだ。

「ま、まあ理由はわかりました。それ、私の奥義を秘密にしてもらう代わりに、黙っておきますわね」

「……そりゃ助かるなー……」

　戦場のテンションのせいで、思わず告白してしまったが、やはり他人に話すことではなかったようだ。

「うふ、うふふふふふ……面おも白しろい話を聞いたわ」

「…………！」

　ジーネルとシュナークは同時に反応し、それぞれの剣を構える。

　ゆっくりと、土煙の中から──八やツ首くびの蛇が姿を現した。

「剣けん王おうジーネル、変わり者揃ぞろいの七しち剣けんの中ではまともだと思っていたけど、ある意味では一番の変態ね」

　現れた八ツ首の蛇は、にやりと笑っていた。

　着ているフリフリのドレスは、ボロボロになってしまっていた。胸元が大きく裂けて、白く薄い胸元があらわになっており、スカートもボロボロで破れた隙すき間まから細い足が見えている。

「なんだよー、やっぱり生きてたかよー」

「さすが、絶ぜつ剣けんの奥義ね。危うく死ぬところだったわ。術じゆつ法ほうで爆発を起こして、地面にぶつかる前に自分を飛ばしたのよ」

「それはまた、凄すごいかわし方をしましたわね」

　絶剣シュナークが、呆あきれて笑っている。

　確かに、とんでもない防御方法だ。シュナークの奥義の威力で地面に叩たたきつけられる前に、自分を爆発で吹き飛ばして空中に舞わせるなど、普通は思いつかない。

「あれでも死なないとなると、大変だなー、おい」

「安心していいわ。これからは、他の奴やつらはどうでもいい。私の大事な服をここまでボロボロにしてくれたあなたたちを殺すまで、他の誰だれも殺さない。約束してあげるわ」

「そりゃー、嬉うれしいなー」

　とりあえず、クロウが八ツ首の蛇に狙ねらわれることはこれでなくなった。

　あとは──ジーネルが仕し留とめればいいだけのことだ。

「アタシの秘密も聞かれちまったしなー。そんじゃ、続きをやるかよー」

　ジーネルは、彗星瀑布グレイトフオールを両手で構える。

　シュナークの奥義でも八ツ首の蛇は仕留めきれなかった。ならば──次は、ジーネルが全力を見せる番だった。

　言うまでもなく、ジーネルにも切り札はある──

「なにっ……？」

　だが、ジーネルは彗星瀑布グレイトフオールを構えたまま──ふと、とんでもない光景を見てしまう。

　イシュトが向かった先、クロウが天てん剣けんと竜りゆう剣けんを相手に戦っている場所。

　そこでは──予想外の事態が起きていた。







「少年っ！」

　イシュトは愛剣の雷狼牙ライロウガを突き出しながら、まっすぐに天剣ソーシャへと躍りかかった。

　充分に『光コウ』で足にタメをつくった上での突撃──

「雷穿ライセン・連光閃レンコウセン！」

　一瞬で三十六回の突きを放つ、イシュトの必殺技である。ばらまかれた散弾銃の弾を貫き、砕くほどの正確さと威力を持っている。

　しかし──

「最大の技で挑んできたのはいい判断です！　ですが、あなたに突きを手ほどきしたのが誰だれか忘れたのですか！」

　ソーシャは突然割り込んできたイシュトにも動じず、左手一本で突きを放った。それも、一回だけではない。イシュトの連光閃に合わせて、三十六回の突きを、雷狼牙の先端にぴたりと合わせて放ってきた。

「くっ！」

　互いに、三十六回も剣先がぶつかり──弾はじき飛とばされたのはイシュトのほうだった。正確さでは互角でも、威力ではイシュトが劣っていたのだ。

　イシュトは、後方に飛ばされそうになりながらも、なんとかその場で踏みとどまる。

「少年、大丈夫か！」

「……会長。あんた、なんで……」

　クロウは、無想ムソウを解除したようだ。突然、ソーシャとの間に割り込んできたイシュトに驚いている。

　リドもまた、きょとんとして剣を止めてしまっていた。

「私が君を助けるのに理由が必要か？」

「……けど、会長はもう七しち剣けんなんだろ？」

「我々の標的は、ブレイズだ。そのために墜おちたる宮殿に行ったんだ。君の首を狙ねらうなんて話は聞いていない」

　イシュトは、きっぱり断言する。別に、七剣たちは誰かの命令で動いているわけではない。ただ、墜ちたる宮殿に立て籠こもっているブレイズたちを──女王と死し剣けん使つかいを倒すために動いたのだ。

　命令ではないからこそ、ソーシャたちがなにをしようと自由ではあるのだが。

　だからといって、後輩が命を奪われるのをみすみす見逃すわけにはいかなかった。

「とにかく、今は引くぞ、少年。天てん剣けんと竜りゆう剣けんを相手にするのは、分が悪い」

「つっても、この二人はやる気満々だぞ。俺おれたちを逃がしてくれそうにはない。セフィを連れて逃げるとなりゃ、なおさらだ」

「セフィ様もか……」

　イシュトは、ちらりと視線を動かした。セフィは、数十メートル離れたところに、立ち尽くしている。彼女の腕前で、この乱闘に割り込んでこないのはいい判断だが、確かに連れて逃げるのは難しそうだ。

　特にソーシャは、どんなことをしてでも妨害しようとするだろう。

「でもまあ……来てくれてありがたいですよ、会長」

「礼は逃げられてからにするんだな」

　このままだと、最悪の場合はイシュトもソーディ政府を敵に回すことになる。それどころか、せっかく掴つかんだ七しち剣けんの座も剥はく奪だつされ、その七剣を相手に戦うハメになってしまう。

　イシュトは、クロウと並んで剣先をソーシャたちに向け、対たい峙じしている。一対一の勝負になるが、まだ七剣になったばかりのイシュトと、相当に消耗しているクロウ。勝ち目があるとは考えにくかった。

　膠こう着ちやくした状況は長くは続かない。ソーシャかリドが動けば、一気にこちらは劣勢に立たされる。

　イシュトの頬ほおを冷たい汗が伝っていく。

　なにか手を、状況をひっくり返す一手を──

「もうやだああああぁっ！」

「なにっ!?」

　イシュトは、突然の声に驚く。

　突然の絶叫とともに、一人の少女がリドに襲いかかっていた。

　ピンクの髪とチェックのミニスカートを揺らし──リンネが、愛剣の銀翼ギンヨクの刃をリドの首筋に叩たたき込こむ。

「わっ」

　リドは、わずかに驚いたような声を上げただけだった。リンネの剣は、竜剣の細い首を斬きることもできず、弾はじき返かえされてしまう。

「あうっ！」

　リンネは弾かれながらも、なんとか体勢を立て直した。銀翼をぶんぶんと振り回しながら、今度はソーシャに斬りかかる。

「いきなりなんですか、あなたは！」

「もうどうにでもなっちゃえぇぇぇ！」

　リンネがめちゃくちゃに銀翼を振り回し、ソーシャは閃影絶晶刀ハイデイング・ソウルで受け止めている。乱れた太刀筋でも死し剣けん使つかいの攻撃だ。銀翼と閃影絶晶刀の刃がぶつかるたびに甲高い音が鳴り、空気が震える。

「リンネ、よせ！　そんなんじゃ──」

　クロウが鋭く言ったが、リンネは止まらない。銀翼ギンヨクの両端につけられた刃を振るい、二人の七しち剣けんと渡り合っている。

　イシュトの見たところ、リンネの腕前はかなり上がっているようだ。古流コリユウのように敵の動きを読み、先んじて攻撃を加えている。

「だあああああああっ！」

　リンネは、激しく銀翼を振り回す。まるで吹き荒れる暴風のような立ち回りだ。

　いや、これは──イシュトは、すぐに異常に気づいた。リンネの剣の勢いは凄すさまじいが、動きにキレがない。斬ざん撃げきに伸びがなく、太刀筋はメチャクチャでも無駄なくらいに元気だった彼女の攻撃とは思えない。

「死し剣けん使つかい！　あなたでは私たちには勝てません！」

「勝つとか負けるとか、もうどうでもいいんだよ！」

　リンネはソーシャに言い切って、銀翼を振り回し続ける。ソーシャもリドも防戦一方で、勢いに押されてはいるものの、まるで危なげがない。余裕ある剣さばきで、リンネの猛攻をしのいでいる。

「こんな剣じゃ、当たっても死ねないな～」

「リドちゃんはどうせ死ねないんだから、さっさとどっか行って！」

「私はリンネには用はないんだけどな～。あ～、も～」

　リドはどうでもよさそうに言うと、両腕を交差させて銀翼の刃を受け止めた。それから、ぐっと両腕を押し込むようにしてリンネを空中に浮かせる。

「ソーシャ姉ねえ～！」

「わかってます！」

　ソーシャは怒鳴り返しながら、鋭く踏み込み、左手一本で心臓めがけて突きを放った。

「あうっ！」

　リンネはその突きを銀翼の刃で弾はじき返かえそうとしたが──ソーシャのパワーに押し負けてしまう。ソーシャの突きはわずかに逸それ、心臓ではなく胸の中心へと刺さった。

「リンネっ！」

　イシュトとクロウは同時に叫び、走り出した。イシュトは雷狼牙ライロウガの刀身で力いっぱいリドの胸を殴って吹き飛ばし、クロウは古流の技──天浮船で閃影絶晶刀ハイデイング・ソウルの刀身に突きを入れ、ソーシャの身体からだを浮かせる。

　クロウは素早く身体を反転、リンネの手を掴つかんで引き寄せる。

「待て、おかしいぞ。傷が……塞ふさがってない!?」

「なんだ、これは……！」

　クロウに続いて、イシュトもすぐに気づいた。死剣使いであるリンネは、傷を負っても即座に回復してしまう。

　ソーシャに刺された傷は浅いようだが、出血が止まらず、傷口も開いたままだ。

「リンネ！　どうしたんだ、おい！」

「う、うう……クロちゃん……」

　リンネはクロウに抱きしめられ、苦しそうにあえいでいる。死し剣けん使つかいでも、致命傷ならば回復に時間はかかる。しかし、どう見てもそこまでの傷ではない。

　理由はわからないが、リンネの中でなにか変化が起きつつあるようだ。

　それは、あるいは命取りになりかねないなにか──

「こちらを忘れてもらっては困りますよ！」

「困る～」

「…………！」

　イシュトは、クロウたちの前に出て、襲いかかってきたソーシャとリドへと立ち向かう。身体からだを沈め、左足を伸ばしてリドに足払いをかける。リドが体勢を崩したのと同時に、ソーシャのふところに潜り込み、一気に身体を伸ばしつつ突きを放つ。

「雷穿ライセン・天衝閃テンシヨウセン──！」

「イシュトっ！」

　さすがはソーシャというべきか。死角となる真下からの強烈な突きを、かろうじて閃影絶晶刀ハイデイング・ソウルで受け流す。オレンジ色の火花が激しく散り、甲高い金属音が鳴る。

　だが、そのときにはリドが体勢を立て直して竜の牙きばを振りかぶっていた。

　ダメだ──天衝閃を使ったばかりで、身体が硬直してしまっている。リドの攻撃には、対応できない。

「だぁっ！」

「あうっ」

　クロウの腕の中で苦しんでいたリンネが、銀翼ギンヨクをぶん投げた。リドのあごにクリーンヒットし、竜りゆう剣けんは小さな声を上げた。

「うああっ……！」

　リンネの傷口から、さらに血が噴き出した。銀翼を投げ出したショックで、傷口が開いたらしい。

「もうなにもかもメチャクチャだ──」

　イシュトは、ぐっと奥歯を噛かんだ。あまりにも綱渡りすぎる。クロウは既にボロボロ、リンネも負傷してしまった。イシュトでも、天てん剣けんと竜剣を同時に相手取るのは厳しい。

　これ以上は、無理だ。しかし、逃げたくても二人の七しち剣けんは逃がしてくれない。

　イシュトは、あきらめるつもりなどなかった。

　だが、打つ手もまた──なかった。







「クローっ！」

「ジーネルさん!?」

　ジーネルは、シュナークの制止もかまわず駆け出した。

　イシュトの介入、さらにリンネまで割り込んでいながら、ソーシャたちに押されている。

　このままでは、三人とも死ぬ。七しち剣けんの一人であるイシュトは守ってやる必要などないし、リンネはブレイズだ。二人はともかく、クロウだけは絶対に死なせられない。

「ちょっとちょっと、逃がさないって言ったわよね！」

「ちっ……！」

　八やツ首くびの蛇が短く飛んで来て、ジーネルの前に立ちはだかった。強烈な殺気を放ち、酷薄な笑みを浮かべている。

「アタシの……邪魔をするなよなー！」

　ジーネルは両手で彗星瀑布グレイトフオールの柄つかをぎゅっと握り締め、後ろへと振りかぶる。

　全身の『光コウ』を彗星瀑布の刃へと伝わせていく。強く、強く、さらに強く『光』を愛剣に宿らせる。

「あなた、それは……！」

　八ツ首の蛇が驚きをあらわにする。

　ジーネルの彗星瀑布の黒光りする美しい刃が、真っ白に染まっていく。爆走する列車をも止めるジーネルのパワーの源が、刃に伝わっているのだ。

「この熱は……ジーネルさん、いったい……？」

　シュナークも動揺しているようだ。彗星瀑布の刃が白熱し、周囲の気温を著しく上昇させているのだ。

「レッド・ヒート──」

　ジーネルは、燃え上がるほどに熱くなった彗星瀑布をさらに振りかぶり──

「インパクトぉ！」

　全力を込めて、薙なぎ払はらうように横に振るった。周囲の空気を巻き込みつつ、刃から放たれる高熱で地中の水分が蒸発し、煙が上がっていく。

「剣けん王おう……！」

　八ツ首の蛇は、右手をかざして風の術じゆつ法ほうを放つ。襲いかかってくる彗星瀑布を風の力で逸そらせようとしているのだ。

　甘い──風ごときでアタシの剣を防げるか！

「うおおおおおおおおおおおおおおおっ！」

　ジーネルは雄叫おたけびを上げ、強引に風に抗あらがい、彗星瀑布を振り切った。

「ぐっ！」

　八ツ首の蛇は、逆手に握っていたナイフで彗星瀑布の刃を受ける。巨大な鉄球がぶつかったような音が響き、八ツ首の蛇は小さなナイフで巨大な彗星瀑布の一撃を止めてしまっていた。

「アタシの剣は──止められないんだよー！」

　ジーネルはにやりと笑い、白熱する彗星瀑布を強く押し込んだ。八ツ首の蛇が握っていたナイフの刀身が、どろどろと溶け出す。

　強烈な、燃えるように熱い『光コウ』を武器に伝わらせ、相手の剣を溶かしてしまう──それが、ジーネルの切り札、レッド・ヒート・インパクト。

「くうううっ！」

　八やツ首くびの蛇のナイフは、完全に溶けてしまい、彗星瀑布グレイトフオールの刃が肌に触れる直前──術じゆつ法ほうで風を巻き起こし、空へと飛び上がった。

「ちぃっ！　だが、それでもよー！　アタシのレッド・ヒート・インパクトは！」

「ううっ……！」

　上空へと飛んだ八ツ首の蛇の全身が燃え上がる。彗星瀑布の一撃、高熱の余波は人体を発火させるほどなのだ。

「やって……くれたわね！」

　八ツ首の蛇は、右手をさっと振り、肉体の周囲に大量の水を出現させ、炎を消し止めた。小さな身体からだから煙が上がり、彼女の派手なドレスはますますボロボロになってしまっている。

「……術法ってのは便利なもんだよなー。おまえが術法使いじゃなけりゃ、仕し留とめられてたのによー」

「ふ、は、あはははは……」

「ん？　なんだ、また笑い出したな」

「あはははははっ、ははっ、はー……」

　八ツ首の蛇は、がっくりと肩を落とした。

「シュナークといい、ジーネルといい、やってくれたわね。それに……」

　ちらり、と八ツ首の蛇は遠くに目をやった。その先には、クロウたちがいる。

「あっちもずいぶんごたついてるみたいね。なんか、もうメチャクチャ。そうね……ええ、そうするのがいいわ。一度──なにもかも消してすっきりさせましょう」

「なんだと……!?」

　ジーネルは、上空の八ツ首の蛇を睨にらみつける。彼女がいるのは、地上から五メートルほどの距離。攻撃できない高さではないが、術法で迎撃されると空中ではかわしにくい。

　いや──そんなことも言っていられない。

　八ツ首の蛇からは、百戦錬磨のジーネルですら背筋が凍りつくような、禍まが々まがしいほどの殺気が放たれている。

「もう遅いわ、ジーネル。なにもかも──手遅れなのよ」

　彗星瀑布を構え直し、跳び上がろうとしたジーネルに、八ツ首の蛇が冷酷に言い放った。

　そして──

「…………！」

　八ツ首の蛇の背中から、白い煙のようなものが飛び出した。八本の煙は、色が真っ赤になり、じわじわと形を変えていって──巨大な蛇へと変化した。

「八体の蛇……そうか、これが……」

　ジーネルは、ようやく最強の術じゆつ法ほう使いの異名の理由を思い知った。おそらく、あの蛇は『光コウ』が実体化したもの。剣けん帝ていアミラルが『光』で二本の腕をつくっていたが、あれと似たようなものではないか。

　八やツ首くびの蛇の背中から飛び出した八体の蛇は、ゆらゆらと揺らめき、少女の灰色の髪が逆立っている。

「ねえ、剣けん王おうジーネル。あなたも聞いたことがあるでしょう？　先代の蛇が戦時中、単独で空母も沈めたって」

「……噂うわさには聞いたことあるなー」

「正確にはね、空母を含めた一個艦隊を沈めたのよ。三個師団を薙なぎ払はらったこともあったかしらね」

「そいつはまた……豪快だなー」

　ジーネルは、それが嘘うそでもハッタリでもないと確信していた。八体の蛇を発現させた術法使いから放たれる圧力は、世界すら薙ぎ払ってしまいそうなほどだ。

「区々たる術法など、遊びのようなものよ。私には、この術法一つがあれば充分。消滅の術法──いえ、こう言ったほうがいいかしらね」

　八体の蛇が大きく口を開き、そこに白い光の輝きが生じる。信じられないほどの高密度の『光』だった。

「滅びの術法──世界をも崩す、破滅の光よ」

「くっ……！」

　ジーネルは、放たれてくる圧力に顔をしかめた。もう間に合わない。今からなにをやっても、八ツ首の蛇の最悪の術法を止められない。

　ならば──！

「シュナ、おまえも行け。クロたちを守ってやってくれ」

「……ジーネルさんは？」

「ふふん、世界を崩すほどの力──面おも白しろいじゃないかよー。ここは一つ、パワー比べといこうじゃないかよー！」

「ジーネルさん……」

　なにかを言いかけて、シュナークはそれを呑のみ込こんだ。

　絶ぜつ剣けんは金に汚くて、いつもとぼけていて、ろくでもない剣けん士しだが──信頼できる。託したことは、必ず果たしてくれるのだ。

「……お代はいくらいただけるのですか？」

「クロに請求しろよー。いくら吹っかけてもいい」

「メチャクチャ言いますわね。本当によろしいのですか？」

「もちろんだろーよ。ただ、その代わりにクロから金を巻き上げるまで、あいつに死なれたら困るだろーな？」

「……あなたも、相当いい性格をしていますわね、剣けん王おう」

「まーな」

　ジーネルは、シュナークににっこりと笑いかける。

「シュナ、任せたぞ。あの蛇さんの術じゆつ法ほうは、アタシがなんとかするからよー！」

「……信じますよ、ジーネルさん」

　シュナークはこくりと頷うなずくと、走り出した。

　それと同時に──

「逃がさない、と言ったでしょう！　もうなにもかも消え去ってしまうといいわ！」

　八やツ首くびの蛇の赤い瞳が、妖あやしく輝いた。

「滅びの矢よ！　世界を呑のみ込こみ光と化せ！」

　背中から飛び出している八体の蛇も、目を輝かせ──その口から白い光を吐き出した。

　八本の光は地上に向けてまっすぐに飛び、途中で合流し、一本の太い光の束へと変化していく。

「はは、こりゃあすげーや」

　ジーネルは、網膜を焼くほどの光の中でもまっすぐに上を見据えていた。

　滅びの術法の力は、あまりにも圧倒的すぎる。このむやみに広い自然公園どころか、周囲数十キロの範囲が跡形もなく吹き飛ぶだろう。

「だからこそ……面おも白しろいんだろーよ！」

　ジーネルは再び、彗星瀑布グレイトフオールに全身の『光コウ』を伝わらせ、刃を白熱させる。後ろに振りかぶってから──全身の力を込め、必殺の奥義を放つ。

「ぐおおおおおおおおおおおおっ！」

　地上へと降ってきた滅びの術法の光を、レッド・ヒート・インパクトで受け止める。ジーネルの奥義は愛剣を『光』のかたまりと化す技でもある。同じく元は『光』である術法も止められるのだ。

　あとは──出力の勝負となる。

「あ、あ、あああああああああああああああああああああっ！」

　ジーネルは両足で踏ん張り、その足が地面へと沈み込んでいく。滅びの術法の勢いに押され、地面にヒビが走る。全身に重い衝撃が伝わってきて、血管が次々に破れ、血が噴き出す。

「ぐ、う、うううううううううっ、こんのぉぉぉぉぉっ！」

　内臓が裂け、骨が粉々に砕けてしまいそうだ。ジーネルは彗星瀑布を滅びの術法の光に叩たたきつけたまま、押し返そうと踏ん張る。

　まだだ、もっと、もっと──

「…………！」

　そのとき、ジーネルが着ている自由剣けん士し団の制服のふところから、一枚の写真が落ちた。

　それには、数年前のジーネルとヒョウカ、それに剣聖の二人の弟子が写っている。なにが楽しいのか、クロウはＶサインをしてにこにこと笑っており、ジーネルは彼の頭にぽんと手を置いている。

　ああ、あの頃は楽しかったよなー……。

「いやあ、今もめっちゃ楽しいなー！　蛇さんよー、おまえみたいな化け物と戦えるなんて最高に楽しいじゃないかよー！」

「ジーネル……意外に頑張るじゃないの！」

　八やツ首くびの蛇は両手を前に差し出し、滅びの術じゆつ法ほうへとさらに力を注ぐ。

「ぐうっ！」

　ジーネルの膝ひざが折れ、彗星瀑布グレイトフオールを握っている両手から血がどくどくと流れ出す。

「ふ、ふははは、まだ底があったかよー、八ツ首の蛇！　奇遇だよなー、実はアタシもなんだよ！」

　ジーネルは、さらに彗星瀑布に『光コウ』を注ぐ。

　もっと、もっと──今度はアタシの命をも燃やし尽くす！

「なっ……!?」

　八ツ首の蛇の顔が、驚きよう愕がくに歪ゆがむ。

「蛇、あんたはなかなか性格が歪んじゃいるがよー、すげぇ奴やつだよ。アタシは剣けん士しだからよー、強いあんたに敬意を表する！」

「ジーネル！」

「うおおおおおおおおおおおおおおっ！」

　ジーネルは、『光』も命もすべてを彗星瀑布に注ぎ込み──

「これが剣けん王おうだろーがよ！　アタシがいる限り、この世界は崩せない！」

　彗星瀑布が滅びの術法を押し返していく。

　だが──溢あふれ出だした光が地面へと激突し、起こった爆発が周囲を吹き飛ばしていく。

　光の中に、ジーネルの身体からだも呑のみ込こまれていく──

「ああ……」

　ジーネルの足下に落ちていた写真も、光に呑まれ跡形もなく消えてしまう。

　これでいい──これでいいんだろーがよ。

　ジーネルは、にやりと微笑ほほえんだ。

　世界を崩す力にも屈せず、鍛え上げてきた力を最後まで出し切れた。

　そして、なにより守りたかったものを──守れた。

「この先を見届けられないのは……ちょっと残念かー。ま、いいさ。剣王ジーネルの意地、忘れないでいてくれよなー」

　誰だれにともなくジーネルはつぶやき。

　黒い制服に身を包んだ小柄な剣士は、微笑みながら光の中へと消えていった。



















　世界が真っ白に漂白されていく。

　自然公園の出口近くまで移動していた美み月つきは、まばゆい光に目を細めた。

「ふー……一時はどうなることかと思いましたよー。八やツ首くびの蛇さんの切り札、とんでもないですねー」

　七十年前の大戦で、人類の軍隊に甚じん大だいな被害を与えたという消滅の術じゆつ法ほうだろう。何者かが邪魔したようだが、もし成功していればこの場所も吹き飛び、美月の肉体も四散していたに違いない。

「どなたか存じませんが、頑張ってくれましたねー。感謝しますよ。さて、と……」

　美月は、スマホを取り出して電話をかける。すぐに、相手が出た。

「あ、もしもし。私ですよー。ええ、ちょっと危なかったですけど、そろそろこっちの出番です。ええ、手はずどおりに」

　美月は、にっこり笑って頷うなずいた。

「大丈夫、取引を違たがえるようなことはありませんよー。だから、あなたのほうも間違いなくお願いしますねー。え？　しつこいですね、あなたの娘さんは無事ですって。だから、あとのことは頼みますよー、木き戸どさん」

　そう言って、美月は通話を終えた。

　電話の相手は、教団の幹部の一人、木戸祐ゆう司じ。今は、美月の粛清を恐れて姿をくらましているが、なんとか連絡をつけ、ある頼み事をしたのだ。

　なにせ、彼は教団の二割近い教徒を味方につけている。教団を統べる美み月つきとしては、いつまでも放置してはおけない。

　彼も人の親であるために、娘──木き戸ど明あか里りの身柄をちらつかせれば、取引を持ちかけるのは難しくなかった。

「さて、ご苦労ですが、もう一度戻りますかー。行きますよ、みなさん」

　美月に従うのは、ものを言わぬ七体の白いレギオンたち。

　もはや、これ以上の戦力は必要なかった。

　彼女の悲願を達成するために──必要なものはすべて揃そろっていた。

　あとは、確たる覚悟をもって実行するだけのことだった。







「うっ……」

　クロウは、ゆっくりと目を開いた。

　あまりにまばゆい光を直視してしまったため、視界が白く霞かすんでいる。

「なんだ……いったい、どうなったんだ？」

　クロウと天てん剣けん、竜りゆう剣けんの戦いにイシュトとリンネが乱入してきて、絶体絶命の危機に陥ったかと思えば、今度は八やツ首くびの蛇の術じゆつ法ほうらしき光で周囲が薙なぎ払はらわれてしまった。

　クロウたちは、八ツ首の蛇たちからかなり近いところにいたため、危険などというものではなかったはずだが──さっきの術法で負傷はしていないようだ。

　周りを見渡す。

　リンネにイシュト、それにソーシャとリドもいるが、全員揃って呆ぼう然ぜんとしている。

　セフィの姿も遠くに見えるが、彼女は地面に座り込んでしまっていた。

「さあ……どうなったかは私にもわかりませんわね」

「……シュナーク？」

　いつの間にか、絶ぜつ剣けんシュナークがクロウのすぐそばにいた。鋼こう糸し剣けんを編んでつくった、五メートル四方ほどの盾を展開している。盾は、隙すき間まだらけだが『光コウ』を伝わらせている鋼糸剣で構成されているなら、術法も防げるだろう。

　シュナークは、さっと手を振って盾を解除して鋼糸剣を戻した。

「あんたが、俺おれを──俺らを守ってくれたのか？」

「ジーネルさんからのご依頼だったのですわ。あ、お代はあなたからいくらふんだくってもいいことになっております」

「なにを勝手に契約してるんだ、ジーネル！」

　八ツ首の蛇の術法から守ってもらったとなれば、いったいいくら請求されることか。

「文句はご本人に……と言いたいところですが。いらっしゃいましたわ」

「いらっしゃったって……」

　言いかけて、クロウは気づいた。

　正面からゆっくりと小さな人影が近づいてきている。

　ボロボロのドレスをまとい、手に棒のようなものを持っているのは──八やツ首くびの蛇だ。

「ふん」

　八ツ首の蛇は、クロウとシュナークの数メートル前で立ち止まると、手に持っていた棒を投げつけてきた。

　クロウは、前に転がってきたそれを見て──はっとなった。

「これは……彗星瀑布グレイトフオールの柄つか、か……？」

　ルシェと舞まい姫ひめを鞘さやに収め、クロウは柄らしきものを拾い上げた。刃は跡形もなく消えており、柄の表面の塗装も剥はげてしまっている。

　そして、柄には二つの手形がくっきりとついていた。あまりに強く握り締めたために、跡が残ってしまったようだ。

「ジーネルの手か……」

　ソーディでも最強のパワーを誇った剣けん士しとは思えないほど、小さな手の跡だった。クロウは、それを見て──あの小柄で妙なしゃべりかたをする剣士はもういないのだと悟った。

　子供の頃からクロウを可愛かわいがってくれて、ブレイズとの戦いでも世話を焼いてくれた。間違いなく変人ではあったが、心優しい女性だった。

　守って──くれたのか。あんたには借りもあったのに、勝手に死ぬんじゃねぇよ──

　クロウは、胸の奥からこみ上げてくるものを、必死に抑える。

「私の──八ツ首の蛇の長い記憶をたどっても、滅びの術じゆつ法ほうを単身で止めた奴やつなんていないわ」

　八ツ首の蛇は、なぜか寂しげに言った。

　彼女もまた、強者に敬意を払える者なのだろうか──

「まあ、それはそれとして」

「なに？」

「剣けん王おうジーネルが滅びの術法をほぼ抑え込んじゃったせいで、みんな揃そろいも揃って無事なようね。はー、やれやれ。まだまだ役者が多すぎて鬱うつ陶とうしいわ」

「……ちっ」

　クロウは、彗星瀑布の柄を地面に突き刺し、ルシェと舞姫を再び抜いた。

「もう、あの怪物はいないわ。だったら──普通の術法で充分ね！」

　八ツ首の蛇が掲げた左手が、炎に包まれる。

　あれほどの術法を放った直後とは思えない、強烈な『光コウ』が込められている。

「みんな、まとめて燃やし尽くしてあげるわ！　火葬に出す手間が省けて嬉うれしいでしょう！」

「こっちも、やれやれですわ」

　シュナークが、ため息をつきながら前に出た。クロウたちをガードするつもりのようだ。本当にジーネルからの依頼を果たす気なのだろうか──と、クロウが訝いぶかしんだそのとき。

「…………っ！」

　八やツ首くびの蛇は、炎を宿した左手をさっと動かした。

　飛んで来たもの──一本の矢を、人差し指と中指で挟んで受け止める。同時に、矢は一気に燃え上がり、かけらも残さずに消えた。

「ん!?」

　矢が消えた瞬間、黄金色の光が弾け、八ツ首の蛇は顔を背けた。そして、八ツ首の蛇の左手に宿っていた炎もまた、消し飛んでしまう。

「これは──術じゆつ法ほう封じね！」

　クロウと八ツ首の蛇は、さっと振り向いた。二十メートルも離れていないところに、弓を構えた日ひ奈な子この姿があった。

「わ、当たったのです。自分でもびっくりなのです」

　日奈子は、のんきなことを言っている。矢を当てただけでもクロウにとっても驚きだが、その矢に術法封じを宿らせていたらしい。

　日奈子のそばには、ウィニアと明あか里り、スノウホワイトもいる。

「戻って来ちまったのか……」

「あんな光を見て、私たちだけ逃げられるわけがないのです」

　苦い表情を浮かべたクロウに、日奈子がきっぱり言い切った。

「戻って来たのは、勇ましくてけっこうなことね。でも──」

　八ツ首の蛇は不敵に笑うと──その身体からだから風が巻き起こった。灰色の髪と、ボロボロになったドレスの裾すそが舞う。

「この程度の術で、私の力を抑え込めると思わないことね！」

「ちっ……やっぱりかよ」

　あっさり、術法封じは破られたようだ。日奈子が太陽の乙女の術を使い慣れてきているとはいっても、八ツ首の蛇は術法を自在に扱う手て練だれだ。

　サーラも術法封じを破ったことがあった。彼女にできて、同じ死し剣けん使つかいで最強の術法使いである八ツ首の蛇に、できないはずがない。

「はーいはいはい、みなさん注目ですー」

　突然、間延びしたのんきな声が響いた。

　今度は──桜さくら井い美み月つきが再び姿を現していた。

　七体の白いレギオンを引き連れた美月は、ゆっくりと日奈子たちの後方から歩いてくる。

「くそっ、またあんたかよ！」

　クロウは素早く駆け出して、日奈子をかばえる位置へと陣取った。ウィニアもその横に並ぶ。

「……ちょっと、あなた。太たい陽よう教きよう、なの？　もうあなたたちの出番は終わってるのよ」

　八ツ首の蛇が、不機嫌さを隠そうともせずに言った。

「まあまあ、そうおっしゃらずにー。もう少しだけ出番をください。いえ、最後の見せ場を、ですかねー」

「なにを企たくらんでるんだ、桜さくら井い美み月つき」

「クロウさんも、怖い顔しないでくださいー」

　美月は、ころころと笑うと軽く片手を挙げた。付き従っていたレギオンたちが歩みを止める。

　そのまま、美月だけが無防備に歩いてくる。完全に丸腰で、殺気のかけらもない美月に、クロウが対処を決めかねていると──

「日ひ奈な子こ」

「…………っ」

　美月は、いきなり日奈子に抱きついた。少しだけ、姉のほうが背が高い。美月は、妹の背中に手を回し、ぎゅうっと力強く抱きしめている。

「お、お姉さん……？」

「日奈子、あなたは私の可愛かわいい妹ですよー。可愛いからいじめたくなった……なんて冗談にもなりませんけど」

「冗談には……なっていません」

「ですよね。でも、私はあなたを愛してます。あるいは、殺したいほどに」

　びくっ、と日奈子が身体からだを震わせる。

　そう言いつつも、美月からは殺気は感じられず──むしろ、慈しみが溢あふれるような表情を浮かべている。

「たった一人の肉親。私と同じ、外の世界を知らずに育った女の子。でも、私と違って、大きな才能を持って生まれてしまった。その力を私が持っていれば……日奈子はきっと、誰だれからも祝福され、幸せに生きられたんでしょうねー」

「お姉さん、なにを……言って……」

「ごめんなさい、日奈子」

　美月は、つま先立ちして、日奈子の額ひたいに軽く口づけた。

「やっぱり、私は悪いお姉ちゃんなんですよー。だから、ごめんね」

「……お姉さん、まさか！」

　日奈子が言ったときには、クロウは既に踏み込んでいた。光こう身しんを発動させ、一秒でも速く美月を斬きり捨てようと右手の剣を振りかぶる。

「クアアアアアッ！」

「…………！」

　七体の白いレギオンが一斉に叫んだ。全身から、まばゆいほどの黄金の光を発している。

　光身を発動させていたためか、クロウは身体を内部から揺さぶられるような衝撃を感じた。

　クロウはその場に膝ひざをつき、美月を睨にらみつける。

「もう遅いんです、クロウさん。あなたには止められませんー」

　美み月つきは、日ひ奈な子この身体からだを離し、取り出したスマホでなにか操作を始めた。

　すると──

「なんだと……!?」

　七体の白いレギオンのマスクがちぎれ飛び、その下から現れた顔は──

「わ、わたし……？」

　そう、桜さくら井い日奈子──間違いなく、彼女と同じ顔だった。マスクの中にたくしこまれていた長い黒髪が、さらさらと揺れている。

「ど、どうして……？　え、あ、あ、あ、あああああああああああああああっ！」

「日奈子!?」

　突然、日奈子が頭を抱えて絶叫し始めた。

　クロウはなんとか立ち上がろうとするが、身体が動いてくれない。ウィニアやリンネ、七しち剣けんに八やツ首くびの蛇たちも白いレギオン──日奈子と同じ顔をした少女たちの鳴めい弦げんのせいで、身動きが取れないようだ。

「このレギオンたちは、日奈子の遺伝子情報からつくられたクローンなのですよー」

「クローンだと……!?」

　レギオンの素体に、日奈子のクローンを使っているということなのか。

　ダイナストの技術は、ほとんどオーバーテクノロジーに近い。どれほどの予算と時間、執念をもって研究を進めているのだろう。

「クローンたちを日奈子本人と共鳴させることで、太陽の乙女の力を強制的に発動させられるんです」

「共鳴……!?」

　クロウは、まったく事態についていけなかった。いったい、なにが起こっている？

「日奈子が持つ太陽の乙女の力──黄金の光。クローンレギオン──タイプＨたちは、日奈子ほどの力は持てませんでしたが、七つの力を重ねることで、太陽の乙女の力に干渉できるんですよー。たとえば──空の扉を開く術を発動させることも！」

「さ、桜井美月……おまえはやはり……！」

　クロウは、歯は噛がみする。日奈子の姉であろうと、丸腰だろうと、斬きっておくべきだったのだ──

「あああああああああああっ！」

　日奈子はまだ絶叫し続けていた。その全身が金色に輝き、あたりを太陽のように照らしている。

「すのう・どろっ──」

　唯一──この場で戦闘能力を持ち、鳴弦の影響を受けなかったスノウホワイトが、美月に向かって飛びかかる。

　しかし──

「もうあなたの出番こそ、終わってるんですよー」

　美み月つきが、再びスマホを操作すると──

「うっ……！」

　スノウホワイトは美月を蹴けり飛ばす直前、身体からだを硬直させ、地面に落下した。

　それから、目を開けたまま、ぴくりとも動かなくなってしまう。

「どうなってんだ……？」

「あはは、クロウさん。こんな危険なサイボーグを運用しているんですよー？　緊急停止プログラムくらい用意してるに決まってるじゃないですかー」

「……なぜ、これまで使わなかった？」

「緊急停止プログラムには、致命的なバグがあるからですねー。使用すると、それまで蓄積した記憶データが丸ごと消去されてしまうんですー」

「…………」

　それはつまり──スノウホワイトの記憶が、すべて消えたということなのだろうか。

　スノウホワイトのために戦い、散ったジョーの記憶さえも……。

「だから、ダイナストには使うなと言われてたんですよー。でも、もうダイナストのご機嫌を伺う必要もないのでー」

　美月は、にっこり笑い、意味もなくその場でくるくると回転した。

「待て……空の扉を開くっつっても……また前みたいにすぐ閉じるだけだろうが」

「完全な扉を開くためにはエネルギーが必要ですからねー。日ひ奈な子こ本人の力だけでは、そうなりますけどー」

「まさか……！」

「はい、クロウさん、そのとおり！　既に、東京ソーディア内の教徒五万人は祈りに入っていますー！」

　美月は、びしっと右の人差し指で天を指した。

「そしてー！　完成した日奈子のクローンは七体だけですが、失敗作は数多くいるんです。それらは失敗作ですが……太陽の乙女の術を多少なりとも使えるんですよー。五万人の教徒の祈りを中継、送信してくるくらいのことはねー！」

　不意に、美月の身体も黄金の輝きを放ち始める。

　クロウは、彼女の身体から、ただの人間とは思えないほどの凄すさまじい力の波動を感じた。

「五万人分の祈りを込めて、それでは──始めましょうー！」

　美月はその場に正座し、両手を組み合わせて祈り始めた。太たい陽よう教きようの祈りの姿勢である。

　太陽教の若き導師の肉体から放たれていた黄金の光が、日奈子の身体へと吸い込まれていく。

　五万の人間からの『光コウ』が、美月を通して日奈子に注がれつつあるのだ。

「じょ、冗談じゃねぇ……！」

　クロウは、剣を振るおうとするがまだ身体が動かない。あと十秒──それだけあれば、おそらく美月を斬きる程度のことはできる。

　しかし、今はその十秒があまりに遠すぎる──！

「さあ、開いてください、空の扉よ！　日ひ奈な子こ、あなたの力でソーディアへの道を開くんですよー！」

「あああああああああああああああああああああああああああああああああああっ！」

　ひときわ大きな日奈子の絶叫が響き──

　空に、風が渦巻き始めた。その渦の中心に──黒いヒビ割れのようなものが生じていく。

　春と夏、クロウも二度それを見ている。

　地球とソーディアを繋つなぐ異空間ゲート──空の扉がゆっくりと開いていく。

「あは、あはははははー！　混こん沌とんと破滅の扉が、遂ついに開いたんですよー！　始まります、始まりますよー！」

　狂ったように、美み月つきは笑い──ぴたりとその笑いが止まった。

　まだ黄金の光を発していた桜さくら井い美月は、突如その動きを停止させ──

　なんの前触れもなく、身体からだから黄金の光が消えてしまう。

「なんだ……？」

　クロウは、美月を睨にらみつけながら、突然の変化に息を呑のんだ。

　今度は、いったいなにが──

「お、お姉さ……」

　日奈子は絶叫を止め、苦しそうにあえぎながら、姉に目を向ける。

「五万人の祈り──太陽の乙女になれなかった私には、少しばかり重たいんですよー」

「ま、まさか……」

　日奈子の目が見開かれる。

　空の扉を開き、ソーディを強制送還し、再び扉を閉じれば──太陽の乙女の肉体は粉々に砕け散ってしまうという。

　美月が今使った、五万人分の力を一身に集めるという術もまた、相当に強力なはずだ。それは、太陽の乙女ではない美月の肉体には重すぎる負荷となって──

「バイバイ、日奈子。お姉ちゃんを──憎んでね」

　微笑ほほえみながらそう言った直後、桜井美月の身体は硬く硬直し──

「お姉さん──！」

　日奈子の悲鳴のような叫びは、きっと届かなかった。

　一瞬で美月の全身にひび割れのようなものが走ったかと思うと、粉こな微み塵じんに砕け散ってしまう。一滴の血も流れることなく、美月の身体は粒子となり、風に舞っていく。

　着ていたロングコートとシスター服が地面へと落下する。

　クロウが最後に見た、桜井美月の表情は──満面の笑みだった。

　彼がこの数すうヶか月げつの戦いで見てきた多くの者たちと同じように、美月もまた満足して死んでいったのだ──







　美み月つきの笑顔に、呆ぼう然ぜんとしていたのは刹せつ那なの間。

　クロウは、ぎこちないながらも身体からだが動くのを確認すると、素早く立ち上がった。

「日ひ奈な子こっ！」

「あ、ああ、あああああああああああああ……」

　姉の死を目撃してしまった日奈子は──今度は小さく唸うなるような声を上げていた。

　全身から放たれる黄金の輝きはさらに増していっている。それに呼応するかのように、空の扉も巨大になっていく一方だ。

　扉のことは、どうでもいい。桜さくら井い美月の笑顔も振り切った。とにかく、日奈子を──止めなければ！

「日奈子、もういい！　もうやめろ！」

　クロウは、日奈子の両肩を掴つかもうとして──弾はじき飛とばされた。

「……な、なんだ!?　どうなってんだよ！」

　まだ、日奈子の身体に触れてさえいない。その前に、黄金の輝きが結界のようにクロウを弾いたのだ。

「…………!?　こ、これは！」

　それだけではなかった。クロウの前で、日奈子はゆっくりと宙に浮き始めていた。

　少しずつ、少しずつ空へと上がっていく。

「なんなんだ、いったい！　桜井美月はなにをしやがったんだ！」

　そこまで言って──クロウは、はっと気づいた。美月は、白いレギオンたちが日奈子のクローンで、黄金の光を何重にも共鳴させることで術を発動させていると。

　ならば、あの白いレギオンたちを斬きってしまえば──

　クロウは、鳴めい弦げんをくらったときに落としていたルシェと舞まい姫ひめを拾い、白いレギオンたちに向かって駆け出した。

　白いレギオンたちもまだ黄金の光を放っているが──

「…………」

　クロウは、急停止してしまう。白いレギオンたちは、日奈子とまったく同じ顔をしている。なにかで押さえ込んでいるのか、胸は平たいが、身長もほぼ同じだ。

　クローンだとしても、日奈子と同じ顔をしている相手を斬るのは──

「クロウ！　扉なんかどうだっていいわ！　私のことを忘れては困るわ困るわ！」

「ちっ……！」

　クロウは舌打ちし、古流コリユウの剣を放つ。この混乱しきった状況で、自分をコントロールできない状態にはなりたくない。

　八やツ首くびの蛇は、にやりと笑いながらクロウの剣をかわす。

　そして、両の手のひらをクロウに向けて──そこから、青い稲妻が放たれる。

「くそっ……！」

　完全にタイミングを外してしまった。術じゆつ法ほうは発動する前に叩たたくのがセオリーなのに。あの稲妻が直撃したら、おそらく──心臓が止まる。

「はいはい、世話が焼けますわね。いくらいただいても、割に合いそうにありませんわ」

　ばっ、とシュナークの鋼こう糸し剣けんがクロウの前で盾を形作る。『光コウ』が宿ったワイヤー状の剣に稲妻が直撃し、青い電流が表面を流れていく。

「私、師匠、守ります！　教えてもらうこと、たくさんあるです！」

「…………っ！」

　シュナークが鋼糸剣を引き、それと同時にウィニアが八やツ首くびの蛇に肉薄してディースシーズを振るった。八ツ首の蛇はかわしきれず、わずかに胸を斬きり裂かれ、血しぶきが上がる。

「あー、もうっ！　鬱うつ陶とうしい鬱陶しい鬱陶しいわ！」

　八ツ首の蛇は風を起こして宙に浮き、傷はその間にみるみるうちに回復していく。

「今度こそ、みんな消えてしまえばいい！　なにもかもどうでもいいわ！」

　空の扉も、日ひ奈な子こも完全に無視して──八ツ首の蛇の背中から、赤い蛇が八体飛び出す。

　その蛇の口内に、白い輝きが満ち始めていた。

　ヤバい──あれは、さっき八ツ首の蛇が放った、とんでもない術法だ。

　クロウは、ぐっと唇を噛かんだ。あんなものを撃たれたら、とてもではないが止められない。剣けん王おうジーネルほどのパワーを持つ者は、ここにはいないのだ。

「みんな──死んでよ！」

「ダメぇっ、蛇ちゃん！」

「…………！」

　クロウは、はっと目を見開いた。

　さっき、ソーシャに刺されて倒れていたはずのリンネが──高く跳躍し、銀翼ギンヨクを大きく振りかぶった。

「ボク、どうすればいいかわからない……でも、クロちゃんには死んでほしくない！」

「リンネぇぇぇぇっ！」

　吠ほえる八ツ首の蛇に、リンネは全力で銀翼を振り下ろした。既にボロボロだったドレスの胸が深く斬り裂かれ──激しく血が噴き出した。

　八ツ首の蛇の背中から飛び出していた赤い蛇たちが、千切れるようにして消えていく。

「ふざけ、ないでよ……リンネぇっ！」

「蛇ちゃん、ボクは死を捧ささげたくなんてない──生きたいんだよ！」

　リンネは地面に着地し、八ツ首の蛇は血を噴き出しながらも右手を掲げる。

「死し剣けん使つかいが、人のためになんて生きられるわけない！」

「それがボクの願いなんだよ！　風の手よ、疾とく行ゆけ！」

　リンネは手の形をした空気のかたまりを放ち、八ツ首の蛇は、炎の球を放出する。

「なっ……！」

　空中で、風と炎の術じゆつ法ほうが激突し──風が炎を打ち破り、八やツ首くびの蛇へと直撃する。

「ぐっ……！　わ、私が術法の撃ち合いで……！」

「蛇ちゃんは、術法を使いすぎたんだよ！　もう滅びの術法だって使えない！」

「黙りなさい！　この私が……っ！」

　八ツ首の蛇は、再び八体の赤い蛇を発現させ──にやりと微笑ほほえんだ。

　だが、そこまでだった──

「ぐはっ……！」

　リンネがさっき斬きり裂いた傷口がさらに大きく開き、またもや血が溢あふれ出だした。やはり、滅びの術法は肉体に大きな負荷がかかるのだろう。もう八ツ首の蛇の肉体は、その負荷に耐えられない──

　クロウは理解する。

　おそらく、八ツ首の蛇は限界以上の力を振り絞ってしまったのだろう。

　剣けん王おうジーネルを──あの強大な剣けん士しを倒すために。

　ジーネルが、限界を超えた滅びの術法を止めた時点で、既に勝負はついていたのだ。

「それでもっ、私は……私はっ！」

「もうやめて、蛇ちゃん──」

　リンネは、地面を蹴けって跳び上がる。

　空中を舞うように八ツ首の蛇へと向かいながら、銀翼ギンヨクをまるでヘリのローターのようにぶんぶんと振り回し始める。

「銀ぎん翼よく──風ふう神じん旋せん！」

「…………っ！」

　高速回転する銀翼とその両端につけられた刃は、プロペラのようなものだ。それに巻き込まれれば、肉体をズタズタに引き裂かれてしまう。

　もはや、八ツ首の蛇は術法で防ぐこともできずに、リンネの奥義の直撃をくらう。

「ぐはっ……！」

「蛇ちゃん……！」

　リンネの目から、涙が溢れた。

　銀翼を握り締めた両手からは、ぼとぼとと血が流れ出している。強く握り締めすぎて、皮膚が裂けてしまっているようだ。

　いったい、リンネはどれほどの覚悟で同じ死し剣けん使つかいである八ツ首の蛇を斬ったのだろうか──

「ごめん、蛇ちゃん……ごめんね……」

「まさか、あなたに……同じ死剣使いに……」

　八ツ首の蛇は淡々と言うと──空中でふらりとよろめき、落下する。どん、と大きな音とともに地面に落ち、びくんと身体からだを震わせた。

　傷が塞ふさがっていく様子がない。強い回復力を持つ死剣使いでも、致命傷を受ければ回復は難しいのだ。

「死し剣けん使つかいが死剣使いを斬きるなんて……リンネ、あなたはもう……取り返しが……」

「……知らないよ」

　リンネは、八やツ首くびの蛇のそばに着地し、ふるふると首を振った。その目には、涙が浮かんでいる。

「ふう……今回はここまでか……ま、なかなか楽しかったわ。変な奴やつらがいっぱいいたからね」

「……おい。なにか、最後に言いたいことはあるのか？」

　クロウもリンネの隣に並び、八ツ首の蛇に声をかけた。彼女は、ろくでもない敵だった。だが、強者だった。最期の言葉くらいは聞いてやるべきだろう。

「別に……いえ、そうね」

　八ツ首の蛇は、ふっと笑った。自じ嘲ちようするような笑みが浮かび、すぐに優しい微笑ほほえみに変わる。

　クロウは、はっとした。八ツ首の蛇が年頃の少女にふさわしい笑顔を見せるなど、あまりに意外すぎた。

「カスミ、よ」

「なに……？」

「だから、私の名前。日本人みたいな名前でしょ？　でも……あっちの……ソーディアの言葉で……あっ、くっ……」

　八ツ首の蛇は、ごほっと血を吐いた。苦しそうにあえぎ、息を荒げている。

「……どうでもいいか。ねえ、リンネ。女王を……お願い……あなたはもう……だろうけど……それでも……あの方には……必要……」

「蛇ちゃん……」

　リンネは、屈かがんで八ツ首の蛇の手を取った。だが、もうなにも言えないようだった。

　クロウは立ったまま、倒れた少女の目をじっと見つめる。

「じゃあな……カスミ」

「……ふっ。偉そうに……私の名前を……呼ばない……で……」

　八ツ首の蛇は、少しだけ笑うと──最後の力で目を閉じた。

　それからもう、動くことはなかった。

　最強の術じゆつ法ほう使い、八ツ首の蛇にして死剣使いの一人──カスミという少女の人生は、終わったのだ。

「カスミ……ソーディアの言葉、〝美しい夢〟のこと……」

「そうか……綺き麗れいな響きだな」

　ウィニアの言葉に、クロウは小さく頷うなずいた。

　八ツ首の蛇は──何度も生まれ変わっている彼女は、次の人生ではクロウたちとの戦いを夢のように思うのかもしれない。

　それが美しいかどうかは──彼女にしかわからないだろう。

「リンネ」

　クロウは、少し屈かがみ込こんでリンネの細い肩に手を置いた。

「ありがとうな。おまえのおかげで、助かったんだ」

「……うん」

　同じ死し剣けん使つかいを斬きってしまったことを気にする必要はない。クロウの意図が伝わったのか、リンネは顔を伏せているためにわからなかった。

「さて、天てん剣けんも竜りゆう剣けんも逃がしちゃくれねぇだろうけど……それより、あれだな」

　クロウはこちらの様子を窺っている二人の七しち剣けんを一瞥してから、空を見上げた。

　まだ日ひ奈な子こは黄金の輝きを放ち、空の扉は広がり続けている。

　これまでに見た、どの扉よりも巨大だ。今すぐにでも、あの穴からエイジンが現れるかも──

　いや、それ以前にあんな扉を開くほどの力を使って、日奈子の身体からだにどれほどの負担がかかっていることか。

「どうすれば、止められる……？」

「ロウ……」

　後ろから聞こえた声に、クロウは振り向いた。

　すぐそばに、セフィが立っている。

「これで終わりじゃねぇはずだ」

「え？」

「あの桜さくら井い美み月つきが命を懸けたんだぞ。ただ扉が開くだけで済むわけがねぇ。もっと──とんでもないことが起こるってわかってたからこそ、あいつは見届けることもなく死んだんだ」

「……そう、よね」

　セフィはこくりと頷うなずいた。

「あたし、なにもできなかった……ずっと見てるだけだった……」

「それでいいんだ。おまえは、無理をしちゃいけないだろ。悪いが、ここで一番弱い剣けん士しはセフィだ」

「……うん」

　セフィは、こくんと頷く。

「でも……ダメよ。あたしは、弱いままじゃいられない。ずっとそう思ってきた。だから、ソーシャに剣を習ったし、墜おちたる宮殿にも行ったのよ」

「けど、おまえはまだ七剣にも死剣使いにも──俺おれにもかなわねぇ」

「勝つわ」

　セフィは静かに言うと──全身からプラチナ色の光を放ち始めた。

　扉の巫み女こ──太陽の乙女と対になる存在であり、本来は空の扉を開くエネルギー源となる者。それが、セフィなのだ。

「あたしは、自分のこの力を恐れていたのかもしれない。あのとき、スイサーラを圧倒しちゃった力が怖くて……」

「セフィ……？」

「でも、もうなにも恐れない。怖がっていたら、あたしは誰だれにも勝てないし、誰も救えない。ヒナを救えない」

　セフィは、空中に浮かんでいる日ひ奈な子こをまっすぐ見据える。

「この力──自分が鍛え上げた力じゃないし、使えば自分がどうなるのかわからない。だけど、今使わなきゃきっとあたしは後悔するの」

「待て、おまえ本気で……」

　クロウは、思わず狼ろう狽ばいしてしまう。

　ソーシャに剣を学ぶ前、まだまだ未熟だったセフィが最強の死し剣けん使つかいを圧倒してしまったほどの力。

　あれを──セフィは全力で使うつもりなのだ。

「ロウを苦しめる人たちを倒すために。ヒナを救うために──あたしは、やるわ」

　セフィは、決意を秘めた瞳で空を──そこに浮かんでいる日奈子を見上げた。

　既に開ききった空の扉からは、日奈子が放っているのと同じ黄金の光が漏れ出している。

　クロウも話に聞いたことがあった。七十年前に開いていた空の扉からは、金色の光が降ってきていて、光の中を通ってソーディやエイジンたちが現れたという。

　夏に開いた扉も、金色の光を放っていたが、扉を縁取る程度の弱い輝きだった。

　しかし、今開いている空の扉は、完全なものになりつつある。

　あの扉は、もしかするとこの世界を変えてしまうかもしれない。

　異世界ソーディアから、なにが来るのか。

　あるいは、ウィニアやソーシャは向こうへと行ってしまうのか。

　その変化が、いったいなにをもたらすか想像もできない。

　空の扉が開いてしまえば、混乱はますます加速する一方だろう。

　確かに、この状況を打破できるのは──太陽の乙女と同じく空の扉に深く関わるセフィだけなのかもしれない。

　だが、それを認めることは、クロウにはどうしてもできなかった──






　　　　エピローグ






「あー……また空の扉か。もう、あれも見飽きちゃったなあ」

　ラーシュは、道路の上にあぐらをかいて座っている。全身傷だらけで、あちこちから血が流れ出している。

　彼が見上げた先、それほど遠くない場所の上空で巨大な空の扉が開いている。あまりにも長かった一日が終わりつつあり、陽は傾いて、血のような色にも見える。

　扉が開く前には、なにやら巨大な爆発音も聞こえたし、よほどの事態が起こっているようだ。

「しばらくは、あの扉を見ることになるだろう。おそらく、あれはそう簡単には閉じぬよ」

　そう言ったヒョウカも、ラーシュほどではないが数すうヶか所しよに傷を負っていた。

　二人の斬きり合いは果てしなく続くかのようだったが、巨大な爆発音に続き、空の扉が開く異常事態を目撃し、一時休戦しているのだ。

「もちろん、日ひ奈な子こが開いたんだろうね。こりゃー、クロウは荒れてるだろうな」

「あの男も、さすがに冷静ではいられまい。今は、私の教えに従うどころではなかろう」

　ヒョウカは苦笑を浮かべている。

　ラーシュは、勢いをつけて立ち上がり、抜き身の獣じゆう斬ざんを肩に担いだ。

「なあ、師匠せんせい。俺おれにも教えてくれよ。俺は、どうやったら……斬流ザンリユウの極みに届くのかな？」

「そなたの斬流は、クロウの無想ムソウとは違う意味で、透き通っている。そなたにはソーディが持つ正々堂々などという流儀が心に刻まれていないからだ。だから、どんな戦い方もできるし、純粋な斬ざん気きのかたまりとなれる。だが、まだ不要なものを持ってしまっている」

「へえ……それってなんなのかな？」

「わかっているはずだ、そなたは。だが、そなたはとぼけた男だからな。自分すらごまかしてしまっていては、救いようがない」

「そこまで言うか」

　今度はラーシュが苦笑する番だった。

「そなたには、剣と殺意しかない。しかし──もう一つだけある。わかっているだろう？」

「……そうだね」

　そのとおり、ヒョウカが言ったようにラーシュもわかっていた。

　自分の心の中に、斬流の完成を妨げるものがあると。

　それは──

「クロウ……」

　ラーシュはつぶやき、ヒョウカはなにも言わなかった。

　そうだ、クロウだ。ラーシュに、他になにがあるだろう？

　長く培つちかってきた彼との友情だけが──ラーシュの心には消しようもなく、大きな存在感を放っている。

「終わりにするしか……ないんだね」

「……私にはもうこれ以上、教えることはない。自分で決めるがいい」

　ヒョウカの突き放すような言葉にも、ラーシュは動じなかった。それもまた、わかりきったことだったからだ。

　クロウとの友情を終わらせる。

　その方法は──決して難しくはない。いや、驚くほど簡単だろう。

　優しすぎるクロウを傷つけるのは容易たやすい。彼のほうに、ラーシュを兄弟弟子でも親友でもないと思ってもらう方法はごくシンプルでいい。

　クロウには大切なものがあまりに多すぎる。

　その一つを──一つだけで充分。それを壊し、奪ってしまえばいいのだ。

　なぜだろうか──異様なほど心が躍っている。

　クロウの大切なものを奪うことを想像するだけで、楽しくて仕方ない。

　ラーシュは、口元に浮かんでくる笑みを抑えられなかった。







「あはは、空の扉か。また開いちゃったねえ」

　ほとんどが崩壊してしまった、墜おちたる宮殿。

　無事だった三階建ての建物の屋上に、燃えるような赤い髪の少女がいた。

　ブルーのジャージに、胸の谷間もあらわな色っぽいビスチェ。それに、グレーのミニスカート。

　死し剣けん使つかい、スイサーラ──通称サーラだ。

　彼女は、墜ちたる宮殿に向かう途中のクロウにちょっかいをかけようとして、大だい剣けん聖せいに追い払われてしまった。

　そのあとは、クロウたちを密ひそかに追っていたのだが──

「もう、カオスすぎてわけがわからないねえ。滅びの術じゆつ法ほうが撃たれたと思ったら、今度は空の扉が開くとは。たぶん、八やツ首くびの蛇は──カスミは死んだなあ」

「……それは、確かなのですか？」

　サーラの隣に立っていた、小さな少女が問いかけてきた。

　透き通るような薄い青の髪を二つに結んでいる。その髪は乱れ、頭や胸、手足に包帯を巻いた、痛々しい姿だ。

　包帯を巻いただけで、白く幼い裸身があらわになっている。やや大きめの黒いコートを羽織っているが、肌は隠しきれていない。

「間違いないだろうなあ。同じ死剣使いだからねえ、なんとなくわかるのさ」

「そうですか……」

「で、どうするのかなあ、女王？」

「…………」

　黒いコートの少女──ブレイズの女王リーゼベルは、黙り込んでしまう。

　女王は七十年前からの因縁の敵であり、親友でもあった大だい剣けん聖せいジルンシェードと立ち会い、老剣けん士しの命を燃やし尽くした一撃をまともに受け、はるかかなたへと吹き飛ばされてしまったのだ。

　その女王を救ったのが、クロウたちの様子を見守っていたサーラである。

「……あなたはなにを望みますか、スイサーラ？」

「サーラは──」

　にっこりとサーラは笑い、その場に跪ひざまずいた。

「サーラはブレイズに、女王にその死すら捧ささげる死し剣けん使つかい。ただ、あなたのためだけに」

「……そうでしたね」

　死剣使いであるサーラは、女王には本能的に従ってしまう。それを恐れ、もうしばらく自由を楽しむつもりだったが、リーゼベルの命の危機を見逃すことはできなかった。こうして、完全覚かく醒せいしたリーゼベルに接触してしまった以上、引き返すことはできない。

「あなたがいなければ、私は死んでいました……」

　リーゼベルは、悲しげにつぶやく。

　それは間違いないだろう。リーゼベルは全身が炎に包まれ、自力では動くこともかなわず、サーラが救わなければそのまま燃え尽きていただろう。

「ルシェ……やはり、彼女は私の最高の好敵手でした……」

　彼女は、宿敵の死を確信しているようだ。サーラもまた、反論はしない。あの老いた剣士が女王を倒すほどの力を使って無事でいるとは思えないからだ。

「この拾った命……私はどう使えばいいのでしょうか……」

「あなたが決めれば、サーラもブレイズたちも従うよ」

　この墜おちたる宮殿には、まだ数百人のブレイズたちがいる。八やツ首くびの蛇の術じゆつ法ほうの巻き添えでかなり数は減っただろうが、戦力としては充分だ。おそらく、紅くれないの戦せん団だんのリーダーであるネッサも生きているだろう。

「そうですね、私が決めなくてはいけないのですよね……」

　リーゼベルは、空の扉を見つめながらつぶやいた。

「とっくに戦争は始まっている。あとは、どう終わらせるかですね……」

　風が吹き、リーゼベルの二つに結んだ柔らかな髪がさらさらと揺れる。

　夕陽の中で、最強であるはずのリーゼベルは、ひどく儚はかなく見えた。

　もうすぐ、最後の戦いが始まる──

　その決戦に、女王リーゼベルはなにを懸けるのか。

　サーラは女王に従い、なにを果たすのか。

　未来を視みる能力を持たないサーラには、知るよしもなかった──








あとがき




　どうも、鏡かがみ遊ゆうです。なんと、今回はあとがきが２Ｐも！　それが普通ですけど。

　さて、『剣神の継承者サクシード』、どんどこ盛り上がっております。キャラが多すぎてえらいこっちゃです。でも、だいたいシリーズ序盤で設定していたキャラばかりなので、割と予定どおりですね。まあ、予定外に暴走してる方々も多いですけど（笑）。




　今巻でも大暴れしている八やツ首くびの蛇ちゃんも暴走タイプです。なんせ、先行した二人の死し剣けん使つかいが強烈なキャラだけに、影が薄くなったりしないかと心配してたんですが、まったくの杞憂でした。逆にリンネとサーラを食いかねないくらいで。フリフリの衣装も可愛かわいいですよねー。絵で描くのは大変かと思いますけど……。

　そうそう、前巻で遂ついに揃そろった七しち剣けんもとんでもない変人ばかりになりました。最初に登場したマナカさんがまともに見えますよ。あんな酒びたりなのに！

　おかしいなあ、七剣は強さ重視で変な人を揃えるつもりはなかったんですが。

　七剣はお気に入りのキャラが多いんですけど、最後に登場した竜りゆう剣けんリドも好きですね。ネコミミパーカー可愛い！　膝ひざ枕まくらして頭を撫なでてあげたくなりますね。今巻では口絵にもなって、最高でした！




　で、今巻では本当にいろいろなことが起こりましたが、次からはクロウ、セフィ、日ひ奈な子この三人が中心になって物語が動いていく予定です。特にセフィ様は、このところ微妙に出番が少なめでしたので、そろそろどーんと活躍してもらおうかと。

　むろん、どんなシリアス展開でもクロウ君は欲望を忘れないので、セクハラもまだまだ加速していくはず！　これ以上加速したら、セクハラで済まないですけど！




　あと、前巻でも予告しましたが『剣神』以外の謎なぞの企画も進行中ですよー。




　最後になりましたが謝辞です。

　みけおう先生、今回も素晴らしいイラストをありがとうございました！　特に、表紙のリンネのポーズ、可愛いです！

　担当さん、いつもお世話になっております。

　この本の制作に関わっていただいた皆様、ありがとうございます。

　そして読者の皆様、いつも感謝しております。

　それでは次巻でお会いできれば！


二〇一四年八月　鏡遊











　著者

　鏡遊（かがみ・ゆう）

　　フリーのシナリオライター。主にＰＣゲームのシナリオを執筆。

　　ライトノベルのお仕事もなんとか続いています。

　『剣神の継承者』も遂に10巻！

　　二桁ですよ、二桁。ありがたいことです。

　　さらに頑張っていきますよー。







　イラスト

　みけおう（みけおう）

　　北海道出身のフリーのイラストレーター。

　　現在は札幌在住。




　　万年「眠たい病」でしたが、最近は早起きしています。

　　朝５時半すぎると、カラスが鳴いて起こすんです。

　　毎日決まって起こしてくれるのでありがたいような

　　そうでもないような。

　　寝坊したい日もきっちり鳴いてくれるので

　　規則正しい毎日、過ごしてます。

　　健康です。







　　ＨＰ「PINK CHUCHU」

　　http://www2.odn.ne.jp/~cai16580/









剣神の継承者サクシードⅩ




2014年9月30日発行　ver.1.0





著者　　　　鏡遊

発行者　　　三坂泰二

編集長　　　万木壮

発行所　　　株式会社ＫＡＤＯＫＡＷＡ

　　　　　　〒102-8177

　　　　　　東京都千代田区富士見2-13-3

　　　　　　03-3238-8745（営業）

編集　　　　メディアファクトリー

　　　　　　0570-002-001（カスタマーサポートセンター）

　　　　　　年末年始を除く平日10:00～18:00まで







©Yu Kagami 2014

http://www.kadokawa.co.jp/




※無断で複製・複写・データ配信などをすることは、かたくお断りいたします。




本電子書籍は下記にもとづいて制作しました

ＭＦ文庫Ｊ

剣神の継承者Ⅹ


発行日　　　2014年9月30日　初版第一刷発行
















item/image/kuchie-001.jpg





item/image/kuchie02.jpg
W

—‘%h_'w\ ﬂil v

aomouosa— 1N '
07 enes A

QO K T E 0 42°
VIRRETR ’
RRSHOUIO-»HOLSN®

ADDOTY”
SRR ERSEA0R R0 ‘
/

Ly

e






item/image/kuchie03.jpg





item/image/kuchie04.jpg
QIR E

LRV E
RO Y —X—Q R0
BRI X ,

s 28 20 0.1 2

IR 2 S0






item/image/cover.jpg
S \ N
- =\

=\
=—\\






item/image/123.jpg





item/image/bookwalker.jpg
AT

BOOK>~WALKER





item/image/katsu02.png





item/navigation-documents.xhtml




Navigation





		表紙



		Contents



		プロローグ



		１章　最強との再会



		２章　生き抜く力



		３章　果て無き絶望



		４章　震える刻



		エピローグ



		奥付













Guide





		表紙



		目次



		本編













item/image/258.jpg





item/xhtml/p-caution.xhtml






本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。



本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。



本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。












本作品は縦書きでレイアウトされています。
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